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●執筆者等の役職・職位は 2024 年 3 月 31 日現在、大学広報課が把握している範囲で表示しています。
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節
）
と
教
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懐
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。
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時
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に
も
新
し
い
。

天地の主宰の大意は愛人なり。人その意を敬しみ愛すべし。
（同志社編『新島襄教育宗教論集』岩波文庫、295 頁）



創立150周年記念イベント「全同志社人がつなぐ150kｍ」
11/4（土）、快晴のもと、約250人の同志社人が同志社大学京田辺キャンパス陸上
競技場に集まりました。

「かけっこ教室」では100人を超える子どもたちが、同志社大学スポーツ健康科学部
の新井彩准教授とボランティアで協力をいただいた同志社大学体育会陸上競技部の
学生によるレッスンを受けました。それぞれの体力に合わせて、身体を動かしたり、
短い距離を走りました。続いて行われた4×100ｍリレーでは、在校生チームや家
族チーム、卒業生チームなど9チームが熱戦を繰り広げました。午後は、100人が
1,500mを走り150kmを目指す「150kmセレブレRUN」を実施し、親子や友達同士
が一緒に楽しみながら走る姿が見られました。当日の様子は同志社創立150周年記
念HPでご覧いただけます。
https://150th.doshisha.ed.jp/
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ACUCAのPresident引継ぎ式を執り行いました
2023年11月17日、本学が加盟しているアジアのキリスト教主義大学の協会である
ACUCA (Association of Christian Universities and Colleges in Asia)の
22-23年のPresidentである韓国の韓南大学のKwang-Sup Lee学長、事務総長の
Kitai Kim先生および国際交流部門の皆様が本学にお越しになり、ACUCAの
President引継ぎ式を執り行いました。

ACUCAは、アジアのキリスト教主義大学がキリスト教主義教育の質の向上と相互
理解を目的に1976年に結成した協会で、現在は、アジアの8か国・地域の64大学
が加盟しています。本学は、2024年1月から2025年12月までの2年間、ACUCA
のPresidentを務めることになっています。
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『医薬基盤・健康・栄養研究所(NIBIOHN)と
連携・協力の推進に関する協定を締結』

2023年12月18日

医薬基盤・健康・栄養研究所（NIBIOHN)と本学は、両者の特性・強み及び資源を
活かし教育・研究・医療に関して連携協力するため、協定を締結しました。この協
定によって、学術研究を促進させ、健康、栄養及び医療分野における専門知識を有
した社会貢献できる人物の育成を行うことで、関係分野の専門人材の充実、学術及
び科学技術の発展・継承に寄与することを目的としています。研究資源や設備を共
有し、教員や学生がよりよい環境で学び、研究を深めていけるよう、積極的な活動
を目指しています。

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten



『岩倉祭』
高校は、9月28日（木）に体育祭、9月30日（土）から10月2日（月）の3日間で岩倉祭を
行いました。コロナ感染対策による制限のない岩倉祭は4年ぶりです。生徒たちの
熱い思いが込められた「会心の一撃」というテーマのもと、熱心に取り組み、大い
に楽しみました。
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同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

［演劇祭（3年生）］

［体育祭］

［フィナーレ］結果発表

［2年生行事］［1年生行事］



聖歌隊と有志生徒によるオーケストラ演奏
2月19日（月）におこなわれました中学礼拝において、本校聖歌隊と中高有志生徒に
よるオーケストラでモーツァルト作曲「アヴェ・ヴェルム・コルプス K.618」を演
奏しました。有志オーケストラは4月より放課後毎週1回練習を行い、今回が初の
舞台となりました。

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten



「クリスマス ページェント」
12月16日（土）クリスマス ページェントを行いました。朝の部は生徒全員で、夜の
部は白川学園の方々・在校生保護者・コロナ禍において全員でのページェントを経
験できなかった卒業して３年目までの卒業生（希望者）を招いて、心を合わせて４年
ぶりの礼拝を守る事ができました。

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten



学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

点灯式
2023年11月17日

クリスマスイルミネーション点灯式を行
いました。今年から山手幹線道路からよ
く見える正門玄関に設置をしました。

中学・高校　体育祭
2023年10月4日

本校開校以来はじめての中高合同での体
育祭を開催しました。各クラスを色分け
して、16競技の種目を競いました。

2023ハロウィン
2023年11月1日

11月1日生徒会主催の「ハロウィン」を開
催しました。思い思いの衣装を身に纏っ
て、ルールを守っての楽しいイベントに
なりました。



学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

初等部：『スポーツデイ』
2023年10月20日

10月20日（土）に国際学院初等部のスポーツデイが開催されました。コロナのため
一昨年度は学年単位で、昨年度は低学年・高学年に分かれての分割開催でしたが、
今年度は４年ぶりの全学年開催となりました。子どもたちは徒競走、リレー、団体
競技など、１つ１つの種目を一
生懸命取り組みました。結果は
DIA始まって以来の赤組・青組
両者引き分け
となりました。

国際部：Chubu University collaboration
2023/10/17

In October, DISK grade 10 students and their science teacher had the opportunity 
to collaborate with peers from another international school and researchers from 
the Neural Cybernetics Laboratory at Chubu University in Aichi Prefecture. Togeth-
er, we witnessed the daily life of a researcher and explored adaptive motor control 
in biological systems by carrying out a prism adaptation experiment. This collabora-
tion greatly benefit-
ed the students as it 
allowed them to re-
inforce their under-
standing of the sci-
entific method and 
fostered their col-
laboration skills.



点灯式礼拝
同志社小学校では、11月24日(金)に点灯式礼拝を行いました。新型コロナウィル
ス感染症の影響により、全児童、教職員が集合しての礼拝開催は4年ぶりとなりま
した。讃美歌斉唱、聖書朗読、説教に続き、横井校長と係の児童によりクリスマス
ツリーが点灯されました。校舎中央のチャペルコートに輝くツリーは12月25日ま
でクリスマスの喜びを伝えました。

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten



秋の遠足～京都市動物園～
2023年10月26日

秋晴れの下、全園児で京都市動物園へ遠足に行きました。年少組にとっては初めて
のバス遠足。お兄さん、お姉さんに手を引いてもらって動物園を楽しむことができ
ました。
背の高いキリンが挨拶するかのように親子で近くまでやってきたのに歓声をあげた
り、ゾウが水の中に潜るようにしながらじゃれ合う姿を見て大喜びでした。お家か
らも遊びに行くことが多い動物園ですが、お友達と一緒に来たことが何よりもうれ
しい様子で、笑顔いっぱいの１日でした。

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

収穫感謝祭
2023年11月15日

子どもたちが各家庭から野菜と果物を持ち寄り、収穫感謝祭を行いました。一人ひ
とりがホールに捧げると、部屋いっぱいに野菜や果物の香りが広がり、子ども達か
ら歓声があがりました。
たくさんの野菜や果物を前に、園長先生のお話を聞き、神様が与えて下さった豊か
な恵みや、土を耕し種をまいて野菜や果物を作ってくださる農家の方々、お店の方、
お家の方などに思いを馳せ、みんなでお祈りを捧げました。私たちの生活を守り支
えてくださる様々な存在に感謝の気持ちを持つとともに、分かち合うことについて
考える貴重なひとときとなりました。



Interview

インタビューの２人
老舗食品メーカー社長

大
お お

橋
は し

祐
ゆ う

貴
き

さん　

私の
志

東京から新潟に U ターン就職し、30 歳で老舗食品会社の社長になりました。東
京時代は上昇志向が強く、恵比寿に住み、六本木で働きました。でも自分には
合わない生き方でした。今は等身大のまま生きることで満たされ、安定すること
で得られたものを、周囲に少しでもお渡しできたらハッピーだなと思います。

1987 年新潟県生まれ。2009 年、
同志社大学法学部卒業と同時に東京
の都市銀行に就職。以降、ファスト
ファッションブランド、ウェブ系ベ
ンチャー、ファイナンシャルプラン
ニングなどの企業に勤務。2016 年、
新潟市に本部を置く NSG グループ
に入社。新潟市で伝統的な漬け魚を
手がける株式会社小川屋に、再建担
当ゼネラルマネージャーとして出
向。2017 年、同社の代表取締役社
長に就任。



Interview

インタビューの２人
ヨグネット代表理事

向
む か

井
い

智
ち

香
か

さん　

私の
志

1985 年 大 阪 府 生 ま れ。2008 年、
同志社女子大学学芸学部情報メディ
ア学科（現・メディア創造学科）卒業。
2010 年、同大学大学院文学研究科
修了。以降は母校のメディアサポー
トセンター、ウェブ制作会社等で仕
事をしながら現代アートの制作に取
り組む。その間、SNS でヨーグルト
関連の発信を続け、2018 年、「全国
ヨーグルトサミット」での講演会で
講師を務めたことを契機にご当地ヨ
ーグルトの活動を推進。2023 年６
月、一般社団法人ヨグネットを設立。
著書に『ヨーグルトの本』。

ヨーグルトが大好き。ご当地ヨーグルトの魅力の認知拡大と、生産者さん同士の
交流・課題解決を目指して「ヨグネット」という団体を立ち上げました。「ヨー
グルト活動家」として、生産者さんと一緒にヨーグルトの未来を創っていきます。



　　　　　　　　　　私の志

Interview

自
分
の
道
を
探
し
続
け
た
東
京
を
離
れ

家
族
と
故
郷
の
た
め
に
新
潟
へ

—
—

卒
業
後
は
東
京
で
し
ば
ら
く
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
Ｕ
タ
ー
ン
の

経
緯
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

大
橋 

最
初
は
銀
行
に
就
職
し
、
そ
の
後
、
数
回
転
職
す
る
中
で
、

金
融
だ
け
で
な
く
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
学
び

ま
し
た
。
前
向
き
に
言
え
ば
、
自
分
の
興
味
や
期
待
感
に
従
っ
て
キ

ャ
リ
ア
を
選
び
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
た
結
果
で
す
。
で
も
言
い
方

を
替
え
れ
ば
、
や
は
り
道
を
固
め
き
れ
な
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

道
を
探
し
続
け
た
20
代
を
経
て
、
故
郷
・
新
潟
に
Ｕ
タ
ー
ン
。
未
経
験
の
食
品

業
界
に
飛
び
込
み
、
30
歳
で
老
舗
の
再
建
を
託
さ
れ
ま
し
た
。
支
え
に
な
っ
た

の
は
多
分
野
に
取
り
組
ん
だ
経
験
と
、
正
し
い
商
売
を
し
た
い
と
い
う
ま
っ
す

ぐ
な
価
値
観
、
そ
し
て
故
郷
へ
の
思
い
。
本
来
の
ご
自
身
に
立
ち
還
り
、
誠
実

に
周
囲
の
信
頼
を
得
て
い
っ
た
足
跡
を
た
ど
り
ま
し
た
。

老
舗
再
生
に
取
り
組
む
Ｕ
タ
ー
ン
社
長

「
正
し
い
商
売
」を
理
想
に
掲
げ 

故
郷・新
潟
へ
の
社
会
貢
献
を
志
す

大お
お
橋は
し

祐ゆ
う
貴き
さ
ん
（
老
舗
食
品
メ
ー
カ
ー
社
長
）

私の
志
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　　　　　　　　　　私の志

Interview
も
っ
と
成
長
で
き
る
の
で
は
、
も
っ
と
自
分
に
適
し
た
環
境
が
あ
る

の
で
は
と
い
う
漠
然
と
し
た
考
え
の
も
と
に
、
行
動
を
繰
り
返
し
て

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
最
中
、
地
元
（
新
潟
県
柏
崎
市
）
で

飲
食
店
を
営
む
父
が
体
調
を
崩
し
、
同
時
期
に
祖
母
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。
家
族
や
故
郷
に
対
し
て
自
分
は
ど
う
生
き
る
の
か
、
自
分
に

と
っ
て
何
が
本
当
に
大
事
な
の
か
を
、
そ
の
と
き
初
め
て
真
剣
に
考

え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
新
潟
に
戻
っ
て
数
カ
月
間
実
家
を
手
伝
い
、

ま
た
東
京
に
行
っ
て
仕
事
を
し
な
が
ら
一
年
ほ
ど
考
え
続
け
、
最
終

的
に
新
潟
に
戻
る
道
を
選
択
し
ま
し
た
。

—
—

当
時
の
悩
み
を
、
も
う
少
し
伺
っ
て
も
い
い
で
す
か
。

大
橋 

自
分
を
他
人
と
比
較
す
る
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
同
志
社
の

友
人
た
ち
の
多
く
は
企
業
人
や
弁
護
士
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
一
方
、

私
は
転
職
し
な
が
ら
空
回
り
す
る
部
分
も
あ
っ
て
、
明
確
な
ベ
ク
ト

ル
を
定
め
ら
れ
ず
に
い
ま
し
た
。
10
年
間
自
分
の
道
を
決
め
き
れ
ず
、

で
も
変
わ
ら
な
い
自
分
に
気
づ
い
て
い
た
の
で
、
こ
こ
で
け
じ
め
を

つ
け
な
い
と
30
代
も
こ
の
ま
ま
な
の
だ
ろ
う
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。

新
潟
に
戻
る
決
意
を
固
め
た
と
き
は
、
家
族
や
故
郷
を
大
切
に
し
た

い
と
い
う
自
分
の
価
値
基
準
が
明
確
に
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
以
外
の

部
分
は
バ
ッ
サ
リ
と
断
ち
切
れ
ま
し
た
。
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。

—
—

新
潟
で
の
就
職
活
動
は
ど
の
よ
う
な
点
を
重
視
さ
れ
た
の
で
す
か
。

大
橋 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
そ
の
上
で
、
面
接
時
に
老

舗
再
生
の
話
を
聞
い
て
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。
東
京
で
視
座
の
高
い

仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
は
、
経
営
に
向
か
っ
て
い
く
発
想

だ
っ
た
の
で
は
と
考
え
、
そ
の
気
持
ち
に
素
直
に
な
ろ
う
と
し
ま
し

た
。
企
業
再
生
と
い
う
仕
事
を
通
じ
て
地
元
に
貢
献
で
き
る
こ
と
に

も
大
き
な
意
義
を
感
じ
ま
し
た
。

—
—

小
川
屋
さ
ん
の
再
建
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
橋 

私
が
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
来
た
当
初
は
、
倒
産

し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
し
た
。
小
川
屋
は
明
治
26
（
１
８
９

３
）
年
創
業
で
、
新
潟
特
有
の
「
漬
け
魚
」
を
作
っ
て
き
た
老
舗
で

す
。
創
業
当
時
の
新
潟
は
鮭
・
鱒
の
遠
洋
漁
業
基
地
と
し
て
栄
え
、

毎
年
一
千
万
匹
の
鮭
が
水
揚
げ

さ
れ
て
い
た
と
聞
き
ま
す
。
醸

造
業
も
発
達
し
て
い
た
の
で
、

生
魚
を
味
噌
や
酒
粕
に
漬
け
た

漬
け
魚
と
い
う
食
べ
方
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
パ
ッ
ク
に
し

た
主
力
商
品
が
売
れ
な
く
な
っ

て
い
た
の
で
す
。
食
生
活
も
当

時
と
は
変
化
し
ま
し
た
し
、
パ

ッ
ケ
ー
ジ
や
売
り
方
な
ど
に
、

ど
う
し
て
も
古
い
印
象
を
持
ち

ま
し
た
。
伝
統
に
固
執
し
、
時

17世紀に築かれた町並みが残る古町にたたずむ店舗
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　　　　　　　　　　私の志

Interview
代
の
変
化
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
も
と

も
と
贈
答
用
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
の
で
、
若
い
方
に
手
に
取
っ
て
試
し

て
い
た
だ
く
機
会
も
減
っ
た
。
ど
う
す
れ
ば
そ
の
「
１
回
目
」
を
生

み
出
せ
る
か
を
考
え
ま
し
た
。

—
—

何
が
大
き
な
転
機
に
な
り
ま
し
た
か
。

大
橋 

思
い
切
っ
て
、
メ
イ
ン
の
商
品
を
変
更
し
ま
し
た
。
漬
け
魚

は
生
魚
の
味
噌
漬
け
な
の
で
、
ご
自
宅
で
焼
い
て
い
た
だ
く
手
間
が

か
か
り
ま
す
。
で
も
新
し
い
客
層
を
開
拓
す
る
と
な
っ
た
と
き
、
そ

も
そ
も
若
い
人
は
魚
を
焼
か
な
い
よ
と
い
う
話
が
出
た
。
そ
こ
で
私

が
社
長
に
就
任
し
た
年
、
生
の
漬
け
魚
を
看
板
商
品
か
ら
外
し
、
サ

ブ
で
取
り
扱
っ
て
い
た
新
潟
の
郷
土
料
理
、
焼や

き
づ
け漬

を
メ
イ
ン
に
し
ま

し
た
。
焼
き
魚
を
醤
油
ベ
ー
ス

の
タ
レ
に
漬
け
た
、
こ
れ
も
保

存
食
の
一
つ
で
す
。
既
に
焼
い

て
あ
る
魚
を
真
空
パ
ッ
ク
に
し

て
あ
る
の
で
、
開
封
す
れ
ば
す

ぐ
に
食
べ
ら
れ
ま
す
。
浸
透
ま

で
は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
売
上
も
伸
び
、
生
魚

と
い
う
分
野
で
は
な
く
郷
土
料

理
や
お
土
産
と
い
う
分
野
で
扱

っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
、

チ
ャ
ン
ネ
ル
も
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
変
わ
ら
な
い
も

の
も
大
切
で
す
。
小
川
屋
は
現
在
で
創
業
１
３
０
年
を
超
え
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
創
業
２
０
０
年
ま
で
継
続
で
き
る
よ
う
な
基
盤
の
再
構

築
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
先
時
代
が
変
わ
っ
て
も
変
わ
ら

な
い
価
値
基
準
を
固
め
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
経
営
判
断
を
し
て
い
け

る
よ
う
な
組
織
作
り
で
す
。
そ
れ
は
ど
ん
な
状
況
で
も
丁
寧
な
も
の

づ
く
り
を
し
て
、
お
客
さ
ん
の
た
め
に
な
る
も
の
は
絶
対
省
か
な
い

と
い
う
姿
勢
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
ぶ
れ
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

人
間
関
係
を
大
切
に
し
て
嘘
の
な
い
商
い
を

—
—

30
歳
の
若
い
社
長
が
誕
生
し
た
と
き
、
社
内
の
反
応
は
ど
う
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

大
橋 

ベ
テ
ラ
ン
の
社
員
さ
ん
に
至
る
ま
で
皆
さ
ん
良
い
方
ば
か
り

で
し
た
が
、
や
は
り
私
に
対
し
て
懐
疑
的
な
見
方
も
あ
っ
た
と
は
思

い
ま
す
。
そ
こ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
、
経
営
方

針
を
繰
り
返
し
説
明
し
ま
し
た
。
丁
寧
な
仕
事
や
接
客
な
ど
、
社
員

さ
ん
が
共
感
し
て
き
た
当
社
の
経
営
理
念
や
伝
統
的
な
や
り
方
を
今

後
も
核
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
た
め
に
変
え
る
べ
き
部
分
は
変

え
ま
し
ょ
う
と
。
何
と
か
黒
字
化
で
き
て
結
果
が
一
つ
ず
つ
出
て
き

た
の
で
、
そ
こ
に
対
し
て
は
信
頼
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

今
は
社
員
さ
ん
と
近
い
存
在
に
な
れ
た
と
い
う
か
、
社
長
と
し
て
扱

開封すればすぐ食べられる焼漬を主力商品に
推したことが老舗再生を後押しした
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　　　　　　　　　　私の志

Interview
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
（
笑
）。

—
—

社
長
就
任
か
ら
６
年
経
ち
ま
し
た
。
ど
こ
に
最
も
や
り
甲
斐
を

お
感
じ
に
な
り
ま
す
か
。

大
橋 
経
営
の
や
り
方
は
十
人
十
色
で
す
。
私
は
理
想
主
義
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
嘘
を
つ
か
ず
、
本
当
に
正
し
い
商
売
が
し
た
い
タ
イ

プ
で
す
。
そ
う
い
う
姿
勢
を
崩
さ
ず
に
会
社
を
運
営
し
て
い
け
る
と

こ
ろ
と
、
お
客
様
か
ら
そ
れ
に
対
し
て
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
く

こ
と
が
や
り
甲
斐
で
す
し
、
進
み
続
け
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

—
—

学
生
時
代
の
お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
橋 

私
は
新
潟
県
の
柏
崎
市
で
18
年
間
育
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
培

っ
た
価
値
観
が
す
べ
て
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
同
志
社
に
来
る
と
、
関

西
一
円
や
全
国
か
ら
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
し
、
系
列
校
か
ら
の
人

も
い
る
。
国
際
色
も
豊
か
だ
し
、
自
由
な
校
風
も
印
象
的
で
し
た
。

い
き
な
り
価
値
観
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
た
感
じ
で
し
た
。
そ
の
中
で

生
活
し
た
お
か
げ
で
、
価
値
観
と
は
そ
も
そ
も
多
様
な
も
の
だ
か
ら
、

多
様
性
を
受
け
入
れ
た
上
で
自
分
を
作
っ
て
い
く
ん
だ
と
気
づ
け
ま

し
た
。
20
代
は
多
様
す
ぎ
る
価
値
観
や
他
人
と
の
比
較
で
苛
ま
れ
た

部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
学
で
の
気
づ
き
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

今
の
自
分
に
至
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

—
—

大
橋
さ
ん
の
志
と
は
、
何

で
す
か
。

大
橋 

自
分
自
身
と
向
き
合
い
、

自
分
を
感
じ
、
根
本
的
な
価
値

観
に
素
直
に
な
っ
て
生
き
る
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
20
代
の
頃
も

素
直
だ
と
思
っ
て
は
い
た
の
で

す
が
、
そ
れ
は
他
人
と
の
比
較

や
他
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
も

の
に
素
直
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

結
局
は
流
さ
れ
て
い
た
部
分
も

多
か
っ
た
。
大
切
な
の
は
自
分

の
価
値
観
に
沿
っ
て
行
動
し
た
り
言
葉
を
発
し
た
り
す
る
こ
と
。
そ

う
す
れ
ば
自
分
が
変
わ
り
、
周
囲
が
変
わ
り
、
世
界
が
変
わ
る
。
そ

れ
が
最
終
的
に
、
新
潟
の
た
め
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

—
—

読
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
橋 

若
い
方
は
、
か
つ
て
の
私
の
よ
う
に
道
に
悩
む
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
悩
ん
だ
ら
ぜ
ひ
、
自
分
と
対
話
す
る
機
会
を
設
け
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
他
人
の
評
価
を
通
さ
ず
、
自
分
が
本

当
に
好
き
な
こ
と
を
き
ち
ん
と
洗
い
出
し
て
い
く
。
そ
れ
が
私
の
経

験
か
ら
お
伝
え
で
き
る
言
葉
で
す
。

（
２
０
２
４
年
１
月
18
日
、
新
潟
市
内
に
て
）
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　　　　　　　　　　私の志

Interview
向む

か
井い

智ち

香か 

さ
ん
（
ヨ
グ
ネ
ッ
ト
代
表
理
事
）

全
国
各
地
で
作
ら
れ
る
味
わ
い
深
い
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
、
牧

場
や
乳
業
メ
ー
カ
ー
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
ご
当
地
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
課
題
解
決
に

取
り
組
む
卒
業
生
が
い
ま
す
。
ほ
と
ば
し
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
愛
と
、
同
志
社
で
培
っ

た
知
性
と
教
養
、
そ
し
て
行
動
力
を
感
じ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
業
界
を
応
援
す
る
活
動
家

生
産
者・メ
ー
カ
ー
と
共
に 

ご
当
地
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
未
来
を
創
造
す
る

ご
当
地
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
魅
力
を
発
信
す
る
「
ヨ
グ
ネ
ッ
ト
」

—
—

ヨ
ー
グ
ル
ト
と
の
関
わ
り
の
深
化
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

向
井 

も
と
も
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
好
き
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
濃
厚
な
ギ

リ
シ
ャ
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
出
合
い
、
美
味
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
種
類
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
関
心
が
向
き
始
め
、

食
べ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
記
録
を
ネ
ッ
ト
に
残
し
始
め
た
の
が
、
今
に

繋
が
る
ス
タ
ー
ト
で
す
。
２
０
１
１
年
に
発
信
を
始
め
、
18
年
に
は

ブ
ロ
グ
サ
ー
ビ
ス
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
や
Ｗ
ｅ
ｂ
メ
デ
ィ
ア
か
ら
取

材
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
契
機
と
な
り
、
同
年
に
開
催

私の
志
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　　　　　　　　　　私の志

Interview
さ
れ
た
全
国
ヨ
ー
グ
ル
ト
サ
ミ
ッ
ト
に
講
師
と
し
て
呼
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

—
—

全
国
の
ご
当
地
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。

向
井 
初
開
催
で
も
約
4
万
人
が
集
ま
り
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
可
能
性

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
し
、
多
く
の
中
小
乳
業
メ
ー
カ
ー
や
生
産
者
、

研
究
者
の
方
々
に
出
会
え
て
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト

は
第
３
回
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
毎
回
運
営
母
体
が
異
な
っ
て

ノ
ウ
ハ
ウ
が
継
承
さ
れ
ず
、
引
き
継
ぎ
先
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
第
三
者
的
な
立
場
で
生
産
者
さ
ん
た
ち
を
繋
ぐ
ハ
ブ
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
私
が
、
中
心
と
な
る
団
体
を
作
っ
て
サ
ミ
ッ
ト
を
継
続
さ

せ
よ
う
と
仲
間
と
取
り
組
ん
だ
の
が
「
ヨ
グ
ネ
ッ
ト
」
の
始
ま
り
で
す
。

—
—

ヨ
ー
グ
ル
ト
サ
ミ
ッ
ト
の
継
続
に
そ
こ
ま
で
注
力
さ
れ
た
理
由

は
何
で
し
ょ
う
か
。

向
井 

作
り
手
が
も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
情
報
交
換
で
き
れ
ば
、
ご
当

地
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
認
知
も
拡
大
さ
れ
る
し
、
よ
り
正
し
い
情
報
を
発

信
し
て
い
け
る
の
で
は
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
近
年
は
ヨ
ー
グ
ル
ト

の
イ
メ
ー
ジ
が
菌
や
機
能
性
に
偏
り
す
ぎ
て
、
生
産
者
が
原
料
の
ミ

ル
ク
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
り
に
く
く
な

り
ま
し
た
。
一
方
、
ご
当
地
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
新
鮮
な
生
乳
１
０
０
％

と
い
う
強
み
を
伝
え
る
に
は
「
量
産
品
の
多
く
は
バ
タ
ー
を
作
る
際

に
で
き
る
脱
脂
粉
乳
な
ど
を
原
料
に
し
て
い
る
」
と
い
う
前
提
を
知

っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
伝
え
方
を
間
違
え
る
と

量
産
品
の
否
定
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
量
産
品
に
は
バ
タ
ー
作

り
の
「
副
産
物
消
費
」
と
い
う
側
面
が
あ
り
、SD

G
s

で
も
あ
る
ん

で
す
ね
。
両
方
あ
っ
て
良
い
の
で
あ
り
、
何
が
違
う
の
か
と
い
う
正

し
い
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
し
て
酪
農
家
の
思
い
や

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
ち
ゃ
ん
と
消
費
者
に
伝
わ
る
こ
と
で
、
一
次

産
業
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
も
重
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

—
—

ヨ
グ
ネ
ッ
ト
の
活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

向
井 

直
近
で
は
昨
年
12
月
15
日
に
羽
田
空
港
に
オ
ー
プ
ン
し
た
羽

田
産
直
館
で
、
ご
当
地
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
卸
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
普

段
は
ご
当
地
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
認
知
拡
大
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
信

を
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
出

た
り
し
て
い
ま
す
。
酪
農
の

理
解
醸
成
を
目
的
と
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
牧
場
見
学
の
コ

ン
テ
ン
ツ
も
準
備
中
で
す
。

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ア
ク
セ
サ
リ

ー
作
家
で
あ
る
私
の
母
に
作

っ
て
も
ら
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ

ー
な
ど
、
牛
の
グ
ッ
ズ
も
販

売
し
て
い
ま
す
。

羽田産直館で販売している全国各地の
ヨーグルト
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　　　　　　　　　　私の志

Interview

業
界
内
部
の
課
題
改
善

に
も
取
り
組
み
た
い

—
—

改
め
て
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
魅

力
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

向
井 

思
っ
た
よ
り
も
無
限
の

分
岐
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
プ

レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食
べ
比

べ
て
も
、
牛
の
育
っ
た
環
境
、

飼
料
、
搾
乳
す
る
季
節
、
使
用

す
る
乳
酸
菌
や
発
酵
時
間
な
ど
の
違
い
で
、
い
く
つ
も
分
岐
が
あ
る

と
こ
ろ
が
大
き
な
魅
力
で
す
。

—
—

業
界
内
部
で
感
じ
て
お
ら
れ
る
課
題
は
あ
り
ま
す
か
。

向
井 

規
格
の
曖
昧
さ
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
チ
ー
ズ
に
は
ナ
チ
ュ

ラ
ル
チ
ー
ズ
、
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
な
ど
、
法
で
定
め
ら
れ
た
成
分
規

格
が
あ
り
ま
す
。
で
も
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
法
律
上
、「
発
酵
乳
」
と
い

う
言
葉
で
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
成
分
規
格
は
あ
る
に
せ
よ
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
と
い
う
言
葉
自
体
に
法
律
が
つ
い
て
き
て
い
な
い
の
で
、
乳

成
分
が
規
格
に
満
た
な
く
て
も
「
○
○
＆
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
の
よ
う
な

名
前
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
消
費
者
の
商
品
選

択
を
難
し
く
し
て
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
多
様
性
や
ご
当
地
ヨ
ー
グ
ル
ト

の
良
さ
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
一
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
メ
ー
カ
ー

の
使
う
言
葉
と
消
費
者
の
理
解
の
間
に
も
乖
離
が
あ
る
。
そ
こ
を
も

っ
と
翻
訳
し
、
整
理
し
て
、
正
確
な
情
報
源
を
私
た
ち
が
提
供
す
る

こ
と
で
、
消
費
者
の
商
品
選
択
が
変
わ
っ
て
き
た
り
、
今
ま
で
腸
活

の
た
め
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食
べ
て
い
た
人
が
ミ
ル
ク
の
魅
力
を
楽
し

め
る
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

—
—

現
在
の
大
き
な
目
標
は
何
で
す
か
。

向
井 

早
急
に
取
り
組
み
た
い
の
は
酪
農
情
勢
の
改
善
で
す
。
酪
農

家
の
減
少
が
進
む
現
状
を
広
く
伝
え
、
一
次
産
業
者
へ
の
援
助
な
ど

に
つ
い
て
、
み
ん
な
の
パ
ワ
ー
で
改
善
し
て
い
き
た
い
で
す
。
も
う

１
点
は
ご
当
地
ヨ
ー
グ
ル
ト
自
体
の
課
題
解
決
で
す
。
メ
ー
カ
ー
は

乳
業
の
プ
ロ
で
は
あ
っ
て
も
、
発
酵
の
プ
ロ
は
非
常
に
少
な
い
ん
で

す
ね
。
外
部
の
商
社
に
レ
シ
ピ
を
依
存
し
て
い
る
現
状
で
は
、
多
様

な
地
域
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
が
同
じ
製
法
を
採
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
あ
た
り
を
突
き
詰
め
て
い
く
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
が
各
地
で

高
ま
れ
ば
、
美
味
し
さ
に
さ
ら
に
多
様
性
が
出
る
の
で
は
。
羽
田
産

直
館
で
の
販
売
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
メ
ー
カ
ー
に
お
伝
え
す
る
な
ど
、

ヨ
グ
ネ
ッ
ト
に
で
き
る
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
学
で
身
に
つ
け
た
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
行
動
力

—
—

大
学
で
の
学
び
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

向
井 

私
は
現
代
ア
ー
ト
の
作
家
を
目
指
し
て
い
た
の
で
、
授
業
以

イベントなどで販売されるアクセサリーや
文具などの「牛グッズ」
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　　　　　　　　　　私の志

Interview
外
は
ビ
デ
オ
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
制
作
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
の
一
つ
は
「
痛
み
」。
高
校
時
代
、
キ
リ
ス
ト
の
受
難
に
関

心
を
持
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
テ
ー
マ
で
す
。
そ
の
中
で
広
島
の

原
爆
ド
ー
ム
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
強
制
収
容
所
跡
、
ベ
ル
リ
ン

の
壁
を
見
に
い
く
な
ど
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

現
地
で
感
じ
る
も
の
と
本
で
読
む
も
の
の
両
方
を
大
切
に
し
な
が
ら

学
び
、
こ
れ
を
人
に
伝
え
る
た
め
に
適
切
な
表
現
を
考
え
、
展
覧
会

な
ら
場
所
を
手
配
し
、
告
知
を
行
い
、
会
を
開
催
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ

に
残
し
て
次
に
繋
げ
る
。
そ
れ
を
全
部
、
一
人
で
し
て
い
ま
し
た
。

—
—

ま
さ
に
ヨ
グ
ネ
ッ
ト
の
活
動
そ
の
ま
ま
で
す
ね
。

向
井 

牧
場
や
工
場
を
見
学
し
、
理
解
し
た
事
を
解
釈
し
て
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
繋
げ
る
。
大
学
で
の
学
び
と
全
然
ジ
ャ
ン
ル
は
違
い
ま
す

が
、
し
て
い
る
事
は
同
じ
で
す
ね
。

—
—

同
志
社
女
子
大
学
で
の
学
び
が
、
大
き
く
今
に
繋
が
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
か
。

向
井 

そ
う
で
す
ね
。
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
（
現
・
メ
デ
ィ
ア
創
造

学
科
）
で
は
パ
ソ
コ
ン
で
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
だ
の
で
、
催
事
の
装
飾

物
や
配
布
資
料
、SN

S

に
上
げ
る
動
画
や
写
真
は
全
部
自
分
で
作

成
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
今
思
う
と
、
や
は
り
同
志
社
で
学
ん
だ
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
が
す
ご
く
生
き
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
今
、
ア
ン
テ
ナ

を
張
れ
る
幅
が
非
常
に
広
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
女
子
大
学
と
い
う

環
境
も
大
き
か
っ
た
で

す
。
女
性
ば
か
り
の
中

に
い
れ
ば
性
別
的
な
役

割
を
気
に
す
る
必
要
が

な
い
の
で
、
自
分
ら
し

く
動
け
ま
し
た
。
そ
の

経
験
も
、
ヨ
グ
ネ
ッ
ト

の
代
表
に
な
る
た
め
の

自
信
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

—
—

改
め
て
、
向
井
さ
ん
の
志
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

向
井 

メ
ー
カ
ー
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
皆
で
一
丸
と

な
っ
て
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
未
来
を
創
る
こ
と
で
す
。
ご
当
地
ヨ
ー
グ
ル

ト
の
価
値
を
高
め
、
そ
れ
が
波
及
し
て
一
次
産
業
の
価
値
を
高
め
る

よ
う
、
大
き
な
波
紋
を
皆
で
創
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

—
—

読
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

向
井 

今
は
腸
活
と
い
う
側
面
が
目
立
ち
ま
す
が
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
に

は
一
次
産
業
の
方
た
ち
の
思
い
や
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
が
す
ご
く

詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
原
料
乳
の
背
景
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
歴
史
に
も
目

を
向
け
る
と
非
常
に
面
白
い
の
で
、
ぜ
ひ
そ
う
い
う
面
も
見
て
い
た

だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。 

（
２
０
２
４
年
１
月
12
日
、
東
京
に
て
）
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座談会座談会  同志社と宇宙

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構 

研
究
開
発
部
門 

主
任
研
究
開
発
員

足あ

立だ
ち

寛ひ
ろ

和か
ず　

氏

同
志
社
大
学 

生
命
医
科
学
部 

教
授

渡わ
た

辺な
べ

公き
み

貴た
か　

同
志
社
大
学 

学
長
・
神
学
部 

教
授

小こ

原は
ら

克か
つ

博ひ
ろ　

かつて新島襄が「大学は智識の養成場なり、宇宙原理の講究所なり」（「私
立大学設立の旨意、京都府民に告ぐ」1888年）と語ったように、同志社に
とって「宇宙」はひとつのキーワードと言える。

2024年1月20日に渡辺公貴教授（大学生命医科学部）が開発に携わった
「SORA-Q」が月面着陸・撮影に成功したことは大きなニュースとなった
が、本座談会では小原克博教授（大学長、神学部）がモデレーターを務め、渡
辺教授の他、宇宙航空研究開発機構スタッフである足立寛和氏（大学大学院工
学研究科 2010年修了）を招き、「SORA-Q」をはじめとした最新の宇宙開発
事情や同志社での宇宙研究や教育活動に至るまで、それぞれの視点から今後の
展望を語り合った。

◆特◆集
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特
集

同
志
社
大
学
教
授
の
開
発
し
た
変
形
型
ロ
ボ
ッ
ト
が

日
本
初
の
月
面
探
査
ロ
ボ
ッ
ト
に

小
原
●
「
宇
宙
」
と
い
う
言
葉
は
明
治
初
期
に
ち
ょ
っ
と
し
た
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
っ
て
お
り
、
新
島
襄
も
こ
の
言
葉
を
比
較
的
頻
繁
に
使

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
二
つ
を
紹
介
し
ま
す
。
一
つ
は
１
８
８

９
年
に
彼
が
記
し
た
「
大
学
設
立
主
旨
」
の
一
節
、「
宇
宙
の
天
理

を
講
究
し
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
晩
年
の
新
島
は
大
学
の
理
想
像
を

「
深し

ん
ざ
ん
だ
い
た
く

山
大
沢
」と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
中
国
古
典
に
由
来
す
る
言
葉
で
、

龍
蛇
の
よ
う
な
傑
出
し
た
人
物
を
輩
出
す
る
大
学
を
新
島
は
作
ろ
う

と
し
て
い
た
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
大
き
な
文
脈

の
中
で
、
彼
は
宇
宙
に

も
言
及
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
１
８
８
８
年
に

発
表
し
た
「
私
立
大
学

設
立
の
旨
意
、
京
都
府

民
に
告
ぐ
」
の
中
の
、

「
大
学
は
智
識
の
養
成

場
な
り
、
宇
宙
原
理
の
講
究
所
な
り
」
で
す
。
新
島
は
大
学
を
そ
の

よ
う
に
定
義
し
ま
し
た
。
彼
は
留
学
中
、
特
に
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
で

最
先
端
の
地
質
学
や
天
文
学
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
日
本

で
も
、
宇
宙
や
地
球
を
理
解
す
る
た
め
の
自
然
科
学
を
発
展
さ
せ
た

い
と
い
う
願
い
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
現
代
の
学
校

法
人
同
志
社
に
い
る
我
々
は
、
こ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
れ
ば
い
い
の

か
。
こ
れ
が
本
日
の
座
談
会
の
、
一
番
の
テ
ー
マ
で
す
。
私
は
キ
リ

ス
ト
教
神
学
と
、
広
く
宗
教
研
究
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。
宗
教
は

今
で
こ
そ
心
の
問
題
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
長
い
人
類
史
を
振

り
返
る
と
、
ま
さ
に
夜
空
を
仰
ぎ
見
な
が
ら
、
人
間
と
宇
宙
に
は
ど

ん
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
き
た
分
野
で
も
あ
り
ま
す
。

私
自
身
、
子
ど
も
の
頃
に
は
ア
ポ
ロ
計
画
が
あ
り
、
大
阪
万
博
の
目

玉
の
一
つ
と
し
て
月
の
石
が
あ
り
、
い
よ
い
よ
宇
宙
の
時
代
が
来
た

と
心
を
か
き
立
て
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
日
本
の
ア
ニ
メ
の
黎
明
期

を
支
え
た
の
も
宇
宙
も
の
や
ロ
ボ
ッ
ト
も
の
で
し
た
。
私
は
い
わ
ゆ

る
フ
ァ
ー
ス
ト
ガ
ン
ダ
ム
世
代
で
す
が
、
ス
ペ
ー
ス
コ
ロ
ニ
ー
が
当

た
り
前
の
よ
う
な
宇
宙
時
代
の
物
語
に
は
好
奇
心
を
大
い
に
か
き
立

て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
研
究
を
通
じ
て
、
宇
宙
へ
の
関
心
も
深
め

て
き
ま
し
た
。
自
ら
の
思
い
出
も
振
り
返
り
な
が
ら
、
本
日
は
宇
宙

へ
の
関
わ
り
を
新
た
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
は
お
二
人
に
も
自

小原　克博 
同志社大学 学長・神学部 教授
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己
紹
介
を
お
願
い
し
、
現
在
の
取
り
組
み
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

ょ
う
。

渡
辺
●
私
は
２
０
２
０
年
４
月
、
同
志
社
大
学
生
命
医
科
学
部
に
着

任
し
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
は
時
計
メ
ー
カ
ー
、
海
外
有
名
玩
具
メ

ー
カ
ー
の
日
本
法
人
を
経
て
ト
ミ
ー
（
現
・
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
）
に
入

り
、
約
20
年
を
過
ご
し
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
か
ら
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構(

以
下
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ)

の
公
募
型
研
究
で
宇
宙
ロ
ボ
ッ
ト

の
開
発
に
も
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
６
年
か
ら
18
年
ま
で
は

同
志
社
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
講
師
を
務
め
、
学
生
に
何
か
を

伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て
同
志
社
大
学
に
転
職
し
た
次

第
で
す
。
そ
こ
か
ら
は
一
貫
し
て
超
小
型
の
変
形
月
面
ロ
ボ
ッ
ト
で

あ
る
Ｓソ

ラ

キ

ュ

ー

Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
な
ど
の
開
発
を
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ

は
今
年
１
月
20
日
、
小
型
月
着
陸
実
証
機(

Ｓス

リ

ム

Ｌ
Ｉ
Ｍ)
か
ら
着
陸

直
前
に
放
出
さ
れ
、
月
面
に
着
陸
し
て
撮
影
に
成
功
し
た
、
世
界
初

の
完
全
自
律
月
面
探
査
ロ
ボ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。
直
近
で
は
国
の

ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
２
０
５
０
年
に
月
面

で
活
躍
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
群
の
開
発
を
、
学
生
と
共
に
行
っ
て
い
ま
す
。

５
台
、
10
台
と
繋
が
っ
て
大
き
な
構
造
体
を
押
し
た
り
高
所
に
登
っ

た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
に
活
躍
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
群
で
す
。

足
立●

も
と
も
と
宇
宙
関
連
の
研
究
を
し
た
い
と
い
う
希
望
を
お

持
ち
だ
っ
た
の
で
す
か
。

渡
辺●

そ
れ
は
全
然

な
か
っ
た
で
す
。
２
０

０
２
年
、
タ
カ
ラ
ト
ミ

ー
が
全
世
界
一
斉
に
発

売
し
て
大
ヒ
ッ
ト
し
た

ペ
ッ
ト
ロ
ボ
ッ
ト
を
、

私
の
チ
ー
ム
が
商
品
開

発
し
た
こ
と
が
始
ま
り

で
し
た
。
ギ
ネ
ス
ブ
ッ

ク
に
「
世
界
最
小
の
ペ

ッ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
シ
リ
ー
ズ
化
す
る
こ
と
に

な
り
、
次
はi-SO

BO
T

と
い
う
世
界
最
小
の
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ

ト
を
開
発
、
２
０
０
７
年
に
発
売
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
２
０
０
８
年

に
「
今
年
の
ロ
ボ
ッ
ト
」
で
経
済
産
業
大
臣
賞
を
い
た
だ
き
、
２
、

３
年
後
に
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
科
学
研
究
所
の
先
生
か
ら
共
同
研
究
の
お

誘
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
は
お
話
だ
け
で
終
わ
り
ま
し
た
が
、

会
社
で
さ
ら
に
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
進
め
た
も
の
の
、
や
は
り
行
き
詰

ま
る
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
社
内
だ
け
で
な
く
、
他
の
技
術
を
持
つ
と

こ
ろ
と
一
緒
に
何
か
で
き
な
い
か
と
検
討
し
た
一
つ
が
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で

世界最小・最軽量の月面探査ロボット「SORA-Q」
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特
集

し
た
。
そ
の
と
き
に
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
昆
虫
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
共
同
開
発
パ

ー
ト
ナ
ー
の
公
募
を
見
つ
け
、
今
ま
で
の
実
績
が
認
め
ら
れ
て
共
同

研
究
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

小
原●
そ
の
と
き
は
、
ま
だ
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
の
形
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
か
。

渡
辺●

当
初
は
昆
虫
型
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
っ
た
だ
け
で
す
。

最
終
公
募
か
ら
研
究
テ
ー
マ
に
落
と
し
込
ま
れ
た
と
き
に
は
、
小
型

ロ
ボ
ッ
ト
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
は
ウ
ミ

ガ
メ
を
模
し
た
も
の
な
の
で
、
生
物
型
で
す
ね
。
生
命
医
科
学
部
で

な
ぜ
宇
宙
な
の
か
と
よ

く
聞
か
れ
ま
す
が
、
私

の
入
っ
た
研
究
室
は
、

偶
然
に
も
以
前
か
ら
生

物
模
倣
を
扱
っ
て
い
た

ん
で
す
。

小
原●

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が

渡
辺
先
生
に
求
め
た
の

は
、
月
面
、
特
に
傾
斜

地
で
も
動
け
る
よ
う
な

小
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発

だ
っ
た
の
で
す
か
。

渡
辺●

広
域
探
査
、
つ
ま
り
月
と
限
ら
ず
火
星
な
ど
人
類
未
到
の

地
で
動
く
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
実
は
昨
年
４
月
、
民
間
月
面
探
査
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
着
陸
機
が
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
を
搭
載
し
て
月
面
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
た
の
で
す
が
、
着
陸
機
が
月
面
上
空
で
失
速
し
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
今
回
の
撮
影
成
功
は
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
こ
れ
だ
け
で
終
わ
り
た
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
学
生
に
志
を
持
っ
て
何
か
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
の

が
大
学
着
任
時
の
私
の
思
い
で
し
た
。
日
々
を
た
だ
楽
し
く
過
ご
す

よ
り
も
、
将
来
が
楽
し
く
な
る
た
め
の
学
び
に
こ
そ
真
の
楽
し
さ
が

あ
る
こ
と
を
、
学
生
に
は
伝
え
た
い
。
特
に
今
回
は
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ

の
撮
っ
た
月
面
写
真
が
、「
同
志
社
大
学
」
と
い
う
ク
レ
ジ
ッ
ト
入

り
で
全
国
紙
の
一
面
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ａ-

Ｑ
を
さ
ら
に
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
改
良
方
法

の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
も
っ
と
月
で
活
躍
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
の

研
究
も
進
め
た
い
で
す
ね
。
た
だ
私
の
研
究
生
活
に
も
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
は
何
ら
か
の
形
で
同
志
社
大
学
で
継
続
し
て
い
け

る
よ
う
、
学
生
と
共
に
私
も
育
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

SORA-Qが撮影した月面画像
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Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
再
使
用
ロ
ケ
ッ
ト
を
研
究

小
原●
足
立
さ
ん
か
ら
も
現
在
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

足
立
●
私
も
ア
ニ
メ
な
ど
に
影
響
を
受
け
て
宇
宙
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
が
、
同
志
社
大
学
で
は
次
に
好
き
だ
っ
た
車
を
メ

イ
ン
と
し
て
大
学
院
ま
で
研
究
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
は
最
初
の

３
年
間
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
や
打
上
げ
な
ど
の
運
用
を
行
う
宇
宙
輸

送
部
門
に
所
属
し
、
種
子
島
で
Ｈ
Ⅰ
Ａ
、
Ｈ
Ⅱ
Ｂ
の
２
号
機
な
ど
計

８
機
ほ
ど
の
打
ち
上
げ
に
携
わ
り
ま
し
た
。
宇
宙
と
は
全
然
違
う
自

動
車
業
界
か
ら
入
り
ま
し
た
の
で
、
車
の
常
識
が
宇
宙
で
は
イ
レ
ギ

ュ
ラ
ー
で
あ
る
な
ど
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
な
が
ら
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
研
究
開
発
部
門
に
所
属
し
、
１
段

再
使
用
飛
行
実
験
（C

カ

リ

ス

ト

A
LLISTO

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
構
造
や

熱
防
護
を
メ
イ
ン
と
し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。
従
来
は
使
い
捨
て
だ

っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
再
使
用
化
を
目
指
す
研
究
で
す
。
ロ
ケ
ッ
ト
を
宇

宙
へ
送
る
際
、
安
全
性
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
一
番
大
き
な
ハ

ー
ド
ル
は
コ
ス
ト
で
す
。
こ
の
改
善
方
法
の
一
つ
と
し
て
も
再
使
用

は
有
効
な
の
で
、
各
国
が
研
究
中
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
宇
宙
関
連

企
業
の
ス
ペ
ー
ス
Ｘ
社
が
世
界
に
先
駆
け
て
成
功
し
て
お
り
、
現
在

で
は
２
段
式
ロ
ケ
ッ
ト
の
う
ち
の
半
分
の
１
段
を
再
使
用
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
人
が
地
球
外
に
出
て
い
く
の
が
当
た
り
前
に
な
る
時
代

が
来
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
日
本
と
し
て
も
当
然
そ
う
い
う
技
術
開

発
は
必
須
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
研
究
開
発

（C
A

LLISTO

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ

の
３
カ
国
共
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

小
原●

具
体
的
な
飛
行
計
画
は
あ
る
の
で
す
か
。

足
立●

あ
く
ま
で
も
実
験
用
な
の
で
、
我
々
が
宇
宙
と
呼
ん
で
い

る
高
度
１
０
０
㎞
以
上
に
は
到
達
し
な
い
機
体
で
す
。
で
は
何
の
た

め
に
や
る
の
か
と
い
う
と
、
１
０
０
㎞
よ
り
上
に
物
を
送
る
技
術
は
、

Ｈ-

Ⅱ
Ａ
を
は
じ
め
と
し
て
日
本
も
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
戻
っ

て
く
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
は
や
ぶ
さ
な
ど
を
通
じ
て
技
術
は
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
も
う
１
回
使
う
た
め
の
技
術
を
日
本
で
確
立

す
る
た
め
で
す
。
再
使
用
に
お
い
て
は
、
従
来
で
は
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
課
題
も
既
に
あ
ぶ
り
出
さ
れ
て
お
り
、
今
は
そ
れ
ら
を
一
つ

ず
つ
研
究
開
発
し
な
が
ら
潰
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
原●

足
立
さ
ん
が
研
究
し
て
お
ら
れ
る
熱
防
護
に
つ
い
て
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

足
立●
地
表
近
く
の
低
い
軌
道
を
人
工
衛
星
が
回
る
速
さ
、
つ
ま

り
第
１
宇
宙
速
度
は
約
８
㎞
／
秒
。
そ
う
い
う
速
度
の
も
の
が
大
気
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と
ぶ
つ
か
る
と
、
断
熱
圧
縮
が
起
こ
り
、
非
常
に
高
温
に
な
り
ま
す
。

流
れ
星
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
そ
の
状
態
で
、
人
が
乗
っ
て
も
快
適
に

降
り
て
こ
ら
れ
る
よ
う
に
熱
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
が
熱

防
護
で
す
。
そ
の
関
係
も
あ
り
、
Ｍ
Ｍ
Ｘ
の
サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン
カ

プ
セ
ル
な
ど
に
も
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｍ
Ｘ
と
は

日
本
を
中
心
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
を
含
め
て
各
国
機

関
が
協
力
し
て
行
な
っ
て
い
る
火
星
衛
星
探
査
計
画
で
す
。
火
星
に

あ
る
フ
ォ
ボ
ス
と
い
う
衛
星
に
着
陸
し
て
土
壌
採
取
、
軌
道
か
ら
火

星
観
測
な
ど
も
行
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。

渡
辺●

サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン
の
カ
プ
セ
ル
は
す
ご
い
技
術
で
す
よ
。

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
相
模
原
展
示
場
で
は
、
は
や
ぶ
さ
の
カ
プ
セ
ル
だ
け
は

撮
影
禁
止
で
す
。
ノ
ウ
ハ
ウ
の
塊
だ
か
ら
と
い
う
の
が
理
由
で
し
た
。

そ
の
大
変
な
技
術
の
内
容
を
、
可
能
な
範
囲
で
お
聞
き
し
た
い
で
す
。

足
立●

一
般
的
カ
プ
セ
ル
の
話
に
は
な
り
ま
す
が
、
断
熱
圧
縮
が

起
こ
る
と
、
最
も
熱
く
な
る
領
域
だ
と
１
万
℃
以
上
な
ど
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
か
ら
熱
を
受
け
て
、
カ
プ
セ
ル
の
表
面
は
数
千
℃
と
い
う

温
度
帯
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
内
部
は
、
人
が
乗
る
こ
と
を
考
え
る

な
ら
20
℃
台
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
炭
素
繊
維
な
ど
を
使
用
し
、
た
か

だ
か
数
十
㎜
の
厚
み
で
熱
を
遮
断
す
る
技
術
な
の
で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の

塊
な
の
で
す
。

Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
と
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
の
成
功
が
果
た
し
た
役
割

小
原●

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
人
文
系
の
研
究
者
で
す

か
ら
、
技
術
的
に
は
宇
宙
に
何
も
貢
献
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
宇
宙
へ

の
関
心
を
も
う
少
し
具
体
化
し
て
、
宇
宙
を
テ
ー
マ
に
現
代
の
課
題

解
決
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
テ
ー
マ
に
本
格
的
に
取

り
組
み
始
め
た
の
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
研
究
が
発
端
で
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

で
地
球
上
の
問
題
を
考
え
る
と
き
、
宇
宙
と
い
う
視
点
を
入
れ
る
と

見
方
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
す
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
も
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
宇
宙
研
究
で
得
ら
れ

た
成
果
や
技
術
が
地
球
上
に
も
応
用
で
き
る
と
い
う
、
相
互
関
係
が

あ
る
わ
け
で
す
。
も
う
一
つ
、
ま
さ
に
今
回
の
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
の
目
的
の

一
つ
で
も
あ
り
ま
す
が
、
月
面
の
組
成
を
調
べ
る
こ
と
が
結
果
的
に

地
球
の
起
源
を
調
べ
る
こ
と
に
も
な
る
こ
と
に
、
大
変
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
私
は
良
心
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
も
務
め
て
お

り
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
渡
辺
先
生
を
含
め
、
多
様
な
自
然
系
の
先
生

方
に
も
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
人
文
社
会
系
や
自
然
科
学

の
英
知
を
結
集
し
て
、
現
代
の
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
我
々
は
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
目
の
前
の
画
面
ば
か
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り
を
見
る
よ
う
に
な
り
、
空
を
見
上
げ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
昔

の
人
た
ち
と
比
べ
て
世
界
観
が
非
常
に
貧
困
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。
貧
困
に
な
っ
た
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
を
も
っ
と
豊
か
な
も
の
に
し

て
、
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
回
復
の
中
で
人
間
の
あ
り
方
も
再
発
見
し
て

い
け
れ
ば
、
宇
宙
へ
の
視
線
が
我
々
の
生
き
方
に
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
気
づ
き
始
め
た
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら

人
文
社
会
系
の
立
場
か
ら
で
も
宇
宙
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と

に
は
非
常
に
大
き
な
有
用
性
が
あ
る
と
思
い
、
こ
の
２
年
ほ
ど
、
積

極
的
に
宇
宙
の
最
先
端
の
研
究
を
多
く
の
方
と
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
、

新
し
い
学
問
領
域
を
探
求
し
て
い
ま
す
。
さ
て
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
が
無
事
に

着
陸
し
て
、
日
本
は
月
面
着
陸
を
成
功
さ
せ
た
世
界
で
５
番
目
の
国

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
直
径
80
㎜
の
球
体
で
あ
る
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ

が
月
面
で
活
躍
し
て
今
も
そ
こ
に
い
る
こ
と
は
、
夢
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
１
月
25
日
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
、
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
、
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー

プ
、
同
志
社
大
学
の
４
者
が
共
同
発
表
を
し
た
際
、
渡
辺
先
生
も
コ

メ
ン
ト
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
渡
辺
先
生
が
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
を
「
小
さ
な
一
粒
」
と
表
現
さ
れ
た
こ
と
が
非
常
に
印
象
的
で
し

た
。
聖
書
の
「
一
粒
の
麦
は
、
地
に
落
ち
て
死
な
な
け
れ
ば
、
一
粒

の
ま
ま
で
あ
る
。
だ
が
、
死
ね
ば
、
多
く
の
実
を
結
ぶ
」（
ヨ
ハ
ネ

に
よ
る
福
音
書
12
章
24
節
）
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
こ
と
を
、
後
で

知
り
ま
し
た
。こ
の「
小

さ
な
一
粒
」
は
、
今
後

の
宇
宙
開
発
に
ど
ん
な

影
響
を
与
え
て
い
く
で

し
ょ
う
か
。

渡
辺●

こ
の
２
５
０

ｇ
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
月
面

で
動
け
て
着
陸
船
な
ど

を
撮
影
で
き
る
こ
と
が

分
か
っ
た
の
で
、
今
後
は
月
と
言
わ
ず
、
火
星
の
衛
星
フ
ォ
ボ
ス
な

ど
で
も
活
用
し
て
も
ら
え
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
や
は
り

Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
は
、
宇
宙
機
器
と
し
て
は
圧
倒
的
に
コ
ス
ト
が
安
い
。

ま
だ
ま
だ
安
く
で
き
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
一
部
に
は
高
い
部
品

を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
中
身
は
ほ
ぼ
民
生
品
、
ま
た
は
大
学
生
で
も

作
れ
る
よ
う
な
部
品
で
す
。
今
ま
で
の
宇
宙
機
と
は
違
う
レ
ベ
ル
で
、

手
軽
に
ロ
ケ
ッ
ト
に
積
め
る
よ
う
な
将
来
が
来
る
の
で
は
と
期
待
し

ま
す
。
ま
た
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
玩
具

メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
目
的
は
、
お
子
さ
ん
た
ち
に
、
科
学
技
術
へ
の

気
づ
き
を
少
し
で
も
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
ひ
い
て
は
そ
う
い

う
お
子
さ
ん
が
中
学
校
、
高
校
で
も
科
学
技
術
に
興
味
を
持
ち
、
日

渡辺　公貴 
同志社大学 生命医科学部 教授
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本
中
の
大
学
で
本
格
的
に
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

そ
う
い
う
思
い
を
持
ち
な
が
ら
、
現
在
は
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

小
原●
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
２
０
５
０
年
に

は
人
類
が
新
た
な
居
住
圏
を
開
拓
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
は
２
０
２
５
年
以
降
に
有
人
月
面
着
陸
を
行
う
ア
ル
テ
ミ

ス
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
ね
。
月
に
人
間
が
降
り
立
つ
の
は
ア
ポ
ロ

計
画
以
来
で
す
。
た
だ
月
に
到
着
す
る
ま
で
、
そ
し
て
到
着
後
も
多

く
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
ロ
ボ
ッ
ト
に
先
に
行
っ
て
も
ら

っ
た
方
が
い
い
の
で
は
と
、
私
は
思
う
の
で
す
が
。

渡
辺●

政
府
資
料
で
は
、
２
０
５
０
年
に
１
０
０
人
ほ
ど
月
に
居

住
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
な
ど
他
国
の

発
表
で
は
、
１
０
０
０
人
か
ら
１
万
人
ぐ
ら
い
と
い
う
数
字
が
あ
り

ま
し
た
。
た
だ
月
へ
行
く
コ
ス
ト
を
よ
ほ
ど
下
げ
な
い
と
、
そ
れ
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
月
へ
の
輸
送
費
を
概
算
す
る
と
、
１
人
あ
た

り
１
５
０
億
か
ら
２
０
０
億
円
。
１
０
０
人
と
な
る
と
す
ご
い
金
額

で
す
。
そ
の
金
額
を
、
誰
が
何
の
た
め
に
出
す
の
か
。
過
去
50
年
を

見
て
も
、
実
は
ロ
ケ
ッ
ト
は
そ
れ
ほ
ど
発
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
安
い

と
言
わ
れ
る
ス
ペ
ー
ス
Ｘ
は
古
い
タ
イ
プ
の
エ
ン
ジ
ン
を
使
っ
て
お

り
、
画
期
的
な
推
進
方
法
に
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
を
考

え
る
と
月
へ
人
を
連
れ
て
い
く
に
は
危
険
が
あ
る
し
、
コ
ス
ト
の
問

題
に
も
ど
こ
か
で
ぶ
つ
か
り
ま
す
。
や
は
り
ロ
ボ
ッ
ト
優
先
で
作
っ

て
い
く
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
の
割
に
は
、
日
本
で
宇
宙
関
連
の

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
行
っ
て
い
る
会
社
は
少
な
い
。
日
本
で
は
唯
一
Ｇ

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｉ
と
い
う
会
社
が
、
月
面
で
動
く
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
っ
て
い
ま

す
。
社
長
さ
ん
は
同
志
社
大
学
法
学
部
出
身
で
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
か
ら
非

常
に
多
額
の
資
金
を
獲
得
す
る
な
ど
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
着
陸
船
や
ロ
ケ
ッ
ト
も
重
要
で
す
が
、
そ
の
先
に
月
面
で
活
動
す

る
た
め
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
が
重
要
で
す
。
重
機
な
ど
は
日
本
の
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
や
建
築
機
械
メ
ー
カ
ー
が
研
究
し
て
い
ま
す
が
、
実
用

レ
ベ
ル
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
は
官
需
だ
け
し
か
な
い
事
業
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

宇
宙
関
連
教
育
を
通
じ
て
文
理
融
合
思
考
を
育
て

広
い
視
野
で
課
題
解
決
で
き
る
人
材
の
育
成
を

小
原●

今
回
は
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
だ
け
で
な
く
、
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
の
成
功

も
世
界
中
の
人
々
に
夢
を
与
え
ま
し
た
。
渡
辺
先
生
の
ご
経
歴
か
ら

も
、
一
つ
の
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
好
奇
心
を
開
発
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
分
野
で
世
界
を
担
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え
る
人
材
が
日
本
か
ら
も
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、

宇
宙
の
研
究
開
発
と
教
育
と
の
関
係
、
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

渡
辺●
小
学
生
の
お
子
さ
ん
は
ア
ニ
メ
に
登
場
す
る
よ
う
な
す
ご

い
動
き
を
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
見
て
い
ま
す
の
で
、
現
実
の
ロ
ボ
ッ
ト

に
は
あ
ま
り
興
味
を
持
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
後
６
年
生
か
ら
中
学
生
に

な
る
と
、
徐
々
に
実
態
に
近
い
も
の
に
惹
か
れ
て
い
き
ま
す
。
と
こ

ろ
が
今
回
の
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-
Ｑ
に
関
し
て
は
、
大
人
は
も
ち
ろ
ん
、
お

子
さ
ん
た
ち
の
反
応
が
非
常
に
良
か
っ
た
。
や
は
り
宇
宙
へ
の
憧
れ

は
皆
が
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
一
方
で
、
日
本
で
は
宇
宙
分
野
の
人

材
が
非
常
に
不
足
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
日
本
の
産
業
育
成

の
た
め
に
も
、
小
さ
な
年
齢
か
ら
宇
宙
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
多

様
な
科
学
技
術
に
触
れ
て
も
ら
う
取
り
組
み
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
。

小
原●

「
宇
宙
」
は
今
後
の
教
育
に
と
っ
て
非
常
に
大
事
な
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
も
ち
ろ
ん
、
民
間
の
努

力
も
大
き
く
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
学
校
法
人
同
志
社
で
も
有

志
の
先
生
方
が
中
心
に
な
っ
て
宇
宙
教
育
研
究
会
を
開
催
し
、
渡
辺

先
生
や
宇
宙
関
連
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
々
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
て
、
中
高
の
生
徒
た
ち
に
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
各

学
齢
で
学
べ
る
も
の
、
受
け
取
れ
る
も
の
は
多
い
の
で
、
小
学
生
時

代
か
ら
宇
宙
に
触
れ
る
よ
う
な
教
育
が
で
き
れ
ば
面
白
い
で
す
ね
。

未
知
な
る
世
界
に
触
れ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
駆
り
立
て
て
く
れ
る
の

が
宇
宙
で
す
。
し
か
し
日
本
の
場
合
、
高
校
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
進

路
が
文
系
、
理
系
に
分
か
れ
が
ち
で
す
。
そ
し
て
い
っ
た
ん
文
系
に

進
む
と
、
理
系
の
内
容
が
全
然
分
か
ら
な
い
。
そ
の
逆
も
あ
り
が
ち

で
す
が
、
そ
れ
は
日
本
の
未
来
に
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
現
代
は
、

人
文
社
会
系
の
知
見
と
理
系
の
知
見
と
を
総
動
員
し
な
い
と
問
題
解

決
で
き
な
い
時
代
で
す
。
専
門
知
識
を
深
め
な
が
ら
も
複
雑
な
諸
課

題
を
俯
瞰
で
き
る
力
を
養
う
た
め
、
単
純
に
文
理
に
は
分
か
れ
な
い

共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
む
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

足
立●

そ
う
い
う
意
味
で
も
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
は
、
非
常
に
良
い
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。
渡
辺
先
生
も
お
っ
し
ゃ

っ
た
よ
う
に
、
学
生
で
も
作
れ
て
し
ま
う
の
は
す
ご
く
大
き
い
。
ロ

ケ
ッ
ト
を
学
生
だ
け
で
作
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ

な
ら
、
例
え
ば
本
物
そ
っ
く
り
に
実
際
の
回
路
を
作
る
と
こ
ろ
ま
で

学
生
が
や
っ
て
み
て
も
い
い
し
、
回
路
は
パ
ッ
キ
ン
グ
し
て
小
学
生

で
も
作
れ
る
レ
ベ
ル
の
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
を
準
備
す
る
こ
と
も
で
き
る

で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
機
会
に
触
れ
ら
れ
れ
ば
、
文
系
や
中
学
生
で

も
組
み
立
て
ら
れ
る
レ
ベ
ル
の
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
が
可
能
だ
と
思
い
ま
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特
集

す
。
そ
こ
で
一
つ
の

垣
根
は
越
え
ら
れ
る

の
で
は
。
専
門
外
で

あ
っ
て
も
、
自
分
の

持
つ
知
識
が
他
の
分

野
に
も
ど
こ
ま
で
役

立
つ
の
か
、
私
な
ら

こ
う
す
る
の
に
と
い

う
発
想
力
や
視
点
を

持
つ
意
義
は
大
き
い
で
す
。
そ
う
い
う
視
点
を
育
む
た
め
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
も
水
と
空
気
の
力

で
飛
ば
す
水
ロ
ケ
ッ
ト
の
指
導
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
れ
も

一
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。
こ
れ
ら
を
う
ま
く
教
育
と
し
て

取
り
込
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
私
自
身
、
車

の
研
究
室
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
入
り
ま
し
た
。
異
な
る
分
野
や
産
業
の

壁
は
、
案
外
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
に
し
て
も
、

あ
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
の
技
術
は
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
さ
ん
た
ち
の
技

術
が
宇
宙
に
通
用
す
る
好
例
で
す
。
逆
に
、
宇
宙
の
た
め
に
作
っ
た

技
術
が
一
般
業
界
に
ス
ピ
ン
オ
フ
で
き
る
例
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
最

初
か
ら
自
分
で
線
を
引
く
の
で
は
な
く
、
宇
宙
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
に
触
れ
る
機
会
を
教
育
で
与
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

小
原●

「
壁
」
は
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
ね
。
我
々
の
社
会
生

活
に
は
い
ろ
い
ろ
な
壁
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
越
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
初
め
て
新
し
い
事
が
で
き
る
。
人
と
の
出
会
い
や
好
奇
心
が
壁

を
越
え
さ
せ
て
く
れ
、
未
知
な
る
領
域
へ
と
進
ま
せ
て
く
れ
る
。
ま

っ
た
く
同
じ
事
が
新
島
襄
に
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
鎖
国

と
い
う
壁
が
あ
っ
た
時
代
に
、
彼
は
そ
れ
を
越
え
て
未
知
な
る
世
界

に
向
か
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
い
う
冒
険
心
み
た
い
な
も
の
を
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
今
回
の
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
の
成
功
は
夢
見
る
こ
と
の

大
切
さ
や
冒
険
的
な
挑
戦
の
楽
し
さ
を
、
端
的
に
伝
え
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
楽
し
さ
を
宇
宙
と
絡
め
て
同
志
社
教
育
に
取
り
込

ん
で
い
け
れ
ば
、
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
の
播
い
た
一
粒
の
種
は
、
と
て
も

大
き
な
実
り
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
２
４
年
2
月
2
日
、
今
出
川
校
地
に
て
）

足立　寛和 氏
宇宙航空研究開発機構 研究開発部門  
主任研究開発員
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分
岐
点
は
Ⅰ
期
と
Ⅱ
期
を
分
け
る
一
八
六
四
年
で
あ
る
。
新
島
の

生
涯
中
、
最
大
の
ス
リ
リ
ン
グ
な
冒
険
の
年
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も

上
海
で
の
出
来
事
は
彼
の
人
生
を
前
後
半
に
分
け
る
メ
ル
ク
マ
ー
ク

と
な
っ
た
。

密
航
を
助
け
た
三
人
の
船
長　

一
八
六
四
年
、
新
島
は
三
隻
の
船
を
乗
り
継
い
で
密
出
国
に
及
ぶ
。

品
川
か
ら
函
館
ま
で
は
安
中
藩
の
兄
弟
藩
、
備

び
っ
ち
ゅ
う中

松
山
藩
（
現
岡
山

県
高た

か
梁は

し
市
）
所
有
の
快
風
丸
、
つ
い
で
函
館
か
ら
上
海
ま
で
は
長
崎

の
貿
易
会
社
の
ベ
ル
リ
ン
号
（
船
籍
は
プ
ロ
イ
セ
ン
）、
最
後
は
上

海
か
ら
ボ
ス
ト
ン
に
戻
る
ハ
ー
デ
ィ
ー
商
会
の
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ

ァ
ー
号
で
あ
る
。

快
風
丸
の
船
長
は
不
詳
で
あ
る
が
、
新
島
は
加
納
格
太
郎
と
特
定

す
る
（『
新
島
襄
全
集
』
一
〇
、
一
六
頁
。
以
下
、
⑩
一
六
）。
同
船

が
品
川
か
ら
高
梁
川
河
口
の
玉
島
港
（
現
倉
敷
市
）
ま
で
回
送
さ
れ

た
際
、
新
島
は
航
海
技
術
を
買
わ
れ
て
乗
込
ん
だ
。

こ
の
時
、
懇
意
に
な
っ
た
の
が
備
中
高
梁
藩
士
の
加
納
で
あ
る
。

そ
の
後
、
同
船
が
品
川
か
ら
函
館
経
由
で
サ
ハ
リ
ン
へ
行
く
こ
と
を

新
島
に
告
げ
、
案
に
乗
船
を
勧
め
た
の
も
加
納
で
あ
る
（
⑩
三
九
～

四
〇
）。
加
納
は
た
と
え
船
長
で
な
く
と
も
航
海
上
、
重
責
を
担
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。編
集
委
員
会
編『
現
代
語
で
読
む
新
島
襄
』（
二

九
三
頁
、
丸
善
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
収
録
し
た
略
歴
（
本
井
稿
）
を

転
載
す
る
。

「
加
納
格
太
郎
（
一
八
三
四
？
～
一
九
〇
七
）
備
中
松
山
藩
士
。

同
藩
で
中
小
姓
を
務
め
、
江
戸
詰
め
で
は
御
供
番
句
読
師
兼
帯
、
銀

四
十
七
年
の
分
岐
点

四
十
七
年
に
わ
た
る
新
島
襄
の
生
涯
（
永
眠
は
四
十
六
歳
）
は
、

内
容
的
に
三
分
割
で
き
る
。

Ⅰ
（
一
八
四
三
～
六
四
）
の
二
十
一
年
間
。
Ⅱ
（
一
八
六
四
～
七

四
）
の
十
年
間
。
Ⅲ
（
一
八
七
五
～
九
〇
）
の
十
六
年
間
で
あ
る
。

各
期
で
名
前
や
身
分
、
生
活
圏
が
ま
っ
た
く
異
な
る
。

Ⅰ
期
は
、
サ
ム
ラ
イ
の
子
と
し
て
江
戸
で
誕
生
し
て
か
ら
函
館
か

ら
の
密
航
ま
で
の
期
間
で
、
名
前
は
幼
名
の
七し

め

た

五
三
太
が
敬
幹
と
い

う
諱い

み
な（

成
人
名
）
に
変
わ
る
。
Ⅱ
期
は
、
一
年
余
の
移
動
期
間
（
船

上
生
活
）
を
含
め
て
、
主
と
し
て
欧
米
時
代
。
身
分
は
留
学
生
で
、

こ
の
間
サ
ム
ラ
イ
か
ら
信
徒
へ
と
変
身
。
名
前
も
当
初
はJoe

（
ジ

ョ
ー
）、
ア
メ
リ
カ
上
陸
後
はJoseph

（
ジ
ョ
ゼ
フ
）
と
改
称
。
Ⅲ

期
は
、
帰
国
か
ら
永
眠
ま
で
で
、
襄
と
名
乗
っ
た
。
身
分
は
牧
師
、

宣
教
師
で
、
同
志
社
校
長
と
同
志
社
教
会
の
牧
師
を
兼
務
し
た
。

特
別
寄
稿

Ｊ
ｏ
ｅ 

誕
生
１
６
０
年

～
同
志
社
の
源
流
・
上
海
～

元
大
学
神
学
部
教
授　

本も
と

井い　
康や

す
博ひ

ろ
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特別寄稿

三
枚
二
人
扶ふ

ち持
で
あ
っ
た
。
快
風
丸
で
新
島
襄
と
玉
島
航
海
を
共
に

し
た
翌
年
、
同
船
が
箱
館
へ
航
海
す
る
こ
と
を
新
島
に
教
え
た
。

新
島
は
帰
国
後
、
高
梁
に
加
納
を
訪
ね
、
汁
粉
を
振
る
舞
わ
れ
た
。

昔
、
箱
館
行
き
の
お
り
、
加
納
が
送
別
の
た
め
に
新
島
を
料
理
屋
に

誘
っ
た
と
こ
ろ
、
新
島
が
『
酒
は
い
や
。
汁
粉
を
く
れ
』
と
言
っ
た

こ
と
を
加
納
は
覚
え
て
お
り
、『
別
れ
の
時
が
汁
粉
な
ら
、
会
う
時

も
汁
粉
』
と
な
っ
た
。〔
後
略
〕」。

参
考
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
人
船
長
ふ
た
り
の
略
歴
（
本
井
稿
）
も
同

書
（
二
八
五
頁
、
二
八
二
頁
）
か
ら
転
載
す
る
。

「
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー　

W
.T.Savory

（
一
八
二
七
～
一
八
九
七
）　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
セ
イ
ラ
ム
出
身
の
船
長
。
ベ
ル
リ
ン
号
で
新

島
襄
を
箱
館
か
ら
上
海
ま
で
運
ん
だ
。
新
島
は
船
長
の
信
仰
を
疑
問

視
す
る
が
、
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
自
身
は
セ
イ
ラ
ム
の
第
一
教
会
（
会
衆

派
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
）
の
会
員
で
あ
る
。
晩
年
は
セ
イ
ラ
ム
で
実
業
に

従
事
し
た
が
、
健
康
を
損
ね
た
た
め
に
フ
ロ
リ
ダ
に
転
出
し
、
デ
ラ

ン
ド
で
死
去
し
た
」。

「
テ
イ
ラ
ー　

H
.S.Taylor

（
一
八
二
九
～
一
八
六
九
）　
ワ
イ
ル

ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
の
船
長
で
、
新
島
襄
を
上
海
か
ら
ボ
ス
ト
ン
ま

で
乗
せ
た
。
新
島
（Joe

）
の
名
づ
け
親
。
帰
米
の
折
は
留
学
生
の
新

島
を
チ
ャ
タ
ム
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
コ
ッ
ド
岬
）
の
生
家
に
招
き
、

家
族
同
様
に
持
て
成
し
た
。
新
島
の
留
学
中
に
ボ
ス
ト
ン
港
で
事
故

死
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
新
島
は
、
彼
の
親
戚
に
入
信
を
勧
め
る
熱

烈
な
手
紙
を
書
き
送
っ
た
」。

七
五
三
太
か
らJoe

へ

三
人
の
船
長
中
、
最
も
注
目
す
べ
き
は
テ
イ
ラ
ー
で
、「
私
を
ま

る
で
自
分
の
兄
弟
の
ひ
と
り
の
よ
う
に
扱
っ
て
く
れ
た
」
と
新
島
は

感
謝
す
る
（
⑩
四
八
）。
年
齢
（
十
四
歳
上
）
や
関
り
か
ら
も
「
ア

メ
リ
カ
の
兄
」
で
あ
っ
た
。
上
海
で
の
初
対
面
の
お
り
、
新
島
を
日

本
名
で
呼
べ
ずJoe

と
呼
び
替
え
た
（
⑩
四
七
）。
な
ぜ
ジ
ョ
ー
か
。

出
身
地
の
コ
ッ
ド
岬
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
名
前
で
あ
る
。
た
だ
し

「
品
の
な
い
愛
称
」と
か
。
八
重
も
ま
た「
大
変
侮
蔑
の
意
味
だ
っ
た
」

と
伝
え
る
（
拙
著
『
ビ
ー
コ
ン
ヒ
ル
の
小こ

み
ち径

～
新
島
襄
を
語
る
（
八
）

～
』一
一
〇
頁
）。
逆
に
聖
書
的
な
解
釈
説
も
あ
る
。
ジ
ョ
ー
は『
旧

約
聖
書
』
の
「
創
世
記
」
に
登
場
す
る
ジ
ョ
ゼ
フ
（
ヨ
セ
フ
）
の
愛

称
で
あ
る
。
こ
の
ヨ
セ
フ
の
身
上
に
新
島
を
重
ね
て
命
名
し
た
の
で

あ
れ
ば
、
テ
イ
ラ
ー
の
予
知
能
力
は
驚
嘆
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
か
。

ヨ
セ
フ
は
、
兄
弟
に
よ
っ
て

エ
ジ
プ
ト
に
売
ら
れ
た
が
、
さ

い
わ
い
に
も
パ
ロ
（
古
代
エ
ジ

プ
ト
王
）
の
愛
顧
を
受
け
、
奴

隷
か
ら
宰
相
（
首
相
）
に
ま
で

昇
り
つ
め
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

人
々
を
大
飢
饉
か
ら
救
っ
て
感

謝
さ
れ
た
。
テ
イ
ラ
ー
は
、
祖

国
を
棄
て
異
国
に
向
か
う
日
本

人
青
年
に
ど
こ
か
ヨ
セ
フ
的
な

生
き
方
や
心
情
を
見
抜
い
た
の

①快風丸（同志社エンタープライズ提供）
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生
涯
の
運
命
を
決
め
た
上
海

こ
う
し
て
見
る
と
、
襄
の
誕
生
は
遡

さ
か
の
ぼれ

ば
一
八
六
四
年
の
上
海
で

あ
る
。
一
八
四
三
年
に
神
田
で
生
ま
れ
た
七
五
三
太
は
、
二
十
一
歳

で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
も
同
然
で
あ
る
。
新
島
民た

み
じ治

は
安
中
藩
庁
に

「
息
子
は
箱
館
沖
で
測
量
中
に
難
破
に
遭
遇
し
て
行
方
不
明
」
と
届

出
た
。
戸
籍
的
に
は
死
者
扱
い
で
あ
る
が
、
現
実
的
に
は
息
子
は
上

海
で
ジ
ョ
ー
に
再
生
し
て
い
た
。

七
五
三
太
と
ジ
ョ
ー
で
は
、
別
人
ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
。
名
前
や

身
分
の
点
で
上
海
が
新
島
の
生
涯
に
と
っ
て
分
岐
点
に
な
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
Ⅰ
期
で
身
に
つ
い
た
誇
り
高
き
サ
ム
ラ
イ
意
識
は
、
函
館

を
出
る
時
も
抜
け
な
か
っ
た
。
ち
ょ
ん
髷ま

げ
を
お
ろ
す
こ
と
に
も
抵
抗

が
あ
っ
た
。
真
夜
中
に
こ
っ
そ
り
小
舟
で
ベ
ル
リ
ン
号
ま
で
運
ん
で

く
れ
た
福
士
卯
之
吉
（
成
豊
）
の
忠
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
丸
腰
に

な
れ
ず
に
二
振
り
の
佩は

い
刀と

う
を
船
に
持
ち
込
ん
だ
（
田
中
兎と

毛も
う

「
福
士

成
豊
に
約
す
」
三
二
頁
、『
新
島
研
究
』
五
一
、一
九
五
四
年
一
一
月
）。

刀
は
二
代
目
國
助
の
作
で
、
銘
は
「
笹
丸
雪
」
と
打
た
れ
た
（
河
内

國
平
「
新
島
襄
帯
刀
國
助
と
そ
の
系
図
」
七
七
頁
、『
同
志
社
談
叢
』

一
九
、
一
九
九
九
年
三
月
）。

と
こ
ろ
が
船
が
上
海
に
近
づ
く
頃
、
新
島
に
劇
的
な
心
的
変
化
が

生
じ
る
。
髷
を
切
り
落
と
し
一
部
（
新
島
遺
品
庫
に
現
存
）
を
残
し

て
、
北
上
す
る
黒
潮
に
船
上
か
ら
投
げ
込
ん
だ
。
上
海
で
は
テ
イ
ラ

ー
船
長
に
船
賃
代
わ
り
に
大
刀
を
差
し
出
す
。
続
い
て
香
港
で
は
、

漢
訳
聖
書
購
入
の
た
め
小
刀
を
船
長
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
。

髷
と
佩
刀
（
由
緒
あ
る
名
刀
な
ら
ば
な
お
の
こ
と
）
を
手
放
す
こ

で
あ
ろ
う
か
。
新
島
は
ア
メ
リ

カ
で
は
パ
ロ
な
ら
ぬ
Ａ
・
ハ
ー

デ
ィ
ー
と
い
う
土
地
の
名セ

レ

ブ
望
家

の
家
庭
に
引
き
取
ら
れ
、
実
子

並
み
の
処
遇
を
受
け
る「
大
幸
」

（
③
四
三
）
に
恵
ま
れ
た
。

ハ
ー
デ
ィ
ー
は
ワ
イ
ル
ド
・

ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
の
船
主
で
、
ボ

ス
ト
ン
で
貿
易
会
社
を
経
営
す

る
資
産
家
で
あ
っ
た
。
部
下
の

テ
イ
ラ
ー
が
上
海
か
ら
連
れ
て

来
た
新
島
を
見
込
ん
で
、「
ア
メ
リ
カ
の
父
」
と
な
っ
た
。「
私
の
ア

メ
リ
カ
の
両
親
は
、
私
をJoseph

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
」
と
い
う

（
⑩
四
七
）。
ボ
ス
ト
ン
で
は
ジ
ョ
ー
の
名
は
砕
け
す
ぎ
て
上
品
で
は

な
い
と
の
判
断
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
て
新
島
は
以
後
九
年
間
ジ
ョ
ゼ
フ
を
名
乗
る
が
、
帰
国
後

の
こ
と
を
考
慮
し
て
ジ
ョ
ゼ
フ
（
ヨ
セ
フ
）
の
漢
語
訳
「
約
瑟
」
か

ら
新
島
約
瑟
と
自
署
し
始
め
る
。
し
か
し
、
ジ
ョ
ゼ
フ
と
読
ん
で
も

ら
え
な
い
た
め
、
横
浜
に
戻
る
や
ジ
ョ
ゼ
フ
を
ジ
ョ
ー
に
戻
し
て
漢

字
変
換
し
、
最
初
は
「
譲
」、
つ
い
で
「
襄
」
と
し
た
。

八
重
も
ま
た
、帰
国
後
の
襄
は
「
翰
夫
」
と
書
い
て
「
ジ
ョ
セ
フ
」

と
読
ん
で
い
た
が
、「
あ
ま
り
む
つ
か
し
い
の
で
『
襄
』
と
し
た
」

と
証
言
す
る
（
永
澤
嘉か

み

お
巳
男
編
『
新
島
八
重
子
回
想
録
』
一
〇
二
頁
、

同
志
社
大
学
出
版
部
、
一
九
七
三
年
）。

②ベルリン号（同前）
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特別寄稿

と
は
、「
サ
ム
ラ
イ
の
魂
」
と
訣け

つ
べ
つ別

す
る
決
死
の
行
為
で
あ
る
。
後
年
、

新
島
が
板
垣
退
助
に
対
し
て
「
新
心
を
得
、
新
民
と
な
ら
る
る
」
よ

う
に
と
勧
め
た
文
言
（
③
二
五
四
）
を
新
島
に
当
て
は
め
る
と
、「
新

心
」
を
得
て
「
新
民
」
へ
と
転
身
す
る
精
神
革
命
が
東
ア
ジ
ア
で
生

じ
た
の
で
あ
る
。
サ
ム
ラ
イ
か
ら
信
徒
へ
の
大
転
換
で
あ
る
。

新
島
の
教
え
子
、
波
多
野
培ま

す

根ね

は
「
新
島
先
生
の
生
涯
の
運
命
」

は
「
ワ
イ
ル
ド・ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
に
乗
込
ま
れ
た
る
時
に
決
定
し
た
」

と
見
る
（『
新
島
先
生
記
念
集
』
二
五
頁
）。
一
方
、
函
館
在
住
の
片

山
幽ゆ

う
き
ち吉

牧
師
は
、
新
島
の
運
命
は
「
函
館
の
地
で
確
定
し
た
」
と
解

す
る
（
同
「
新
島
先
生
の
脱
国
と
紀
念
会
堂
の
建
設
」、『
基
督
教
世

界
』
一
九
三
六
年
四
月
二
日
）。

し
か
し
、
新
島
自
身
は
上
海
で
の
乗
船
を
「
大
幸
の
基
」
と
断
定

す
る
の
で
（
③
四
三
）、
上
海
の
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

ハ
ー
デ
ィ
ー
家
で
の
養
育

新
島
は
ア
メ
リ
カ
上
陸
後
に
「
大
幸
」
に
恵
ま
れ
、
三
つ
の
学
校

で
学
び
、
信
徒
、
牧
師
、
宣
教
師
へ
と
進
化
す
る
。
す
べ
て
は
「
ア

メ
リ
カ
の
父
」
の
お
か
げ
で
あ
る
。

ハ
ー
デ
ィ
ー
は
ボ
ス
ト
ン
有
数
の
篤
信
の
信
徒
（
会
衆
派
）
で
、

由
緒
あ
る
オ
ー
ル
ド
・
サ
ウ
ス
教
会
（
会
衆
派
）
で
会
計
を
務
め
た

有
力
な
教
会
員
で
あ
っ
た
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
名
門
校
（
い

ず
れ
も
会
衆
派
系
）
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
。
ハ
ー
デ
ィ
ー
の
母
校
）、
ア
ー
モ
ス
ト・カ
レ
ッ
ジ
（
大

学
）、ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
（
大
学
院
）
の
理
事
を
務
め
て
い
た
。

さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
最
古
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド

（
会
衆
派
）
の
理
事
長
格
で
も
あ
っ
た
。

新
島
は
ハ
ー
デ
ィ
ー
に
よ
っ
て
送
ら
れ
た
先
の
三
校
で
濃
密
な
キ

リ
ス
ト
教
主
義
教
育
を
享
受
し
て
信
徒
、
牧
師
と
な
り
、
最
後
は
ア

メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
宣
教
師
に
も
取
り
立
て
ら
れ
た
。
Ⅱ
期
で
獲

得
し
た
こ
れ
ら
の
資
質
や
資
格
は
、
そ
の
ま
ま
日
本
に
持
ち
込
ま
れ

て
Ⅲ
期
で
花
開
く
。

す
な
わ
ち
Ⅱ
期
と
Ⅲ
期
は
緊
密
に
繋
が
る
。
名
前
や
資
質
、
身
分

の
点
で
も
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
Ⅰ
期
と
Ⅱ
期
の
ス
テ

ー
ジ
は
あ
き
ら
か
に
相
互
に
異
質
で
、
断
絶
す
る
。
両
時
期
の
人
間

性
に
は
別
人
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
大
き
な
格
差
が
あ
る
の
に
対
し

て
、
留
学
中
の
新
島
と
帰
国
後
の
新
島
は
、
諸
種
の
点
で
首
尾
一
貫
し

連
続
す
る
。
新
島
の
人
生
上
、上
海
を
分
岐
点
と
捉
え
る
所ゆ

え
ん以

で
あ
る
。

三
段
跳
び
に
準な

ぞ
ら
え
る
と
、
品
川
か
ら
ホ
ッ
プ
し
た
新
島
は
函
館

で
ス
テ
ッ
プ
し
、
上
海
で
高
く
ジ
ャ
ン
プ
し
た
結
果
、
ボ
ス
ト
ン
に

無
事
に
着
地
で
き
た
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。

か
く
し
て
ボ
ス
ト
ン
の
家
庭
、

学
校
、
教
会
、
社
会
で
培
わ
れ

た
新
島
の
会
衆
派
的
素
養
は
、

そ
っ
く
り
同
志
社
に
持
ち
込
ま

れ
る
。
た
と
え
ば
新
島
の
抱い

だ
く

教
育
理
念
・
方
針
の
基
底
を
な

す
会
衆
主
義
は
、
そ
の
ま
ま
同

志
社
の
基
盤
に
据
え
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
新
島
の
思
想
と

③ワイルド・ローヴァー号（同前）
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ー
ト
レ
ッ
ト
で
あ
る
。
彼
に
関
す
る
従
来
の
情
報
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

機
関
誌
に
掲
載
さ
れ
た
一
文
、「
そ
の
頃
〔
ボ
ス
ト
ン
に
到
着
し
た
〕

こ
の
日
本
青
年
〔Joe

〕
と
よ
く
会
っ
て
い
た
」
だ
け
で
あ
っ
た
（
拙

著
『
新
島
襄
と
建
学
精
神
』
三
七
頁
。〔　
〕
は
本
井
、
以
下
同
）。

そ
の
後
の
ボ
ス
ト
ン
現
地
調
査
で
、
無
事
に
ア
メ
リ
カ
に
着
地
し
た

新
島
が
、
合
法
的
な
ア
メ
リ
カ
入
国
と
い
う
密
航
の
総
仕
上
げ
を
成

し
遂
げ
る
に
は
、
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
の
援
助
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

ハ
ー
デ
ィ
ー
が
新
島
か
ら
渡
米
理
由
を
聞
き
出
す
に
は
言
葉
の
壁

が
厚
す
ぎ
た
。
そ
こ
で
ハ
ー
デ
ィ
ー
は
自
分
が
理
事
長
を
務
め
る
ボ

ス
ト
ン
船
員
ホ
ー
ム
に
彼
を
泊
め
、専
属
チ
ャ
プ
レ
ン
（
宗
教
主
事
）

に
新
島
の
指
導
を
依
頼
し
た
。
新
島
が
二
泊
三
日
を
か
け
た
周
知
の

「
脱
国
理
由
書
」
に
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
が
合
格
点
を
与
え
た
の
で
、

新
島
は
同
家
に
養
子
同
然
の
身
で
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。

八
年
間
に
及
ぶ
ア
メ
リ
カ
で
の
恵
ま
れ
た
留
学
生
活
（
大
幸
！
）

を
保
障
し
て
く
れ
た
こ
の
英
文
文
書
（
原
文
は
⑦
三
～
二
八
）
は
、

当
時
の
新
島
に
し
て
は
長
文
で
、
し
か
も
宗
教
的
に
も
見
事
な
出
来

映
え
で
あ
っ
た
の
で
、
従
来
か
ら
単
独
執
筆
と
は
言
い
難
い
と
疑
問

視
さ
れ
て
き
た
。
無
理
も
な
い
。
現
実
に
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

い
た
の
で
あ
る
。
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
で
あ
る
。
新
島
は
彼
の
指
導
を
受

け
て
英
文
祈
祷
文
（
写
真
⑤
）
も
作
成
し
て
い
る
。

祈
祷
文
の
原
物
（
メ
モ
）
は
現
在
、
学
内
の
新
島
遺
品
庫
に
あ
る
。

日
付
は
船
員
ホ
ー
ム
に
入
所
し
た
翌
日（
一
八
六
四
年
十
月
十
二
日
）

で
あ
る
。
メ
モ
は
長
く
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
が
所
持
し
て
い
た
が
、
後
に

同
志
社
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
新
島
と
の
師
弟
関
係
が
窺
え
る
。

行
動
の
基
軸
だ
け
で
な
く
同
志
社
の
骨
格
が
形
成
さ
れ
る
出
発
点
も

上
海
で
あ
っ
た
。
端
的
に
言
え
ば
、
同
志
社
の
源
流
は
上
海
で
あ
る
。

上
海
は
新
島
個
人
の
運
命
を
決
定
し
た
う
え
、同
志
社
の
運
命（
骨

格
）
を
も
確
定
し
た
。
上
海
で
の
新
島
と
テ
イ
ラ
ー
の
邂
逅
が
、
後

に
ボ
ス
ト
ン
に
お
い
て
新
島
を
「
ハ
ー
デ
ィ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
」
へ
と

導
く
。
つ
ま
り
は
同
志
社
の
開
校
は
、
新
島
が
上
海
で
ジ
ャ
ン
プ
し

た
そ
の
延
長
線
上
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
出
来
事
で
あ
る
。

そ
の
点
を
意
識
し
て
私
は
、
二
〇
〇
四
年
に
室
町
校
地
に
寒
梅
館

が
竣
工
し
た
と
き
、
ハ
ー
デ
ィ
ー
と
テ
イ
ラ
ー
の
功
績
を
末
永
く
記

念
す
る
た
め
、
館
内
の
大
ホ
ー
ル
を
「
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
」、
小

ホ
ー
ル
を
「
テ
イ
ラ
ー
ホ
ー
ル
」
と
命
名
す
る
提
案
を
し
た
。
前
者

は
実
現
し
た
が
、
後
者
は
落
選
し
「
ク
ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
」
に
な
っ

た
。
私
的
に
は
「
ア
メ
リ
カ
の
父
」
と
共
に
「
ア
メ
リ
カ
の
兄
」
の

名
を
合
わ
せ
て
寒
梅
館
に
刻
み
た
か
っ
た
。

四
人
目
の
船
長　
Ａ
・
バ
ー
ト
レ
ッ
ト

と
こ
ろ
で
、
テ
イ
ラ
ー
船
長
は
ボ
ス
ト
ン
に
帰
港
す
る
や
船
主
の

ハ
ー
デ
ィ
ー
に
、
養
父
と
な
っ
て
教
育
を
授
け
て
ほ
し
い
と
の
新
島

の
要
請
を
取
り
次
い
だ
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
こ

と
は
テ
イ
ラ
ー
の
力
量
を

超
え
た
。
別
の
助す

け
っ
人と

が

必
要
で
あ
っ
た
。

そ
こ
へ
登
場
す
る
の
が

四
人
目
の
船
長
、
Ａ
・
バ

④A・バートレット元船長
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ち
な
み
に
メ
モ
の
英
文
署
名
（Joseph N

ei-Sim
a

）
も
特
筆
す

べ
き
で
あ
る
。
ジ
ョ
ゼ
フ
を
名
乗
っ
た
初
例
だ
か
ら
で
あ
る
（
拙
著

『
ビ
ー
コ
ン
ヒ
ル
の
小
径
』、
一
四
三
頁
）。
あ
る
い
は
、
ジ
ョ
ゼ
フ

へ
の
改
称
は
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
の
発
案
か
。

彼
は
神
学
教
育
を
受
け
た
正
規
の
伝
道
師
や
牧
師
で
は
な
く
平ひ

ら
信

徒
で
、
元
々
は
船
長
で
あ
っ
た
。
人
柄
や
信
仰
、
指
導
力
を
見
込
ま

れ
て
ボ
ス
ト
ン
船
員
ホ
ー
ム
の
チ
ャ
プ
レ
ン
に
抜
擢
さ
れ
て
陸お

か
に
上

が
り
、
施
設
を
利
用
す
る
船
員
た
ち
の
宗
教
的
指
導
を
任
さ
れ
た
。

彼
を
ホ
ー
ム
に
招
い
た
人
物
こ
そ
、
ハ
ー
デ
ィ
ー
理
事
長
で
あ
っ
た

（
同
前
、
一
二
五
頁
以
下
）。

理
事
長
の
期
待
に
応
え
て
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
は
、
新
島
が
脱
国
理
由

書
を
作
成
す
る
の
に
必
要
な
英
作
文
ば
か
り
か
、
内
容
を
信
仰
的
に

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
の
に
も
適
切
な
指
導
を
し
た
。

ち
な
み
に
彼
は
各
船
舶
に
洋
上
図
書
室
を
設
け
る
こ
と
に
も
熱
心

で
あ
っ
た
の
で
、
当
然
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
に
も
宗
教
的
な

書
物
を
備
え
た
部
屋
か
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
新
島
は

当
時
の
「
航
海
日
記
」
に
「
甲
比
丹
〔
キ
ャ
プ
テ
ン
〕、
予
ニ
バ
イ

ブ
ル
を
与
へ
り
」
と
記
す
が
（
⑤
四
六
）、
バ
イ
ブ
ル
が
船
内
備
え

つ
け
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
又
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
効
果
で
あ
る
。

Joseph

の
ア
メ
リ
カ
・
デ
ビ
ュ
ー

バ
ー
ト
レ
ッ
ト
の
扶
助
に
よ
っ
て
入
国
で
き
た
新
島
を
紹
介
し
た

新
聞
記
事
が
二
件
（
Ａ
と
Ｂ
）
あ
る
。
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
八
木
谷

涼
子
氏
提
供
の
新
資
料
で
、
私
訳
で
紹
介
し
た
い
。

記
事
に
は
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
へ
の
言
及
が
あ
る
の
で
、
ニ
ュ
ー
ス
ソ

ー
ス
は
彼
か
。
祈
祷
文
ば
か
り
か
、
異
邦
人
（
異
教
徒
）
の
回
心
例

と
し
て
新
島
が
格
好
の
証
人
で
あ
る
こ
と
を
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
は
地
元

市
民
に
伝
道
上
ぜ
ひ
と
も
伝
え
た
か
っ
た
に
相
違
な
い
。

な
お
、
新
島
の
祈
祷
文
原
文
も
記
事
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
新

島
は
脱
国
理
由
書
で
も
こ
れ
を
引
用
し
て
い
る
（
⑩
二
〇
）。

Ａ　
『
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ミ
ラ
ー
』（
一
八
六
五
年
十
一
月
七
日
、
ポ

ー
ト
ラ
ン
ド
、
メ
イ
ン
州
）

「
ボ
ス
ト
ン
通
信
（
ボ
ス
ト
ン
、
一
八
六
五
年
十
一
月
二
日
）

日
本
の
青
年
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ニ
イ
シ
マ(Joseph N

ei Sim
a)

は
、

⑤新島襄の最初の祈祷文（拙著『ビーコンヒルの小径』142頁）
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『
あ
ぁ
神
よ
、
あ
な
た
〔Thou

〕
が
耳
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、

ど
う
か
私
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
！
私
は
心
か
ら
聖
書
を
読
ん
で

み
た
い
の
で
す
。　
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ニ
イ
シ
マ
』。

キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
を
求
め
た
い
と
い
う
彼
の
熱
意
は
人
を
感
動

さ
せ
、
一
般
の
人
た
ち
の
無
関
心
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
他
の
多
く

の
者
た
ち
は
、
福
音
の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
こ
と
に
全
生
涯
を
か
け
る

と
口
で
は
強
調
す
る
も
の
の
、
恩
恵
に
つ
い
て
は
何
の
関
心
も
示
そ

う
と
は
し
て
い
な
い
。〔
後
略
〕」。

Ｂ　
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
＆
ク
ロ
ニ
カ
ル
』（
一
八
六

五
年
十
一
月
九
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
）

「
日
本
人
の
祈
り

ボ
ス
ト
ン
市
パ
ー
ク
通
り
教
会
〔Park Street C

hurch

〕
の

週
間
祈
祷
会
に
お
い
て
、
最
近
、
船
員
宣
教
師
（sailor 

m
issionary

）
の
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
船
長
（C

aptain Bartlett

）
が
、

傍
に
座
ら
せ
た
あ
る
日
本
人
青
年
の
こ
と
を
話
題
に
し
た
。

青
年
は
〔
江
戸
か
ら
函
館
を
経
て
〕
中
国
〔
上
海
〕
に
行
き
、〔
香

港
で
自
分
が
〕
読
め
る
〔
中
国
語
訳
〕
聖
書
を
見
つ
け
た
。
そ
し
て

真
の
神
と
永
遠
の
生
命
に
つ
い
て
も
っ
と
学
ぶ
た
め
に
逃
亡
し
、
こ

の
国
に
来
る
た
め
に
あ
れ
こ
れ
と
骨
折
っ
て
活
路
を
切
り
開
い
た
。

〔
ハ
ー
デ
ィ
ー
商
会
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
〕
ア
ル
フ
ィ
ー
ア
ス
・

ハ
ー
デ
ィ
ー
卿
（A

lpheus H
ardy, Esq.

）
が
所
有
す
る
船
の
一

つ
〔the W

ild Rover

〕
に
〔
上
海
で
〕
乗
り
こ
み
、青
年
は
〔
ボ

ス
ト
ン
に
〕
来
た
。
ハ
ー
デ
ィ
ー
は
、
好
意
的
に
彼
の
教
育
を
引
受

け
た
。
青
年
は
、
自
分
が
有
為
の
人
間
に
な
る
の
に
相ふ

さ
わ応

し
い
努
力

か
つ
て
祖
国
で
は
あ
る
地
方

〔
上
州
安
中
〕
の
支
配
者

（princes

）
の
ひ
と
り
〔
安

中
藩
主
の
板
倉
勝か

つ
明あ

き
ら〕

の
家
臣

で
あ
っ
た
が
、
最
近
、
当
市
に

や
っ
て
き
た
。

異
教
徒
で
あ
り
な
が
ら
真
の
神
に
関
す
る
知
識
を
熱
望
す
る
実
例

と
し
て
、
彼
の
履
歴
は
興
味
深
い
。
神
主
（Kanusi

）、
す
な
わ
ち

聖
職
者
が
説
い
て
き
た
日
本
古
来
の
宗
教
で
あ
る
神
道
に
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
が
、
太
陽
や
諸
々
の
自
然
物
を
崇

拝
す
る
こ
と
に
彼
の
心
は
満
足
し
な
か
っ
た
。

彼
は
太
陽
を
創
ら
れ
た
の
は
人
格
的
な
神
で
あ
る
と
思
っ
た
の
で
、

キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
を
知
り
た
い
と
望
む
よ
う
に
な
っ
た
。
父
親
も

支
配
者
〔
藩
主
〕
も
彼
が
家
を
出
る
こ
と
〔
脱
藩
〕
を
禁
止
し
た
が
、

彼
を
止
め
ら
れ
る
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
。

彼
は
密
か
に
身
を
隠
し
て
〔
函
館
か
ら
密
航
し
〕、
種
々
の
体
験

を
経
て
つ
い
に
ボ
ス
ト
ン
に
達
し
た
。
こ
こ
で
は
善
良
な
バ
ー
ト
レ

ッ
ト
船
長
（C

apt. Bartlett

）
を
知
己
と
し
た
。

あ
る
ボ
ス
ト
ン
商
人
〔
Ａ
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
〕
が
、
彼
の
教
育
に
当

た
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
商
人
は
市
内
の
全
教
会
で
称
賛
さ
れ

て
い
る
〔
著
名
な
信
徒
で
あ
る
〕。
ニ
イ
シ
マ
は
、〔
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ

ー
の
〕
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

と
先
週
、
私
（T.P.E.

）
に
語
っ
た
。
祈
っ
た
こ
と
は
あ
る
の
か
、

と
聞
い
て
み
た
ら
、
あ
る
と
答
え
た
。
何
を
祈
っ
た
の
か
と
聞
く
と
、

彼
は
鉛
筆
で
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

⑥W・T・セイヴォリー船長
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を
重
ね
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
彼
の
決
意
は
次
の
祈
り
か
ら
も
明
白

で
あ
る
。
こ
の
祈
り
は
、
彼
が
手
ず
か
ら
上
手
な
字
〔
英
語
〕
で
は

っ
き
り
と
書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
あ
ぁ
神
よ
！
あ
な
た
〔thou

〕
が
目
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、
ど

う
か
私
に
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
が
耳
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、

ど
う
か
私
の
声
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
。
私
は
心
か
ら
聖
書
を
読

ん
で
み
た
い
の
で
す
。
聖
書
で
教
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ニ
イ
シ
マ
』。

こ
れ
ぞ『
神
を
慕
う
感
覚
』で
は
な
い
か
。
こ
の
青
年
こ
そ
、〔『
マ

タ
イ
に
よ
る
福
音

書
』
八
章
十
一
節
に

あ
る
〕
東
洋
と
西
洋

か
ら
や
っ
て
き
た
人

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

J.W
.C

.
」。

Joe
か
ら
襄
に

至
る
道

以
上
の
報
道
は
新

島
の
留
学
開
始
を
告つ

げ
る
プ
ロ
ロ
ー
グ
と

な
っ
た
。
一
方
、
エ

ピ
ロ
ー
グ
を
飾
る
報

道
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
日
本
に
帰
国

す
る
直
前
の
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
集
会
に
関
す
る
記
事
（『
ラ
ッ
ト
ラ
ン

ド
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
ヘ
ラ
ル
ド
』
一
八
七
四
年
一
〇
月
十
四
日
）

で
あ
る
。
半
世
紀
前
、『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
Ⅰ
の
冒
頭
で
ス

ク
ー
プ
と
し
て
公
表
（
日
本
語
訳
）
さ
れ
た
の
で
、
今
で
は
新
島
伝

中
、
周
知
の
集
会
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
報
道
で
は
新
島
の
名
前
は

Joseph N
eesim

a

と
あ
る
。
し
か
し
、報
道
前
日
（
十
月
十
三
日
）

に
認し

た
ため

た
手
紙
で
はJoseph H

. N
ee-Sim

a

と
自
署
し
、
ミ
ド

ル
ネ
ー
ム
（H

ardy

）
を
挿
入
し
た
と
付
記
す
る
（
⑥
一
四
四
）。

名
実
と
も
に
「
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
の
子
」
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
て
七
五
三
太
と
し
て
出
国
し
た
新
島
は
、Joseph 

H
ardy N

eesim
a

と
な
っ
て
帰
国
す
る
。
実
際
、
彼
に
と
っ
て
ハ

ー
デ
ィ
ー
夫
妻
は
「
実
の
両
親
以
上
」
の
存
在
で
あ
っ
た
。「
私
は

お
二
人
様
の
愛
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
者
」と
自
認
す
る（
⑩
三
二
八
）。

一
方
、
日
本
語
名
が
新
島
襄
と
確
定
す
る
の
は
、Joe

誕
生
十
年

を
経
た
一
八
七
四
年
の
横
浜
に
お
い
て
で
あ
る
。
手
紙
の
署
名
で
は

「
襄
」に「
ジ
ョ
フ
」と
ル
ビ
を
振
っ
た
う
え「
ジ
ョ
フ
セ
フ
の
略
也
」

と
注
記
す
る
（
③
一
二
五
）。

と
も
あ
れ
新
島
の
個
人
名
は
、Joe

に
始
ま
り
襄
に
落
ち
着
く
ま

で
種
々
の
変
遷
が
見
ら
れ
た
が
、
日
英
両
語
と
も
系
譜
的
に
は
ア
メ

リ
カ
の
兄
と
父
に
由
来
す
る
テ
イ
ラ
ー
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
・
ラ
イ
ン
に

一
貫
し
て
沿
う
。
そ
の
点
、Joe

が
生
ま
れ
た
上
海
は
そ
の
出
発
点

で
あ
る
ば
か
り
か
、
そ
の
後
の
飛
躍
が
約
束
さ
れ
た
飛
躍
の
地
に
も

な
っ
た
。
ボ
ス
ト
ン
で
は
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
の
子
と
な
る
「
大
幸
」

がJoe

の
到
着
を
待
ち
受
け
て
い
た
。

⑦H・S・テイラー船長夫妻と新島襄（テイラー家アルバム）
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コラム・エッセイ

日
本
社
会
が
情
報
化
社
会
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
く
、

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
多
く
の
情
報
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
総
務
省

の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
モ
バ
イ
ル
端
末
を
保
有
す
る
世
帯
は
、
２
０

２
１
年
時
点
で
97
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
そ
う
で
す
（「
令
和
４
年

情
報
通
信
に
関
す
る
現
状
報
告
」
よ
り
）。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
ビ
ジ

ネ
ス
や
教
育
現
場
で
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
活
用
が
積
極

的
に
行
わ
れ
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広
い
世
代
で
モ
バ
イ
ル
端

末
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
大
学
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
実
施
体
制
が
整
備
さ
れ
、
学
生
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
て
授

業
動
画
を
閲
覧
し
た
り
、
レ
ポ
ー
ト
課
題
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
提
出

し
た
り
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
い

わ
ゆ
る
「
ス
マ
ホ
依
存
」
や
「
ス
マ
ホ
脳
疲
労
」
と
い
っ
た
、
モ
バ

イ
ル
端
末
の
長
時
間
利
用
に
よ
る
弊
害
も
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

特
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
受
け
取
る
情
報
量
の
多
さ

を
ス
ト
レ
ス
に
感
じ
る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
情
報
通
信
技
術
の

利
用
が
日
常
生
活
に
浸
透
し
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
無
し

の
生
活
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
今
こ
そ
、
溢
れ
出
る
情
報
に
対

し
て
、
賢
く
向
き
合
い
、
対
処
す
る
技
術
が
必
要
で
す
。

私
は
16
・
17
世
紀
の
英
文
学
研
究
者
と
し
て
、
人
文
主
義
学
者
の

エ
ラ
ス
ム
ス
が
提
唱
し
た
記
憶
術
が
、
情
報
化
社
会
に
お
い
て
見
直

さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
エ
ラ
ス
ム
ス
はD

e C
opia

の
中
で
、
読
書
の
際
に
記
憶
す
べ
き
情
報
を
見
か
け
た
ら
、
そ
の
情

報
を
抜
き
出
し
、
項
目
ご
と
に
並
び
替
え
た
上
で
暗
記
す
る
よ
う
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。
エ
ラ
ス
ム
ス
の
考
え
で
は
、
こ
の
作
業
を

繰
り
返
す
こ
と
で
、
頭
の
中
に
、
ペ
ー
ジ
の
尽
き
な
い
仮
想
ノ
ー
ト

を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
、
学
習
者
は
記
憶
の
中
の
仮
想
ノ
ー

ト
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
記
憶
情
報
に
い
つ
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る

状
態
と
な
り
ま
す
。

ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
記
憶
術
か
ら
私
た
ち
が
学
べ
る
こ
と
は
、
パ
ソ

コ
ン
の
な
い
時
代
に
も
、
情
報
を
体
系
化
し
て
保
存
す
る
と
い
う
整

理
術
が
存
在
し
て
お
り
、
時
代
が
移
り
変
わ
っ
て
も
、
人
間
の
本
質

は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
情
報
化
社
会
を
生
き

る
私
た
ち
に
こ
そ
、
情
報
に
溺
れ
ぬ
よ
う
、
自
己
の
価
値
観
で
情
報

を
整
理
し
記
憶
す
る
、
人
文
主
義
的
情
報
管
理
が
必
要
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

情
報
化
社
会
と
記
憶
術

文
学
部
英
文
学
科
助
教 

円
え
ん
じ
ょ
う
浄
　
ゆ
り

大
学
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コラム・エッセイ

二
十
代
後
半
、
あ
る
強
い
想
い
を
胸
に
抱
き
、
単
身
ア
メ
リ
カ
へ

渡
っ
た
。
計
十
四
年
過
ご
し
た
の
だ
が
、
帰
国
ま
で
の
十
年
ほ
ど
は
、

現
地
で
訪
問
ホ
ス
ピ
ス
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
奉
仕
の
機
会
が
与
え
ら
れ

た
。
こ
れ
は
そ
こ
で
の
気
づ
き
の
話
で
あ
る
。

「
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
に
ま
で
来
て
、こ
の
分
野
の
仕
事
を
望
む
の
か
。」

採
用
面
接
で
の
最
初
の
質
問
で
あ
る
。
死
別
に
よ
る
深
い
悲
し
み
が

全
て
の
動
機
で
あ
り
、
終
末
期
ケ
ア
の
学
び
と
実
践
経
験
を
積
む
た

め
の
渡
米
で
あ
り
、
帰
国
後
母
国
で
ケ
ア
を
求
め
ら
れ
る
人
を
支
え

ら
れ
る
自
身
の
成
長
を
強
く
願
っ
て
い
る
か
ら
だ
、
と
真
摯
に
伝
え

た
。
採
用
の
返
事
を
頂
い
た
際
、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
私
の

想
い
と
共
鳴
す
る
、
あ
る
感
覚
が
決
め
て
だ
っ
た
よ
う
だ
。

私
を
含
む
そ
こ
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
九
割
以
上
が
、
元
は
別
の
医

療
領
域
、
ま
た
は
全
く
異
な
る
業
種
で
あ
っ
た
が
、
個
々
の
死
別
体

験
、
そ
の
際
受
け
た
ケ
ア
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
大
き
な
転
機
と
な

り
、
新
た
に
終
末
期
ケ
ア
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資

格
を
取
り
、
皆
こ
の
チ
ー
ム
に
加
わ
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
だ
。
自
身

の
体
験
が
生
む
共
感
、
言
い
換
え
れ
ば
『
自
分
事
の
感
覚
』
が
こ
の

『
共
同
体
』
を
形
成
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
『
共
同
体
』
は
ス

タ
ッ
フ
間
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
大
半
が
か
つ
て
は

患
者
の
家
族
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
患
者
や
家
族
と
の
関
係
性
も
ま
た

『
共
同
体
』
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
我
々
は
、
患
者
本
人
の
気
持
ち

に
本
当
の
意
味
で
共
感
は
で
き
な
い
の
だ
。
し
か
し
、
人
の
数
だ
け

存
在
す
る
人
生
の
物
語
を
通
し
、
苦
し
み
や
喜
び
を
互
い
に
受
け
止

め
、
支
え
合
い
、
成
長
し
合
う
『
共
同
体
』
に
は
成
れ
る
。

あ
る
患
者
は
戦
争
体
験
の
苦
し
み
を
誰
に
も
言
え
ず
長
年
苦
悩
し

た
こ
と
を
、
あ
る
患
者
は
妻
子
を
残
し
て
い
く
無
念
さ
を
、
あ
る
親

は
先
立
つ
幼
い
我
が
子
と
の
天
国
で
の
再
会
の
願
い
を
、
あ
る
患
者

は
つ
い
に
神
に
出
会
え
る
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。
残
さ
れ
た
時
の

中
、
彼
ら
は
問
い
続
け
、
気
づ
き
、
受
容
す
る
。
私
は
傍
で
そ
の
過

程
に
寄
り
添
い
、
時
に
支
え
、
そ
の
瞬
間
を
共
に
生
き
る
。
あ
る
時

は
感
情
任
せ
の
荒
い
言
葉
を
受
け
止
め
、
あ
る
時
は
音
楽
の
中
で
表

現
さ
れ
た
言
葉
に
な
ら
な
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
音
楽
で
共
感
し
、
ま
た

あ
る
時
は
無
言
で
涙
を
流
し
合
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
目
の
前
の
そ
の

人
々
に
対
し
、
自
身
が
ど
う
在
る
べ
き
か
が
問
わ
れ
る
実
に
人
間
的

な
行
為
で
あ
る
。
人
と
人
と
が
互
い
に
成
長
し
合
う
『
共
同
体
』、

そ
れ
は
ケ
ア
の
核
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
気
づ
か
さ
れ
た
。

共
同
体
と
い
う
ケ
ア
の
在
り
方

学
芸
学
部
音
楽
学
科
准
教
授 

北き
た
脇わ
き

　
歩
あ
ゆ
む

女
子
大
学
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コラム・エッセイ

私
の
受
け
持
っ
て
い
る
高
校
３
年
生
の
授
業
で
は
出
エ
ジ
プ
ト
記

「
モ
ー
セ
の
召
命
」
を
通
し
て
自
分
の
人
生
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

に
つ
い
て
考
え
る
単
元
が
あ
る
。
授
業
準
備
の
段
階
で
担
当
者
自
身

の
人
生
に
つ
い
て
も
振
り
返
り
、
そ
の
た
び
に
同
志
社
と
の
出
会
い

が
な
け
れ
ば
今
の
自
分
は
い
な
か
っ
た
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

今
で
こ
そ
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
歩
み
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ホ
ー
ム
の
生
ま
れ
で
な
い
私
が
聖
書
に
出
会
っ
た
き

っ
か
け
は
女
子
中
学
校
に
入
学
し
た
こ
と
で
あ
る
。
祖
母
が
女
子
大

音
楽
科
出
身
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
学
の
声
楽
科
入
学
を
志
し
て

い
た
。
し
か
し
、
中
高
時
代
の
聖
歌
隊
で
の
活
動
、
毎
朝
の
礼
拝
、

ク
リ
ス
マ
ス
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
聖
書
の
授
業
を
通
し
て
キ
リ
ス
ト
教

に
興
味
を
持
ち
始
め
た
。
そ
し
て
高
校
３
年
生
の
８
月
に
全
国
同
信

伝
道
会
（
同
志
社
大
学
神
学
部
・
研
究
科
出
身
の
牧
師
・
伝
道
師
な

ど
で
構
成
さ
れ
た
団
体
）
主
催
の
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
、
神
学
部
の

魅
力
を
感
じ
た
た
め
、
急
遽
進
路
変
更
を
し
、
神
学
部
に
入
学
す
る

こ
と
と
な
る
。

１
年
生
の
時
は
や
っ
と
自
由
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
解
放
感
か
ら

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
し
、
趣
味
に
没
頭
し
て
い
た
。
自
分
は
こ
の

ま
ま
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
始
め
た
２
年
生
の
秋
ご
ろ
か
ら
進

路
に
つ
い
て
悩
む
よ
う
に
な
り
、
一
応
教
員
免
許
を
取
得
し
て
お
こ

う
か
と
い
う
安
易
な
考
え
の
も
と
に
勉
強
に
も
力
を
入
れ
始
め
た
。

３
年
生
に
な
り
、
周
り
の
多
く
の
学
生
と
同
じ
よ
う
に
就
職
活
動
を

し
、
卒
業
と
同
時
に
一
般
就
職
す
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
矢
先
、

（
色
々
な
こ
と
が
重
な
り
）
母
校
で
の
聖
書
科
講
師
の
道
を
与
え
ら

れ
た
。
歌
に
し
か
興
味
の
な
か
っ
た
私
が
、
ま
さ
か
教
員
に
な
る
な

ん
て
、
と
当
時
は
周
り
の
人
た
ち
に
驚
か
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
き
、
自
分
が
こ
う
だ
！
と
思
っ

た
人
生
を
ほ
と
ん
ど
描
け
な
か
っ
た
。
し
か
し
多
く
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
の
中
で
、
人
と
の
出
会
い
が
与
え
ら
れ
、
周
り
の
人
に
支

え
ら
れ
て
生
き
て
き
た
と
思
わ
さ
れ
る
。
ま
も
な
く
「
同
志
社
」
に

関
わ
っ
て
20
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
生
徒
た
ち
と
関
わ
っ

て
い
る
と
毎
日
思
い
が
け
な
い
こ
と
の
連
続
だ
が
、「
今
の
自
分
も

嫌
い
じ
ゃ
な
い
な
」
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

「
同
志
社
」
と
の
出
会
い

宗
教
科
教
諭 

西に
し
原は
ら

　
も
も
こ

国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
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寧静館
（同志社大学）

建物案内
no.46

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
「
寧
静
館
（
ね
い
せ
い
か
ん
）」
が

２
０
２
３
年
8
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

館
名
は
改
築
前
の
館
名
で
あ
る
「
寧
静
館
」
を
受
け
継

い
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
徳
富
蘇
峰
に
よ
り
諸
葛
孔
明
の

言
葉
「
寧
静
に
非
ず
ん
ば
以
っ
て
遠
き
を
致
む
る
な
し
」

か
ら
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
地
上
4
階
・
地
下

1
階
・
塔
屋
1
階
、
延
床
面
積
は
約
４
，
５
０
０
㎡
で
す
。

外
観
は
、
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
あ
る
既
存
校
舎
群

が
形
成
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
に
調
和
す
る
赤
レ
ン
ガ

を
基
調
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、南
側
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
、

旧
寧
静
館
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
正
面
フ
ァ
サ
ー
ド
の
モ
チ

ー
フ
を
引
用
し
た
意
匠
と
し
、
伝
統
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の

記
憶
を
継
承
し
て
い
ま
す
。
地
下
1
階
と
1
階
に
は
図
書

館
（
新
図
書
館
建
設
期
間
の
み
配
置
）
を
、
２
階
か
ら
４

階
に
は
14
の
教
室
と
１
つ
の
会
議
室
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

教
室
は
、
将
来
の
間
仕
切
り
変
更
を
見
据
え
、
改
修
工
事

の
自
由
度
が
高
く
な
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
竣
工
式
は
、
８
月
25
日
に
総
長
・
理
事
長
、
学

長
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
関
係
者
お
よ
び
設
計
監
理
会
社

（
株
式
会
社
日
建
設
計
）、施
工
会
社（
戸
田
建
設
株
式
会
社
）

の
出
席
の
も
と
、同
志
社
礼
拝
堂
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。



聡恵館
（同志社女子大学）

建物案内
no.47

１
９
９
０
年
、
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
（
現
・
京
田
辺
キ
ャ

ン
パ
ス
）
第
３
期
工
事
に
よ
り
竣
工
。
知
徳
館
に
あ
っ
た

図
書
館
田
辺
分
館
を
聡
恵
館
に
移
転
さ
せ
、
演
習
室
や
事

務
室
、
書
庫
な
ど
を
備
え
た
6
階
建
て
の
建
物
が
完
成
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
０
５
年
に
西
館
が
完
成
し
、
も

と
の
聡
恵
館
（
東
館
）
と
西
館
が
つ
な
が
り
、
分
散
し
て

い
た
音
楽
文
献
室
、
Ａ
Ｖ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
も
図
書
館
に
統

合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
に
は
増
築
工
事
を
行
い
、
学
生
の
た
め
の
創

造
的
学
習
空
間
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
」
が
開
設
。
図

書
館
と
一
体
化
し
た
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
」
は
、
イ

ベ
ン
ト
エ
リ
ア
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
エ
リ
ア
等
で
構
成
さ
れ
、

学
生
が
多
様
な
学
び
に
触
れ
て
刺
激
し
合
え
る
よ
う
に
、
ガ

ラ
ス
壁
を
多
用
し
た
開
放
的
な
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
聡
恵
館
増
築
部
分
の
外
壁
に
は
『V

eritas 
liberabit vos

（
真
理
は
あ
な
た
た
ち
を
自
由
に
す
る
）』

と
い
う
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
創
造
学
科
の

髙
木
毬
子
教
授
が“A

lverata”

と
い
う
フ
ォ
ン
ト
を
海
外

か
ら
取
り
寄
せ
、
文
字
組
み
を
通
し
て
、
一
文
字
ず
つ
間
隔

を
整
え
て
刻
ま
れ
た
も
の
で
す
。
伝
統
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中

世
の
手
書
き
文
字
、
刻
印
や
活
字
の
形
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ

れ
、
現
代
の
デ
ザ
イ
ン
思
考
や
知
識
を
織
り
込
ん
で
ジ
ェ
ラ

ル
ド
・
ウ
ン
ガ
ー (1942–2018)

に
よ
り
つ
く
ら
れ
た
と

い
う
こ
の
書
体
は
、“A

lw
ays rising to a new

 
challenge” 

を
掲
げ
る
同
志
社
女
子
大
学
の
姿
勢
と
も
共

鳴
し
て
い
ま
す
。



同
志
社
女
子
大
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
志
社
大
学
や

同
志
社
女
子
中
・
高
の
式
典
、
毎
日
の
礼
拝
、
講
演
会

な
ど
…
。
多
く
の
学
生
や
教
職
員
の
記
憶
に
残
り
続
け

る
栄
光
館
（
国
登
録
有
形
文
化
財
）
は
、
建
築
家
の
武

田
五
一
氏
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
、
１
９
３
２
年
に
、
同

志
社
女
学
校
の
校
舎
（
礼
拝
堂
・
講
堂
）
と
し
て
完
成

し
ま
し
た
。

竣
工
当
時
の
栄
光
館
フ
ァ
ウ
ラ
ー
チ
ャ
ペ
ル
の
天
井

に
は
、
真
鍮
の
骨
組
み
に
「
葡
萄
の
形
」
を
模
し
た
シ

ャ
ン
デ
リ
ア
照
明
が
、
2
階
客
席
部
の
壁
面
及
び
天
井

面
に
は
、
グ
ロ
ー
ブ
球
の
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
照
明
と
円
形

の
シ
ー
リ
ン
グ
照
明
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、

完
成
し
た
ば
か
り
の
栄
光
館
フ
ァ
ウ
ラ
ー
チ
ャ
ペ
ル
で

は
、
新
島
八
重
の
葬
儀
が
同
志
社
葬
と
し
て
厳
粛
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
戦
時
中
、
武
器
・
砲
弾
を
作
る
た
め
に
、
真

鍮
製
で
あ
っ
た
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
照
明
は
軍
事
物
資
と
し

て
の
金
属
供
出
の
対
象
と
な
り
、
撤
去
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
１
９
５
６
年
に
蛍
光
灯
型
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
照

明
が
復
活
し
ま
し
た
が
、
竣
工
当
時
と
は
異
な
る
デ
ザ

イ
ン
の
も
の
で
し
た
。

─　c o l l e c t i o n   1 9　─

栄光館ファウラーチャペルのシャンデリア

同志社の逸品



２
０
１
２
年
、
栄
光
館
の
改
修
工
事
に
と
も

な
い
、
フ
ァ
ウ
ラ
ー
チ
ャ
ペ
ル
も
そ
の
対
象
と

な
り
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
・
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
・
シ

ー
リ
ン
グ
照
明
が
竣
工
当
時
の
形
に
復
元
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
復
元
す
る
際
は
、
竣

工
当
時
の
写
真
や
残
存
し
て
い
た
ガ
ラ
ス
球
を

も
と
に
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
の
大
き
さ
や
形
を
細

か
く
推
察
。
台
座
や
骨
組
み
、
飾
り
金
物
は
当

時
と
同
じ
真
鍮
製
に
こ
だ
わ
り
、
細
か
い
部
分

ま
で
当
時
の
趣
き
を
再
現
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

照
明
に
は
省
エ
ネ
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
配
慮
し

た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
、
ガ
ラ
ス
の
止
め
付
け
方

法
や
落
下
防
止
装
置
を
施
す
な
ど
、
安
全
性
に

も
配
慮
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

再
び
、
同
志
社
女
子
大
学
の
象
徴
と
し
て
の

誇
り
を
た
ず
さ
え
、
栄
光
館
フ
ァ
ウ
ラ
ー
チ
ャ

ペ
ル
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
は
、
温
か
い
輝
き
を
放

ち
な
が
ら
、
今
日
も
私
た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま

す
。

（
同
志
社
女
子
大
学 

広
報
課
）

同志社の逸品

改修前

竣工当時のファウラーチャペル（1935年3月卒業アルバムより）

改修後

←

〈
栄
光
館
２
０
１
２
年
改
修
工
事
〉
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大
学参

与
観
察
を
通
し
て 

大
衆
文
化
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る

社
会
学
部
助
教 

マ
テ
ィ
ア
ス 

ヴ
ァ
ン 

オ
メ
ン

自
ら
参
加
し
体
験
す
る
こ
と
で
リ
ア
ル
を
伝
え
る

参
与
観
察(Participant O

bservation)

と
い
う
社
会
調
査

の
手
法
を
通
し
て
、
普
段
私
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
る
様
々
な
文
化
や

習
慣
、
伝
統
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
を
体
感
的
に
と
ら
え
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
自
分
自
身
が
ア
ク
タ
ー
と
し
て
そ
の
環
境
に
身
を
置
く

こ
と
が
大
切
で
、
他
の
参
加
者
と
一
緒
に
活
動
し
内
側
か
ら
観
察
す

る
こ
と
で
、
新
し
い
発
見
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。私

が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
デ
ジ
タ
ル
社
会
、
特
に
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
に
お
け
る
参
与
観
察
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
デ
ジ
タ
ル
商

材
の
売
行
き
が
伸
び
て
い
る
中
、
子
ど
も
が
ず
っ
と
部
屋
で
ゲ
ー
ム

ば
か
り
し
て
心
配
だ
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
世
界
保
健
機
関(

Ｗ
Ｈ
Ｏ)

は
ゲ
ー
ム
依
存
に
対
し
て
注
意
喚

起
を
促
す
一
方
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
守
る
た
め
に
ゲ

ー
ム
を
推
奨
す
る
な
ど
、
そ
の
判
断
基
準
は
た
い
へ
ん
曖
昧
な
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
と
言
う
と
、
親
世
代
に
と
っ
て
は
何
と
な
く

理
解
し
が
た
い
、
受
け
入
れ
が
た
い
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
コ

ロ
ナ
禍
で
ゲ
ー
ム
を
す
る
人
が
何
パ
ー
セ
ン
ト
増
え
た
…
と
い
う
数

字
だ
け
で
な
く
、
表
面
か
ら
見
え
な
い
部
分
、
例
え
ば
そ
れ
が
ど
の

よ
う
に
現
代
社
会
を
反
映
し
、
私
た
ち
の
生
活
に
ど
ん
な
変
化
を
も

た
ら
し
て
い
る
の
か
…
。
参
与
観
察
に
よ
る
実
体
験
に
基
づ
い
た
言

葉
で
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
で
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
人
と
し
な

い
人
の
間
を
橋
渡
し
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

共
通
体
験
を
通
し
て
育
ま
れ
る
強
固
な
絆

私
は
7
年
く
ら
い
前
か
ら
あ
る
人
気
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
参
加

私の研究・私の授業
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し
、
そ
こ
で
親
し
く
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
メ
ン
バ
ー
に
個
別
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
り
、
チ
ャ
ッ
ト
ロ
グ
を
解
析
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
ゲ
ー
ム
の
世
界
で
は
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
提
供
す
る
本
来
の

ス
ト
ー
リ
ー
と
は
別
に
、
ユ
ー
ザ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
作
り
上
げ
る

イ
ベ
ン
ト
も
盛
ん
に
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
知
り

合
っ
た
仲
間
同
士
が
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
で
結
婚
式
を
挙
げ
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
新
居
用
に
土
地
や
家
を
買
っ
た
り
、
他
ユ

ー
ザ
ー
に
ギ
フ
ト
を
贈
っ
た
り
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

ゲ
ー
ム
で
は
自
分
の
役
割
分
担
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
が
明
確
で
、

達
成
感
や
満
足
感
が
お
互
い
の
信
頼
や
絆
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が

り
や
す
い
と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
バ
ー
チ
ャ
ル
世
界
で
結
婚
し

た
カ
ッ
プ
ル
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
と
、「
ド
ラ
ゴ
ン
を
倒
す
の
に

こ
ん
な
に
苦
労
し
た
…
」
と
い
う
よ
う
な
一
緒
に
困
難
を
乗
り
越
え

た
経
験
の
話
題
が
よ
く
出
て
き
ま
す
。
定
量
的
な
デ
ー
タ
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
例
え
ば
東
京
や
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
に
あ
る
ゲ
ー
ム
の
世

界
を
テ
ー
マ
に
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
カ
フ
ェ
を
利
用
し
、
リ
ア
ル
な
場

で
出
会
い
を
楽
し
む
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
を
一
つ
の
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
た
共
通
体
験
を
通
し
て
、
そ
れ
こ
そ
ア
イ
コ
ン
タ

ク
ト
で
通
じ
合
う
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
そ
こ
に
作
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

社
交
場
と
し
て
の
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間

最
初
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
学
生
な
ど
若
い
メ

ン
バ
ー
ば
か
り
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
が
所
属
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
会
社
員
や
主
婦
層
が
中
心
で
、「
普
段
と
は
違
う
自
分
を

表
現
し
た
い
」「
誰
か
と
会
話
を
楽
し
み
た
い
」
と
い
う
積
極
的
な

理
由
で
忙
し
い
合
間
を
縫
っ
て
参
加
し
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
い
つ
も
駅
で
す
れ
違
う
あ
の
人
が
、
実
は
バ
ー
チ
ャ

ル
世
界
で
ド
ラ
ゴ
ン
を
一
緒
に
倒
す
仲
間
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

少
し
前
ま
で
ゲ
ー
ム
は
、
一
人
で
部
屋
に
籠
っ
て
楽
し
む
イ
メ
ー
ジ

で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
オ
タ
ク
文
化
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
参
与
観
察
を
通
し
て
透
か
し
見
る
と
、
社
交
性

を
持
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
り
、
独
自
の
イ
ン
テ
ィ
マ
シ
ー
、
つ
ま
り

友
情
や
愛
情
を
育
み
な
が
ら
、
豊
か
な
時
間
を
費
や
す
居
心
地
の
良

い
場
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

世
の
中
に
は
、
実
際
に
経
験
し
て
み
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
モ

ノ
、
コ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
だ
け
で
な

く
、
例
え
ば
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
や
学
校
の
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
今
ま
で
の
考
え
や
視
点
が
変
わ
っ
た
り
、
家
族
や
友
人
と
の

関
係
性
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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日
本
流
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
イ
ル
の
面
白
さ

例
え
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
中
で
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
メ

ン
バ
ー
を
募
集
す
る
と
き
に
「
社
会
人
に
限
る
」
と
い
う
制
限
を
設

け
る
と
か
、
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
っ
た
後
は
「
お
疲
れ
様
」
と
言
っ
て

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
当

た
り
前
の
こ
と
で
も
、
外
国
出
身
の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
見
る
と
不
思
議

に
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
が
本
当
に
社
会
人
で
あ
る
か

ど
う
か
、
ま
た
社
会
人
と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
、
判
断
す
る
こ

と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
現
実
社
会
の
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
が
、

仮
想
で
あ
る
は
ず
の
バ
ー
チ
ャ
ル
世
界
に
そ
の
ま
ま
投
影
さ
れ
て
い

る
の
は
日
本
独
特
の
ス
タ
イ
ル
と
言
え
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
参
与
観
察

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
次
は
ゲ
ー
ム
を
開
発
す
る
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
立
場
か
ら
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
を
調
査
・
記
録
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
が
担
当
す
る
ゼ
ミ
活
動
で
は
、
２
０
２
３

年
7
月
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
の
イ
ベ
ン
ト

「BitSum
m

it

」
を
訪
ね
て
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
ユ
ー
ザ
ー
、
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
な
ど
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。　
ま
す
ま
す

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
ゲ
ー
ム
だ
け
で
な
く
、

Ｘ
Ｒ
な
ど
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
に
も
関
心
を
広
げ
、
独
自
の
目
線
で
大

衆
カ
ル
チ
ャ
ー
を
読
み
解
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

39



世
界
記
録
保
持
者
の
測
定
を
き
っ
か
け
に
し
て
抱
い
た
興
味

　
学
術
的
な
理
解
か
ら
実
践
へ

私
は
、
陸
上
競
技
１
０
０
ｍ
走
・
２
０
０
ｍ
走
種
目
の
世
界
記
録

保
持
者
で
あ
る
、
ウ
サ
イ
ン
・
ボ
ル
ト
氏
の
身
体
を
測
定
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
（
図
1
）。
２
０
１
１
年
9
月
の
ロ
ン
ド
ン
と
、
２
０

１
２
年
5
月
の
ロ
ー
マ
で
測
定
を
行
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
ボ
ル

ト
氏
を
特
集
す
る
テ
レ
ビ
番
組
の
取
材
に
協
力
す
る
形
で
実
現
し
ま

し
た
。
彼
の
身
体
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
測
定
を
行
い
ま
し
た
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
も
あ
り
、
な
ぜ
彼
が
驚
異
的
な
速
度
で
走
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
本
質
に
迫
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ボ
ル
ト
氏
が
樹
立
し
た
１
０
０
ｍ
走
、
２
０
０
ｍ
走
の
世
界
記
録
は
、

10
年
以
上
経
過
し
た
２
０
２
３
年
で
も
、
い
ま
だ
に
破
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
間
に
道
具（
ス
パ
イ
ク
）

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
が
進
化
し

て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
彼
の

偉
大
さ
を
実
感
し
ま
す
。
私
自
身
、

速
く
走
る
こ
と
へ
の
憧
れ
は
小
さ

い
頃
か
ら
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ボ

ル
ト
氏
の
身
体
を
実
際
に
測
定
し

た
こ
と
で
、
速
く
走
る
こ
と
が
で
き

る
身
体
に
対
し
て
、
よ
り
強
い
興
味

を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
ヒ
ト
の
骨
格
筋
や
そ
れ
に
つ
な
が
る
腱
を
対
象
と
し
た
研

究
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
比
較
的
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
、骨
格
筋・

腱
の
形
態
と
機
能
の
関
係
や
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
変
化
に

私の研究・私の授業

大
学速

く
走
る
こ
と
が
で
き
る
身
体
へ
の
興
味

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
・
准
教
授 

若わ
か

原は
ら

　
卓た
く

図1　ボルト氏の脚を測る筆者
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関
す
る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
私
自
身
に
陸
上
競
技
の
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ゼ
ミ
学
生
や
大
学
院
生
に
は
陸
上
競
技
の
経
験
者
が

多
く
、
そ
う
し
た
学
生
さ
ん
た
ち
に
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
短

距
離
走
選
手
を
対
象
と
し
た
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す

(Takahashi et al.2021, 2022

な
ど)

。
こ
う
し
た
研
究
活
動

を
通
し
て
、
速
く
走
る
た
め
の
身
体
に
関
す
る
私
自
身
の
理
解
も

徐
々
に
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
私
が
感
じ
て
い
た
こ
と
は
、「
も
し
仮
に
、
中
学

生
頃
か
ら
今
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
知
識
を
持
っ
て
、短
距
離
走
の
練
習・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
た
ら
、
ど
れ
だ
け
速
く
走
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
疑
問
で
す
。「
も
し
か
し
た
ら
、

１
０
０
ｍ
を
10
秒
台
で
走
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
は
!?
」
と
勝
手
な

妄
想
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、「『
過
去
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し

て
い
た
ら
』
と
考
え
て
い
て
も
し
か
た
が
な
い
の
で
、
今
か
ら
で
も

速
く
走
る
こ
と
を
目
指
し
て
み
よ
う
！
」
と
思
い
ま
し
た
。
特
に
何

か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
決
意
し
ま

し
た
。
こ
れ
が
２
０
２
０
年
の
冬
で
、
私
は
40
歳
で
し
た
。

そ
の
頃
の
私
は
、
週
末
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
程
度
で
、
短
距
離

を
全
力
で
走
る
、
と
い
う
よ
う
な
運
動
を
ま
っ
た
く
行
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
手
始
め
に
１
０
０
ｍ
走
の
タ
イ
ム
を
測
っ
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
12
月
29
日
、
大
学
は
冬
期
休

暇
期
間
に
入
り
、
ほ
と
ん
ど
人
が
い
ま
せ
ん
。
誰
も
い
な
い
京
田
辺

キ
ャ
ン
パ
ス
の
陸
上
競
技
場
へ
行
き
、
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
を
片
手

に
１
０
０
ｍ
を
走
っ
て
み
ま
し
た
。
結
果
は
、
14
．
29
秒
で
し
た
。

年
が
明
け
た
２
０
２
１
年
か
ら
、
速
く
走
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
開
始
し
ま
し
た
。
大
学
教
員
と
し
て
の
仕
事
や
家
庭
で
の
役
割

も
あ
る
た
め
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
1
日

の
中
で
10
～
20
分
程
度
で
す
。
内
容
は
、
家
の
近
所
で
の
全
力
疾
走

や
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
ジ
ム
に

は
通
わ
ず
、
仕
事
の
合
間
に
行
っ
て
い
ま
す
。
学
術
論
文
の
知
見
を

参
考
に
、
短
距
離
走
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
関
連
が
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
筋
肉
を
中
心
に
鍛
え
て
い
ま
す
。

速
く
走
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
私
自
身
の
身
体
を
測
定
・
評

価
し
て
い
ま
す
。
私
の
実
験
室
に
は
、
超
音
波
画
像
装
置
（
い
わ
ゆ

る
エ
コ
ー
）
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
エ
コ
ー
を
使

っ
て
、
腹
部
皮
下
脂
肪
厚

や
腹
直
筋
厚
を
測
定
し

（
図
2
）、
速
く
走
る
た
め

に
余
計
な
脂
肪
が
蓄
積
し

て
い
な
い
か
、
定
期
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

図2　腹部の超音波画像
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ま
た
、
授
業
や
研
究
の
一

環
で
、
医
心
館
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ

装
置
を
使
用
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
授
業
の
終

わ
り
際
や
予
備
実
験
な
ど

で
、
私
自
身
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を

撮
影
し
て
も
ら
い
ま
す

（
図
3
）。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
は
、

一
つ
ひ
と
つ
の
筋
肉
の
体
積
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
短
距

離
走
選
手
は
、
お
尻
の
大
殿
筋
や
太
も
も
裏
側
の
ハ
ム
ス
ト
リ
ン
グ

ス
の
体
積
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
私
は
も
っ
と
肥

大
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１
０
０
ｍ
走
の
タ
イ
ム
は
、
光
電
管
と
い
う
装
置
を
使
っ
て
測
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
学
院
生
の
実
験
を
兼
ね
て
、
私
自
身
の
１
０

０
ｍ
走
タ
イ
ム
を
測
定
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
（
図
4
）。
２
０
２

１
年
9
月
は
13
．
57
秒
、
２
０
２
２
年
4
月
は
13
．
04
秒
、
２
０
２

２
年
10
月
は
13
．
14
秒
で
し
た
。
当
初
に
比
べ
て
1
秒
以
上
短
縮
し

て
お
り
、
当
面
の
目
標
は
12
秒
台
の
タ
イ
ム
で
す
。
２
０
２
３
年
に

な
っ
て
か
ら
は
１
０
０
ｍ
走
タ
イ
ム
を
計
測
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

２
０
２
４
年
に
は
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
に
出
場
し
、
公
認
記
録
を
計
測

し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
の
家
系
は
比
較
的
長

寿
で
す
。
4
人
の
祖
父
母

は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
う

ち
3
人
は
と
て
も
長
生
き

で
し
た
。
私
も
不
摂
生
を

し
な
け
れ
ば
、
長
く
生
き

ら
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
私
の
目
標
は
、
１
０
０
歳
で
１
０
０
ｍ
走
の
マ
ス
タ
ー

ズ
日
本
記
録
を
樹
立
す
る
こ
と
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
研
究
と
実

践
を
結
び
付
け
て
、
50
数
年
後
に
達
成
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

T
akahashi K

, K
am

ibayashi K
, W

akahara T
. 

M
uscle size of individual hip extensors in sprint 

runners: Its relation to spatiotem
poral variables and 

sprint velocity during m
axim

al velocity sprinting. 
PLoS O

ne. 2021, 5;16(4):e0249670.
T

akahashi K
, K

am
ibayashi K

, W
akahara T

. 
G

luteus and posterior thigh m
uscle sizes in sprinters: 

Their distributions along m
uscle length. Eur J Sport 

Sci. 2022, 22(6):799-807.

図4　100 m走タイムの計測

図3　大腿部のMRI
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私の研究・私の授業

女
子
大
学

子
ど
も
が
育
つ
環
境
創
造
の
た
め
に

生
活
科
学
部
准
教
授 

塚つ
か

田だ

　
由ゆ

佳か

里り

居
住
空
間
を
快
適
に
す
る
創
造
力
を
養
う
住
居
学

生
活
科
学
は
家
政
学
を
前
身
と
し
、
家
事
学
や
良
妻
賢
母
教
育
の

イ
メ
ー
ジ
が
根
強
く
残
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
日
で
は
家
族
・

家
庭
生
活
を
核
に
個
人
・
人
間
生
活
全
般
を
対
象
と
す
る
「
暮
ら
し

の
専
門
家
」の
養
成
を
使
命
と
し
ま
す
。生
活
科
学
は
暮
ら
し
の
発
展・

向
上
を
目
指
し
、
人
が
人
ら
し
く
生
き
、
よ
り
豊
か
な
人
間
生
活
を

創
る
た
め
の
条
件
を
生
活
者
・
消
費
者
の
視
点
か
ら
科
学
的
に
解
明
・

追
究
・
実
践
す
る
問
題
解
決
学
で
す
。
生
活
を
考
え
る
た
め
に
は
専

門
分
野
だ
け
で
な
く
異
な
る
専
門
分
野
と
の
協
働
や
多
角
的
視
点
が

不
可
欠
で
、
研
究
成
果
を
現
実
社
会
へ
還
元
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ

る
文
理
融
合
・
学
際
領
域
に
位
置
づ
く
独
自
の
学
問
な
の
で
す
。

私
の
専
門
分
野
は
住
居
学
と
建
築
計
画
学
で
す
。
伝
統
的
住
居
の

住
空
間
と
暮
ら
し
方
・
住
文
化
を
見
つ
め
、
住
居
の
見
方
や
選
び
方

を
学
び
、
現
代
家
族
・
個
人
の
暮
ら
し
方
か
ら
み
た
居
住
空
間
の
あ

り
方
を
考
え
る「
住
生
活
学
」、住
宅
や
店
舗
等
の
居
住
空
間
を
計
画・

デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
の
計
画
理
論
や
設
計
手
法
を
学
ぶ
「
住
ま
い
の

計
画
学
」「
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
論
」、
講
義
の
学
び
を
基
に
居
住

空
間
を
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
す
る
実
習
を
担
当
し
て
い
ま
す
。「
住
ま

い
の
計
画
学
」
で
は
暮
ら
し
が
大
き
く
変
容
す
る
明
治
時
代
以
降
に

日
本
の
住
居
が
い
か
に
発
展
し
て
き
た
の
か
、
専
門
家
・
建
築
家
に

よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
住
宅
が
生
み
出
さ
れ
、
現
代
住
宅
に
至
っ
て
い

る
の
か
を
学
び
こ
れ
か
ら
の
居
住
空
間
を
考
え
ま
す
。
身
近
な
環
境

で
あ
っ
て
も
住
居
に
つ
い
て
学
べ
る
の
は
工
学
・
芸
術
系
大
学
の
建

築
学
と
生
活
科
学
系
大
学
の
住
居
学
の
み
。
建
築
学
で
は
生
産
者
・

も
の
づ
く
り
の
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
に
対
し
て
住
居
学
で

は
居
住
者
や
生
活
ス
タ
イ
ル
を
出
発
点
と
し
て
暮
ら
し
や
す
い
住
空

間
を
考
え
る
点
が
特
長
で
、
生
活
者
と
し
て
の
生
活
経
験
、
感
性
、

問
題
意
識
を
活
か
せ
る
の
が
魅
力
で
す
。
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ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
「
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
」
研
究

学
生
時
代
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
テ
ー
マ
は
「
放
課
後
の
居

場
所
づ
く
り
」
で
す
。
特
に
共
働
き
・
ひ
と
り
親
家
庭
の
小
学
生
が

放
課
後
や
長
期
休
暇
中
を
自
宅
の
代
わ
り
に
過
ご
す
学
童
保
育
所
・

児
童
館
の
施
設
計
画
・
整
備
手
法
を
研
究
し
て
い
て
国
内
唯
一
人
。

日
本
の
認
可
保
育
所
の
施
設
水
準
は
世
界
的
に
み
て
も
高
水
準
で
す

が
、
共
働
き
が
主
流
の
今
日
で
あ
っ
て
も
社
会
イ
ン
フ
ラ
施
設
で
あ

る
学
童
保
育
所
の
施
設
整
備
は
か
な
り
遅
れ
て
い
て
い
ま
す
。

空
間
課
題
の
一
つ
は
生
活
空
間
の
乏
し
さ
で
す
。
過
半
数
の
学
童

保
育
所
は
小
学
校
内
に
設
置
さ
れ
、
余
裕
教
室
の
転
用
や
簡
易
建
物

を
建
築
し
て
場
所
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
四
十
名
の
子
ど

も
が
一
室
空
間
で
過
ご
し
、
静
養
・
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
ス
ペ
ー
ス
も
な

く
調
理
設
備
も
な
く
、
遊
び
や
生
活
に
支
障
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

も
う
一
つ
の
空
間
課
題
は
子
ど
も
を
囲
い
込
む
居
場
所
づ
く
り
が

進
ん
で
い
る
点
で
す
。
子
ど
も
が
学
校
内
で
放
課
後
を
過
ご
す
こ
と

は
事
故
・
犯
罪
に
遭
う
リ
ス
ク
が
少
な
い
た
め
親
に
と
っ
て
安
全
安

心
で
す
が
、
子
ど
も
の
育
ち
と
い
う
観
点
が
希
薄
な
よ
う
で
す
。
朝

か
ら
夕
方
ま
で
一
日
中
、
子
ど
も
は
学
校
内
で
過
ご
し
、
自
宅
周
辺

に
広
が
る
地
域
空
間
で
近
隣
住
民
と
交
流
し
た
り
、
地
域
社
会
・
地

域
文
化
に
触
れ
る
機
会
が
減
り
、
生
活
体
験
を
得
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
。
放
課
後
は
本
来
課
業
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
由
時
間
で
あ
り
、

誰
と
ど
こ
で
遊
ぶ
か
、
何
も
し
な
い
こ
と
や
休
む
こ
と
も
含
め
、
子

ど
も
自
身
が
自
ら
選
択
・
決
定
で
き
る
時
空
間
が
必
要
で
す
。
過
度

に
管
理
さ
れ
た
安
全
な
居
場
所
施
設
に
子
ど
も
を
囲
い
込
む
の
で
は

な
く
、
居
場
所
施
設
を
放
課
後
の
生
活
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
直
し
、

子
ど
も
が
地
域
空
間
へ
出
か
け
、
地
域
と
関
わ
っ
て
過
ご
せ
る
よ
う

に
保
育
環
境
や
地
域
環
境
を
再
構
築
し
て
い
く
視
点
が
必
要
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
に
立
ち
、
学
童
保
育
所
・
児
童
館
を
訪
問

し
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
、
利
用
者
、
自
治
体
の
声
を
聴
き
、
子
ど
も
が

育
つ
放
課
後
の
居
場
所
の
あ
り
方
を
探
究
し
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
て
学
ん
だ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
住
環
境

国
内
で
研
究
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
限
界
を
感
じ
、
学
位
取
得
後

は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
留
学
し
ま
し
た
。
な
ぜ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な
の
か
。

き
っ
か
け
は
次
の
二
つ
で
す
。
一
つ
は
建
築
見
学
の
た
め
に
訪
れ
た

教
会
で
父
子
三
組
が
木
工
す
る
光
景
に
出
会
っ
た
時
で
す
。
平
日
夕

刻
に
父
子
が
共
に
集
う
光
景
は
日
本
で
は
稀
で
見
か
け
ま
せ
ん
。「
な

ぜ
こ
の
よ
う
に
親
子
が
触
れ
合
う
時
間
が
持
て
る
の
か
。
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
暮
ら
し
や
子
育
て
環
境
を
知
り
た
い
」
と
興
味
を
惹
か
れ
ま

し
た
。
も
う
一
つ
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
世
界
で
最
も
子
ど
も
が
自
由

に
街
を
移
動
で
き
る
国
だ
か
ら
で
す
。
世
界
十
六
カ
国
が
参
加
し
た

国
際
調
査
（
二
〇
一
五
）
に
よ
る
と
、
北
欧
諸
国
が
上
位
を
占
め
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
首
位
で
し
た
（
日
本
は
五
位
）。
移
動
自
由
性
の
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指
標
は
「
子
ど
も
だ
け
で
大
通
り
を
横
断
で
き
る
か
」「
子
ど
も
だ

け
で
自
転
車
移
動
で
き
る
か
」「
暗
く
な
っ
て
か
ら
子
ど
も
だ
け
で

移
動
で
き
る
か
」
等
子
ど
も
の
単
独
移
動
が
何
歳
か
ら
で
き
る
の
か

で
測
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
・
犯
罪
・
迷
子
等
に
対
す
る
親
の
不

安
感
が
大
き
け
れ
ば
親
は
子
ど
も
の
行
動
に
制
限
を
か
け
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
。
子
ど
も
が
単
独
移
動
で
き
る
の
は
安
全
な
都
市
空
間
の
印

な
の
で
す
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
子
ど
も
が
自
由

に
移
動
で
き
る
背
景
に
は
、
小
国
で
都
市
密
度
が
低
い
こ
と
に
加
え
、

他
者
へ
の
信
頼
感
が
高
く
、
自
立
・
自
律
を
重
ん
じ
る
独
自
の
文
化

的
価
値
観
が
あ
る
か
ら
で
し
た
。

公
園
が
青
空
児
童
館
―
レ
イ
ッ
キ
プ
イ
ス
ト
事
例
研
究
ー

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
保
育
園
、
学
校
、
学
童
保
育
所
・
ユ
ー
ス
セ

ン
タ
―
、
公
園
、
子
育
て
支
援
施
設
・
ネ
ウ
ボ
ラ
、
図
書
館
等
を
調

査
し
て
廻
り
ま
し
た
。
中
で
も
注
目
し
て
い
る
の
は
レ
イ
ッ
キ
プ
イ

ス
ト
と
呼
ば
れ
る
公
園
で
、
１
１
０
年
の
歴
史
を
持
ち
ま
す
。
原
型

は
広
場
で
し
た
が
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
て
改
良
さ
れ
、
現
在
は

低
年
齢
児
向
け
遊
具
や
屋
内
施
設
が
整
備
さ
れ
た
、
誰
に
で
も
開
か

れ
た
公
園
で
す
。
平
日
は
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
子
ど
も
達
の
安
全

を
見
守
っ
て
く
れ
、
午
前
は
乳
幼
児
連
れ
の
親
子
を
対
象
と
し
た
子

育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
親
同
士
が
知
り
合
う

場
に
も
な
っ
て
お
り
、
キ
ッ
チ
ン
で
は
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
子

育
て
相
談
す
る
姿
も
み
ら
れ
ま
す
。
午
後
は
小
学
生
が
来
所
す
る
遊

び
場
と
な
り
、
二
〇
二
三
年
か
ら
屋
内
施
設
で
は
登
録
児
童
向
け
学

童
保
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
屋
内
施
設
の
部
屋
は
時
間
貸
し
も
可

能
で
、
自
治
会
の
集
会
や
子
ど
も
の
誕
生
日
会
に
も
使
わ
れ
ま
す
。

３
ヶ
月
近
く
あ
る
夏
休
み
に
は
公
園
で
「
夏
の
食
堂
」
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
達
へ
無
料
の
ス
ー
プ
が
配
ら
れ
ま
す
。
共
働
き
が
主
流
の
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
で
定
着
し
て
い
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
こ
の
よ
う
な

日
本
と
は
異
な
る
発
想
・
コ
ン
セ
プ
ト
で
作
ら
れ
た
先
進
事
例
の
仕

組
み
や
、
建
築
空
間
と
そ
の
使
わ
れ
方
を
調
査
し
、
利
用
者
ニ
ー
ズ

や
空
間
と
人
の
行
動
の
相
互
作
用
を
読
み
解
き
、
子
ど
も
施
設
の
空

間
計
画
・
設
計
へ
活
か
す
ヒ
ン
ト
を
集
め
て
い
ま
す
。

公共図書館の家族スペース

レイッキプイスト
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女
子
中
高

中
学
三
年
生
総
合
的
な
学
習
の 

時
間
の
取
り
組
み

司
書
教
諭 

加か

藤と
う

　
美み

穗ほ

子こ

二
〇
二
三
年
度
か
ら
中
学
三
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
新

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。
二
〇
二
三
年
度
は
、
二
〇
二
二
年

度
ま
で
の
実
践
を
元
に
、
発
表
と
そ
れ
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

の
充
実
や
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
の
育
成
を
目
指
し
て
計
画
し
ま
し
た
。

こ
の
授
業
に
携
わ
る
者
の
一
人
と
し
て
、
一
学
期
と
二
学
期
の
内
容

を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

中
学
三
年
生
総
合
的
な
学
習
の
時
間「
未
来
を
み
つ
め
る
」は
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
か
ら
考
え
る
未
来
」（
以
下
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」）
と
「
デ
ー
タ
で

読
み
解
く
社
会
」（
以
下
の
「
デ
ー
タ
」）
の
二
つ
の
単
元
を
両
輪
と

し
て
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
二
つ
を
並
行
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
で
、

「
未
来
を
み
つ
め
る
」
全
体
の
統
一
し
た
目
標
達
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
一
年
を
通
じ
て
の
目
標
は
以
下
の
通
り
で
す
。

① 

探
究
的
な
学
習
の
課
程
に
お
い
て
、
教
科
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、

正
解
の
な
い
課
題
を
協
働
的
に
探
究
し
続
け
、
自
己
の
生
き
方
を

考
え
、
探
究
的
な
学
習
の
良
さ
を
理
解
す
る
。

② 

知
的
好
奇
心
を
持
っ
て
日
常
生
活
や
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
を

観
察
し
、
そ
れ
ら
を
数
理
的
・
統
計
的
に
捉
え
、
実
社
会
や
実
生

活
の
中
か
ら
問
い
を
見
出
し
、
自
分
で
課
題
を
立
て
、
情
報
を
集

め
、
整
理
・
分
析
し
て
、
ま
と
め
・
表
現
す
る
力
を
養
う
。

③ 

探
究
的
な
学
習
に
主
体
的
・
協
働
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自

分
と
異
な
る
価
値
観
や
視
点
を
持
つ
人
の
存
在
に
気
付
き
、
互
い

の
良
さ
を
活
か
し
な
が
ら
共
に
生
き
る
た
め
に
、「
地
の
塩
」「
世

の
光
」
と
し
て
積
極
的
に
社
会
に
参
画
す
る
態
度
を
育
む
。

本
校
は
聖
書
に
あ
る
「
地
の
塩
」「
世
の
光
」
と
な
る
自
分
の
力

を
活
か
し
て
社
会
の
様
々
な
方
面
で
奉
仕
す
る
心
の
豊
か
さ
と
実
行

力
を
育
て
る
こ
と
を
教
育
の
理
念
と
し
て
い
ま
す
。「
未
来
を
み
つ

め
る
」
は
一
年
間
を
通
じ
て
、
現
代
社
会
の
抱
え
る
課
題
を
知
り
、

自
分
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
探
す
こ
と
で
、
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将
来
に
も
つ
な
が
る
学
習
経
験
を
持
つ
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

時
間
割
は
、
二
ク
ラ
ス
を
同
時
に
行
い
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
「
デ

ー
タ
」
を
裏
表
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。
二
〇
二
三
年
度
は
、
一
学

期
の
「
デ
ー
タ
」
で
数
学
科
の
教
員
が
全
ク
ラ
ス
の
授
業
を
担
当
し
、

一
学
期
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
は
、
主
と
な
る
教
員
一
名
と
司
書
教
諭
が

全
ク
ラ
ス
の
授
業
に
入
り
、
サ
ブ
と
な
る
教
員
が
三
名
で
二
ク
ラ
ス

ず
つ
担
当
し
ま
し
た
。
二
学
期
は
、「
デ
ー
タ
」
と
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

を
分
け
ず
に
授
業
を
行
い
、
教
員
は
各
ク
ラ
ス
二
名
で
担
当
し
ま
し

た
。

一
学
期

一
学
期
は
、
二
学
期
に
予
定
し
て
い
る
発
表
に
向
け
て
、
各
自
で

テ
ー
マ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
関
す
る
情
報
を
集
め
、

ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
並
行
し
て
統
計
デ
ー
タ
の
扱

い
方
を
学
び
、
毎
回
学
ん
だ
内
容
に
関
し
て
表
計
算
ソ
フ
ト
を
用
い

て
実
践
し
ま
し
た
。

当
初
は
二
時
間
連
続
の
授
業
時
間
を
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
「
デ
ー
タ
」

で
一
時
間
ず
つ
分
け
て
お
こ
な
う
予
定
で
し
た
が
、
作
業
時
間
の
確

保
の
た
め
途
中
か
ら
二
時
間
連
続
で
一
週
お
き
に
変
更
し
ま
し
た
。

二
時
間
連
続
に
な
っ
た
こ
と
で
、
課
題
に
取
り
組
む
時
間
が
十
分
に

確
保
で
き
ま
し
た
。

二
学
期

二
学
期
は
、
授
業
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
発
表
の
時
間
と
し
ま
し
た
。

一
人
の
八
分
～
十
分
の
発
表
と
し
、
そ
れ
に
加
え
て
質
疑
応
答
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
発
表
に
向
け
て
、
生
徒
は
一
学
期
か
ら
夏
休
み
の

間
に
作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド
に
加
え
、
レ
ジ
ュ
メ
を
用
意
し
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
は
提
出
後
担
当
教
員
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
て
、

修
正
・
追
加
を
し
た
も
の
を
用
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
発
表
者

そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
、
発
表
の
内
容
や
ス
ラ
イ
ド
、
レ
ジ
ュ
メ
、
グ

ラ
フ
な
ど
に
つ
い
て
評
価
を
つ
け
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
べ
た
か

コ
メ
ン
ト
を
記
入
し
ま
し
た
。

当
初
は
、
そ
の
日
予
定
さ
れ
た
発
表
が
す
べ
て
終
わ
っ
た
後
、
ク

ラ
ス
全
体
で
そ
の
日
の
発
表
全
体
を
通
し
て
学
び
を
共
有
す
る
時
間

を
持
つ
予
定
で
し
た
が
、
発
表
と
質
疑
応
答
の
み
で
授
業
時
間
が
終

わ
る
こ
と
も
多
く
、
毎
回
の
総
括
は
お
こ
な
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
発
表
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
時
間
を
十
分
に
確
保
し
た
こ
と

で
、
生
徒
は
積
極
的
に
質
疑
応
答
に
参
加
し
た
り
そ
こ
か
ら
教
員
も

交
え
て
話
題
が
発
展
し
た
り
と
、
二
〇
二
二
年
度
ま
で
に
比
べ
て
学

び
は
よ
り
深
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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ま
と
め
と
展
望

二
〇
二
三
年
度
か
ら
の
新
た
な
試
み
と
し
て
、
複
数
教
科
の
教
員

が
授
業
に
入
り
、
生
徒
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
の
専
門
性
を
活
か
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
特
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
経
済
分
野
や
環
境
分
野
に
か
か

わ
り
が
深
く
、
生
徒
と
し
て
は
既
習
の
部
分
も
あ
れ
ば
、
ま
だ
授
業

で
は
習
っ
て
い
な
い
概
念
や
用
語
も
あ
り
、
そ
の
時
に
は
教
員
の
サ

ポ
ー
ト
が
効
果
を
発
揮
し
た
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
中
学
三
年
生
の

担
任
が
授
業
担
当
者
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
、
生
徒
の
事
情

を
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
対
応
で
き
た
の
も
よ
か
っ
た
点
で
す
。

時
間
数
が
一
時
間
か
ら
二
時
間
に
増
え
た
こ
と
も
、
大
き
な
変
化

で
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
生
徒
た
ち
は
調
査
や
作
業
に
よ
り
多
く

の
時
間
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
授
業
内
に

作
業
す
る
時
間
を
多
く
持
て
た
こ
と
で
、
教
員
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
も

よ
り
充
実
し
ま
し
た
。
ま
た
、
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
発
表
に
対
す

る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
時
間
が
充
実
し
た
こ
と
で
、
調
べ
た
だ
け
に

終
わ
ら
な
い
学
び
や
気
付
き
が
生
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
二
〇
二
三
年
度
か
ら
の
新
た
な
取
り
組
み
で
あ
る

「
デ
ー
タ
」
の
単
元
に
よ
っ
て
、
調
べ
た
デ
ー
タ
の
出
典
の
信
頼
性

や
最
新
の
も
の
か
な
ど
、
表
や
グ
ラ
フ
な
ど
の
数
値
に
対
す
る
意
識

も
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
も
グ
ラ
フ
を
用
い
て
説
明
を
し
た

発
表
は
あ
り
ま
し
た
が
、
二
〇
二
三
年
度
は
よ
り
多
く
の
生
徒
が
グ

ラ
フ
や
マ
ッ
プ
チ
ャ
ー
ト
を
読
み
解
い
た
り
作
成
し
た
り
し
て
活
用

す
る
姿
勢
を
見
せ
ま
し
た
。
授
業
で
実
践
を
多
く
お
こ
な
っ
た
効
果

が
出
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

一
方
で
、
次
年
度
以
降
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
の
様
子
を
見

て
途
中
か
ら
二
時
間
連
続
の
授
業
に
変
更
し
ま
し
た
が
、
授
業
が
隔

週
に
な
る
こ
と
で
、
生
徒
が
取
り
組
み
へ
の
継
続
し
た
意
識
を
持
ち

に
く
か
っ
た
り
、
生
徒
の
取
り
組
み
に
対
し
て
教
員
が
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
減
っ
た
り
す
る
と
い
う
課
題
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
全
ク
ラ
ス
の
授
業
回
数
が
揃
っ
て
い
な
い
場
合
や
急
な

休
校
や
変
更
な
ど
が
起
き
た
場
合
は
、
ク
ラ
ス
で
大
き
な
差
が
生
じ

る
こ
と
が
予
想
で
き
ま
す
。

ま
た
、
担
当
者
に
つ
い
て
も
課
題
が
あ
り
ま
す
。
複
数
の
教
員
が

い
た
こ
と
で
、
生
徒
が
各
自
取
り
組
む
作
業
に
手
厚
く
指
導
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
複
数
教
科
に
渡
っ
て
教
員
が
関
わ
る
授
業
と
な

る
と
、
担
当
者
を
決
め
た
り
時
間
割
を
組
ん
だ
り
す
る
作
業
が
煩
雑

に
な
り
ま
す
。
今
後
も
複
数
の
教
員
が
関
わ
っ
て
こ
の
授
業
を
続
け

て
い
く
た
め
に
は
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
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私の研究・私の授業

国
際
学
院

読
書
に
つ
な
げ
る 

国
語
（
に
ほ
ん
ご
）
の
授
業

初
等
部
教
諭 

上あ
が

里り

　
久く

美み

一
条
校
と
し
て
大
切
に
し
た
い
国
語
教
育

同
志
社
国
際
学
院
初
等
部
で
は
授
業
全
体
の
約
半
分
を
英
語
で
教

え
て
い
ま
す
。
一
学
年
に
必
ず
１
、
２
人
の
外
国
人
が
副
担
任
の
よ

う
な
形
で
つ
い
て
い
る
た
め
、
子
ど
も
達
は
日
常
的
に
シ
ャ
ワ
ー
を

浴
び
る
よ
う
に
英
語
に
親
し
む
環
境
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
校

は
学
校
教
育
法
第
１
条
で
定
め
ら
れ
た
一
条
校
で
す
。
英
語
教
育
に

力
を
入
れ
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
を
教
育
の
３
本
柱
の
一
つ
と
し
て

進
め
て
い
る
学
校
だ
か
ら
こ
そ
、「
に
ほ
ん
ご
」
を
教
え
る
教
師
は

母
語
で
あ
る
日
本
語
の
力
を
そ
れ
以
上
に
し
っ
か
り
と
培
う
必
要
が

あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
の
文
化
庁
文
化
部
国
語
科
は
、「
国
語
力
を
身
に
付

け
る
た
め
の
国
語
教
育
の
在
り
方
」
の
中
で
、「
国
語
教
育
の
中
で
、

「
自
ら
本
に
手
を
伸
ば
す
子
供
」
を
育
て
る
こ
と
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
読
書
は
、
国
語
力
を
形
成
し
て
い
る
「
考
え
る
力
」「
感
じ

る
力
」「
想
像
す
る
力
」「
表
す
力
」
や
「
国
語
の
知
識
」
の
い
ず
れ

に
も
か
か
わ
り
、
こ
れ
ら
の
力
を
育
て
る
上
で
中
核
と
な
る
も
の
で

あ
る
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
学
校
に
お
け
る
国
語
科
教
育

で
は
、「
情
緒
力
」「
論
理
的
思
考
力
」「
思
考
そ
の
も
の
を
支
え
て

い
く
語
彙
力
」
の
育
成
を
重
視
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
情

緒
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
は
、
小
学
校
段
階
か
ら
「
読
む
」
こ
と

を
重
視
し
、国
語
科
の
授
業
の
中
で
、文
学
作
品
を
中
心
と
し
た
「
読

む
」
こ
と
の
授
業
を
意
図
的
・
継
続
的
に
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。」
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

同
志
社
国
際
学
院
の
国
語
の
授
業

さ
て
、
現
在
私
は
四
年
生
の
担
任
を
し
て
い
ま
す
。
国
際
バ
カ
ロ

レ
ア
に
基
づ
く
探
究
型
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
国
語
（
本
校

で
は
「
に
ほ
ん
ご
」
と
言
っ
て
い
る
）
と
し
て
単
独
で
確
保
さ
れ
て

い
る
授
業
数
は
四
年
生
で
は
週
三
時
間
で
あ
り
、
一
般
的
な
学
校
の

週
七
時
間
と
は
四
時
間
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
そ
の
四
時
間
は

探
究
の
授
業
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
説
明
文
な
ど
で
学
ん
だ
力
を

活
用
し
て
い
く
教
科
横
断
型
の
授
業
と
し
て
探
究
の
時
間
の
中
で
実

施
し
て
い
ま
す
。）

こ
こ
で
は
、
四
年
生
の
代
表
的
な
物
語
文
『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
を
ど

の
よ
う
に
授
業
し
た
の
か
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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四
年
生
の
物
語
教
材
『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』

『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
は
一
九
五
六
年
に
初

め
て
国
語
教
科
書
に
登
場
し
て
以
来
、

七
〇
年
以
上
も
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
続

け
て
き
ま
し
た
。
し
か
も
、
こ
の
四
十
五

年
余
り
は
、
す
べ
て
の
四
年
生
の
教
科

書
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、『
ご

ん
ぎ
つ
ね
』
が
こ
れ
ほ
ど
長
く
教
材
と

し
て
の
命
脈
を
保
っ
て
き
た
の
か
を
鶴

田
清
司
氏
は
そ
の
文
学
的
価
値
か
ら
、

起
承
転
結
が
明
確
な
ス
ト
ー
リ
ー
構
成
、

異
な
る
世
界
に
生
き
る
も
の
た
ち
の
心

の
ふ
れ
あ
い
と
い
う
テ
ー
マ
性
、
最
後
の

場
面
に
お
け
る
視
点
の
転
換
と
感
動
的

な
結
末
、
民
話
的
な
語
り
口
と
伝
承
性

と
い
う
４
点
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。［
１
］

『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
の
授
業

こ
の
物
語
文
の
学
習
で
は
、「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
登
場
人

物
（
こ
こ
で
は
ご
ん
）
の
気
持
ち
の
変
化
や
性
格
、
情
景
に
つ
い
て
、

場
面
の
移
り
変
わ
り
（
六
場
面
）
と
結
び
付
け
て
具
体
的
に
想
像
で

き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
ず
は
、
物
語
を
読
み
取
る
際
に
大
切
な
、
い
つ
・
ど
こ
・
だ
れ

に
つ
い
て
一
場
面
か
ら
読
み
取
り
、
そ
の
後
、
全
六
場
面
で
構
成
さ

れ
て
い
る
物
語
の
場
面
ご
と
に
（
四
、
五
場
面
は
ま
と
め
て
考
え
ま

し
た
）
一
貫
し
て
叙
述
か
ら
読
み
取
り
、
そ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
た
。

板
書
・
ノ
ー
ト
へ
の
ま
と
め
方
、
授
業
の
方
法
に
つ
い
て
は
有
元

秀
文
氏
が
提
案
し
て
い
る
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
方
法
を
師
事
し
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
マ
ッ
プ（
登
場
人
物
相
関
図
）・シ
ー
ケ
ン
ス
チ
ャ
ー
ト（
あ

ら
す
じ
）
を
作
っ
た
後
に
、
ビ
ッ
ク
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
（
主
発
問
）
で

話
し
合
う
形
を
取
り
ま
し
た
。［
２
］

例
え
ば
、
自
分
が
や
っ
て
し
ま
っ
た
い
た
ず
ら
を
反
省
し
て
兵
十

に
つ
ぐ
な
い
を
す
る
ご
ん
は
、
初
め
、
ぬ
す
ん
だ
い
わ
し
を
兵
十
の

う
ち
の
中
へ
投
げ
込
み
ま
す
。
し
か
し
、
次
か
ら
は
入
り
口
に
く
り

を
置
い
て
帰
り
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
い
ご
の
場
面
の
兵
十
に
火
縄
じ

ゅ
う
で
う
た
れ
た
時
に
は
う
ち
の
中
の
土
間
に
か
た
め
て
置
い
て
い

ま
す
。
こ
の
つ
ぐ
な
い
の
渡
し
方
（
置
き
方
）
の
叙
述
に
注
目
し
て

み
る
だ
け
で
も
、
そ
こ
か
ら
ご
ん
の
気
持
ち
が
想
像
で
き
ま
す
。
し

か
も
、
く
り
や
松
た
け
を
く
れ
て
い
る
の
を
兵
十
が
「
神
様
の
し
わ

ざ
」
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
後
は
、
置
く
場
所
が
入
り
口

か
ら
う
ち
の
中
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
気
が
つ
い
た
子
ど
も
達

は
、（
自
分
が
届
け
て
い
る
こ
と
を
兵
十
に
知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
か

ら
で
は
な
い
か
な
。）
と
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、
兵
十
の
ご
ん
の
呼
び
方
が
「
ぬ
す
っ
と
ぎ
つ
ね
め
」「
あ

の
ご
ん
ぎ
つ
ね
め
」
か
ら
「
ご
ん
」「
お
ま
い
（
お
ま
え
）」
に
変
わ

っ
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
兵
十
の
ご
ん
に
対
す
る
気
持
ち
を
考
え
ま
し

た
。
文
章
で
使
わ
れ
て
い
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
や
色
に
注
目
し
て
考
え
て

み
た
り
も
し
ま
し
た
。（
こ
れ
は
高
学
年
で
の
宮
沢
賢
治
作
品
の
読

解
に
つ
な
が
り
ま
す
。）

そ
し
て
シ
ー
ケ
ン
ス
チ
ャ
ー
ト
（
あ
ら
す
じ
）
を
考
え
る
中
で
、

 

第一場面の子ども
のノートより 
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私の研究・私の授業

一
場
面
か
ら
五
場
面
が
す
べ
て
「
○
○
す
る
ご
ん
」
だ
っ
た
の
に
、

六
場
面
だ
け
が
「
○
○
す
る
兵
十
」
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
子

ど
も
達
が
「
な
ん
だ
か
お
か
し
い
な
」
と
気
づ
き
、
実
は
六
場
面
だ

け
意
図
的
に
語
り
手
の
視
点
が
ご
ん
か
ら
兵
十
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
な
ぜ
そ
う
し
た
の
か
!?　
を
考
え
て
い
く
中
で
、

新
美
南
吉
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
を
よ
り
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

国
語
教
育
の
中
で
、「
自
ら
本
に
手
を
伸
ば
す
子
供
」
を
育
て
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
た
め
、
こ
の
単
元
の
最
後
は
、
他
の
新
美
南
吉
作

品
を
読
ん
で
自
力
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
マ
ッ
プ
や
シ
ー
ケ
ン
ス
チ
ャ
ー
ト

を
書
く
学
び
を
入
れ
（『
新
美
南
吉
童
話
集
』
世
界
文
化
社
を
全
員
に

課
題
図
書
と
し
て
渡
し
ま
し
た
）、「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
で
培
っ
た
力
を
使

っ
て
他
の
作
品
も
深
く
読
解
し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
学
習
を
終
え
て
の
子
ど
も
達
の
感
想
を
い
く
つ
か
ご
紹

介
し
て
私
の
ご
報
告
を
終
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
最
初
は
、
悲
し
く
て
ご
ん
ぎ
つ
ね
が
か
わ
い
そ
う
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。
で
も
じ
ゅ
業
で
し
っ
か
り
オ
ノ
マ
ト
ペ
や
色
い
ろ
な
カ
ギ
と
な

る
も
の
を
見
つ
け
る
う
ち
に
、
作
者
は
ど
ん
な
こ
と
が
表
し
た
か
っ
た

の
か
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
読
ん
で
い
く
と
、
ご
ん

ぎ
つ
ね
の
し
点
か
ら
急
に
兵
十
の
し
点
に
変
わ
っ
て
い
る
の
も
読
み
と

れ
ま
し
た
。
細
か
く
本
を
読
ん
だ
の
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
一
つ
の

言
葉
で
意
外
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
り
す
る
の
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ご
ん
ぎ
つ
ね
が
本
当
に
反
省
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。
ナ
レ
ー
タ
ー
の
こ
と
を
語
り
手
と
い
う
の
も
わ
か
り
ま
し
た
。

細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
よ
み
と
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
し
点
か
ら
見
る
と
、
本
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。」

「
ぼ
く
は
、
ご
ん
ぎ
つ
ね
を
読
ん
で
、
最
後
は
く
り
や
松
た
け
を

と
ど
け
て
い
た
の
が
ご
ん
だ
と
兵
十
に
分
か
っ
て
も
ら
え
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
何
回
読
ん
で
も
む
ね
が
ぎ
ゅ
っ
と
い
た
く
な
り
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
も
っ
と
ち
が
う
方
法
で
つ
ぐ
な
っ
て
い
た
ら
な
と

思
う
か
ら
で
す
。

イ
ワ
シ
や
栗
を
だ
ま
し
と
っ
て
わ
た
し
て
つ
ぐ
な
お
う
と
思
っ
て

も
、
ま
さ
か
い
た
ず
ら
も
の
の
ご
ん
が
く
れ
た
物
だ
と
は
だ
れ
も
思

い
ま
せ
ん
。
も
し
ぼ
く
が
、
兵
十
な
ら
や
っ
ぱ
り
神
様
の
お
か
げ
だ

と
思
う
と
思
い
ま
す
。
ご
ん
は
、
け
っ
し
て
悪
い
き
つ
ね
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
い
た
ず
ら
を
と
て
も
後
か
い
し
て
る
か

ら
で
す
。
た
だ
、
楽
し
い
こ
と
を
し
た
い
。
友
達
に
な
り
た
い
。
と

思
っ
た
だ
け
で
す
。
兵
十
も
優
し
い
人
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
何
度
も
何
度
も
す
な
お
に
あ
や
ま
れ
ば
兵
十
も
ゆ
る
し
て
く
れ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
せ
め
て
、
火
縄
じ
ゅ
う
で
う
つ
前
に
ご
ん
が
栗

を
と
ど
け
て
く
れ
た
事
に
気
づ
い
て
く
れ
た
ら
な
あ
と
思
い
ま
す
。

最
近
、「
ク
マ
ひ
害
」
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
山
の
動
物

達
と
人
間
は
な
か
な
か
仲
良
く
な
れ
ま
せ
ん
。
山
の
動
物
達
が
人
を

お
そ
う
の
も
き
っ
と
理
由
が
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
気
持
ち

を
分
か
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。」

［
１
］『
文
学
の
授
業
づ
く
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
・
授
業
実
践
史
を
ふ
ま
え
て
』

浜
本
純
逸
監
修
渓
水
社

［
２
］『
言
語
力
を
育
て
る
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
―
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
た

新
た
な
指
導
法
』

タ
フ
ィ
ー
・E. 

ラ
フ
ァ
エ
ル
そ
の
他
（
著
）　
有
元
秀
文
訳　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
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新 刊 紹 介

安
中
市
と
同
志
社
を
つ
な
ぐ

本も
と

井い 

康や
す

博ひ
ろ

（
元
大
学
神
学
部
教
授
）
著

同
志
社
は
昨
年
（
二
〇
二
三
年
）
七
月
十
七
日
に
群
馬
県
安あ

ん
中な

か
市
と
連
携
協
力
協

定
を
結
ん
だ
。
本
書
は
締
結
記
念
と
し
て
当
日
、
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
締
結
式

は
安
中
市
で
催
さ
れ
、
式
後
に
朝
原
宣の

ぶ
治は

る
氏
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
銀
メ
ダ
リ

ス
ト
）
と
並
ん
で
、
私
が
記
念
講
演
「
安
中
と
同
志
社
の
史
的
連
鎖
」
を
披
露
し
た
。 

本
書
執
筆
の
狙
い
は
、
協
定
締
結
に
至
っ
た
両
者
の
史
的
交
流
を
明
示
す
る
こ
と

に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
交
流
の
主
流
が
文
化
（
教
育
・
宗
教
）
領
域
で
あ
っ
た
の
は
、

起
点
の
新
島
襄
に
由
来
す
る
。
神
田
で
生
育
し
た
新
島
は
父
親
が
安
中
出
身
ゆ
え
に

血
縁
的
に
は
上
州
系
江
戸
っ
子
で
あ
る
。 

一
方
、
地
元
の
安
中
で
は
、
新
島
が
洗
礼
を
授
け
た
湯
浅
治
郎
（
有
田
屋
当
主
）

が
最
大
の
功
労
者
で
あ
る
。
近
親
者
や
子
ど
も
た
ち
を
十
人
前
後
、
同
志
社
に
送
っ

た
ば
か
り
か
、
新
島
の
生
前
、
社
員
（
現
理
事
）
と
し
て
同
志
社
の
経
営
に
従
事
し

た
う
え
、
新
島
死
後
は
京
都
に
転
じ
て
二
十
年
間
、
財
務
を
無
給
で
担
当
し
た
。 

安
中
教
会
設
立
、
新
島
記
念
会
堂
の
建
設
、
柏
木
義ぎ

円え
ん

を
始
め
と
す
る
同
志
社
か

ら
の
歴
代
牧
師
招
聘
に
も
尽
力
し
た
。
湯
浅
家
は
戦
後
に
は
安
中
に
新
島
学
園
を
創

設
し
、
湯
浅
八
郎
（
治
郎
の
五
男
）
を
同
志
社
総
長
の
ま
ま
理
事
長
・
校
長
に
迎
え

た
（
詳
細
は
拙
著
『
新
島
学
園
も
の
が
た
り
』
参
照
）。

ち
な
み
に
湯
浅
家
縁ゆ

か
りの

総
長
は
、
八
郎
を
含
め
て
四
人
に
及
ぶ
。 

か
つ
て
京
都
と
安
中
を
結
ぶ
中な

か
山せ

ん
道ど

う
が
物
と
人
の
流
れ
で
賑
わ
っ
た
以
上
に
、
協

定
締
結
を
契
機
に
さ
ら
な
る
諸
種
の
領
域
で
交
流
が
活
性
化
さ
れ
、
シ
ン
・
中
山
道

が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。 

 

著
者
よ
り

人
物
叢
書 

中
田 

薫

北き
た 

康や
す

宏ひ
ろ

（
大
学
文
学
部
教
授
）
著

中
田 

薫
と
聞
い
て
、
そ
の
学
問
業
績
や
学
界
貢
献
に
つ
い
て
想
起
で
き
る
人
は
稀

で
あ
ろ
う
。
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
活
躍
し
た
法
制
史
学
の
創
始
者
、
東
京
帝
国
大

学
法
学
部
教
授
で
あ
る
。
私
が
そ
ん
な
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
人
物
の
伝
記
を
書
き
た
い
と

思
っ
た
契
機
は
、
学
生
時
代
か
ら
そ
の
学
問
に
心
底
魅
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

昭
和
初
期
に
文
学
部
に
も
出
講
し
、
当
時
学
生
だ
っ
た
古
代
史
の
坂
本
太
郎
や
中

世
史
の
石
母
田
正
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
、
今
日
に
至
る
日
唐
律
令
比
較
研
究
、

荘
園
制
研
究
、
封
建
制
研
究
な
ど
の
潮
流
を
作
っ
た
。
従
来
の
支
配
者
目
線
の
日
本

歴
史
を
、
歴
史
の
な
か
で
生
き
抜
く
無
名
の
個
人
の
営
み
か
ら
捉
え
な
お
し
た
。
江

戸
時
代
の
民
衆
の
結
婚
・
離
婚
・
借
金
な
ど
を
描
く
『
徳
川
時
代
の
文
学
に
見
え
た

る
私
法
』
は
そ
の
代
表
作
で
あ
る
。
日
本
民
法
を
編
纂
し
た
梅
謙
次
郎
か
ら
学
ん
だ

自
由
法
観
念
の
う
え
に
ド
イ
ツ
歴
史
法
学
を
応
用
し
た
研
究
方
法
で
、
同
期
生
の
柳

田
國
男
の
学
問
と
は
双
子
関
係
に
あ
る
。
中
田
が
い
な
か
っ
た
ら
、
戦
後
の
日
本
史

研
究
の
道
程
は
全
く
異
な
っ
た
残
念
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

彼
の
堅
実
な
研
究
生
活
を
基
礎
づ
け
た
学
問
愛
は
、
学
問
へ
の
不
当
な
弾
圧
と
の

戦
い
と
し
て
も
表
出
す
る
。
若
く
し
て
日
露
戦
争
末
期
の
戸
水
事
件
に
参
加
し
、
澤

柳
事
件
・
瀧
川
事
件
な
ど
大
学
の
自
治
を
脅
か
す
政
府
介
入
で
は
文
部
大
臣
に
直
談

判
す
る
な
ど
中
心
と
な
っ
て
向
き
合
い
、
親
友
の
吉
野
作
造
と
と
も
に
昭
和
初
期
の

左
翼
学
生
運
動
や
軍
部
右
翼
の
大
学
干
渉
と
戦
っ
た
。
他
方
、
権
威
を
嫌
い
、
学
士

院
恩
賜
賞
や
名
誉
教
授
を
あ
っ
さ
り
辞
退
、
戦
後
最
初
の
文
化
勲
章
に
選
ば
れ
た
際

も
断
り
か
け
た
が
、
同
期
の
松
本
烝
治
や
義
兄
吉
田 

茂
の
説
得
で
嫌
々
受
け
た
と

い
う
偏
屈
で
あ
る
。
そ
の
人
生
の
す
べ
て
が
「
学
問
」
へ
の
献
身
で
あ
っ
た
。
学
術

会
議
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
学
問
へ
の
政
治
介
入
が
問
題
と
な
る
今
日
、
こ
う
い
っ
た

「
学
問
の
自
由
」「
大
学
の
自
治
」
の
歴
史
を
、
本
書
を
通
じ
て
多
く
の
学
生
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。 

著
者
よ
り

吉川弘文館
2,640円（税込）

刊行日 2023年7月

サンエムカラー
1,650円（税込）

刊行日 2023年7月
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新 刊 紹 介
※著者の所属・職名は執筆時のものです。

ク
ィ
ア
・
シ
ネ
マ

菅か
ん

野の

優ゆ
う

香か

（
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
・
　
　

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
教
授
）
著

19
世
紀
末
に
誕
生
し
た
そ
の
瞬
間
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
映
画
は
、
家
族
や

子
ど
も
、
恋
愛
な
ど
を
描
き
つ
つ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
り
装
置
と
し

て
存
在
し
続
け
て
き
た
映
画
を
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
規
範
性
を

批
判
的
に
問
い
直
す
「
ク
ィ
ア
」
の
視
点
か
ら
考
え
た
の
が
本
書
で
す
。
も
と
も
と

は
、「
奇
妙
な
」、「
い
っ
ぷ
う
変
わ
っ
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
ク
ィ
ア
と
い
う

語
は
、
後
に
（
主
に
男
性
）
同
性
愛
者
を
指
す
侮
蔑
語
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
が
大
き
な
変
化
を
遂
げ
る
の
が
、
１
９
９
０
年
前
後
で
す
。
当
時
、
エ
イ
ズ
・
ア

ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
学
術
研
究
を
通
し
て
再
定
義
さ
れ
た
「
ク
ィ
ア
」
は
、
規
範
性

を
問
う
視
座
と
し
て
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
映
画
も
そ
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
ク

ィ
ア
理
論
は
、
そ
れ
ま
で
の
映
画
の
あ
り
方
を
批
判
的
に
見
る
方
法
を
教
え
る
と
同

時
に
、
映
画
に
は
ま
だ
ま
だ
探
求
さ
れ
て
い
な
い
大
き
な
可
能
性
の
領
域
が
あ
る
こ

と
を
示
し
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

『
ク
ィ
ア
・
シ
ネ
マ
』
は
、
過
去
10
年
間
に
雑
誌
や
共
著
書
な
ど
に
書
い
て
き
た

文
章
を
大
幅
に
加
除
修
正
し
、
書
き
下
ろ
し
の
3
本
を
加
え
て
一
冊
の
本
に
し
た
も

の
で
す
。
映
画
作
家
と
作
品
、
ス
タ
ー
と
観
客
と
い
っ
た
、
映
画
研
究
で
は
お
な
じ

み
の
分
析
対
象
だ
け
で
な
く
、
映
画
祭
や
映
画
運
動
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
め
ぐ
る
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
ま
す
。
本
書
を
入

り
口
と
し
て
、
ク
ィ
ア
・
シ
ネ
マ
の
豊
か
な
批
評
生
や
実
験
性
の
一
端
に
触
れ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

 

著
者
よ
り

昭
和
歌
謡
と
人
文
学
の
季
節

井い

口ぐ
ち 

貢み
つ
ぐ（

大
学
政
策
学
部
教
授
）
著

歌
謡
曲
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
昭
和
レ
ト
ロ
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
た
だ
私
が

こ
ん
な
本
を
書
い
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
は
、
ブ
ー
ム
に
迎
合
し
た
わ
け
で
は
決
し

て
な
い
。
お
よ
そ
30
年
前
に
、
岐
阜
市
の
大
学
に
勤
務
し
て
い
た
こ
ろ
、
地
元
放
送

局
か
ら
の
依
頼
で
「
い
ぐ
ち
み
つ
ぐ
の
ラ
ン
ブ
リ
ン
グ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
と
い
う

冠
番
組
を
持
た
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
実
は
動
機
の
遠
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
概
略
を
い
え
ば
、
私
が
偏
愛
す
る
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
や
Ｊ
．
ポ
ッ
プ
を
一
曲
紹
介

し
、
そ
れ
を
手
掛
か
り
に
地
域
社
会
や
世
相
を
語
る
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
。
わ
ず

か
20
分
弱
の
番
組
で
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
も
私
に
任
さ
れ
た
。

そ
の
初
回
に
か
け
た
曲
が
、
高
石
と
も
や
と
ザ
・
ナ
タ
ー
シ
ャ
セ
ブ
ン
の
「
街
」

で
あ
っ
た
。
本
書
で
は
こ
の
曲
の
こ
と
を
「
永
い
あ
と
が
き
」
の
な
か
の
「
地
名
の

出
な
い
京
都
ソ
ン
グ
」
と
い
う
項
で
取
り
上
げ
て
い
る
。
１
９
７
５
年
（
昭
和
50
）

に
京
都
市
民
ま
つ
り
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と
し
て
も
歌
わ
れ
た
こ
の
曲
に
、
当
時
大
学

生
だ
っ
た
私
は
得
も
い
え
ぬ
新
鮮
な
魅
力
に
惹
か
れ
た
。
有
体
の
ご
当
地
ソ
ン
グ
は
、

時
と
し
て
固
有
名
詞
で
胡
麻
化
す
こ
と
で
羊
頭
狗
肉
と
な
る
。
し
か
し
、
高
石
に
よ

る
こ
の
歌
詞
は
、
普
通
名
詞
し
か
出
て
こ
な
い
。
詞
が
詩
と
な
っ
て
そ
の
行
間
を
駆

け
て
昇
華
し
、
曲
が
編
曲
に
よ
っ
て
変
容
す
る
。
そ
し
て
一
人
の
歌
手
の
唄
が
唱
と

な
っ
て
、
そ
し
て
歌
い
継
が
れ
て
い
く
。
そ
の
化
学
反
応
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ト
ナ
ン
バ

ー
を
つ
く
る
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
、
一
夜
限
り
の
時
代
の
寵
児
に
な
る
必
要
は
な
い
。

大
衆
文
化
の
存
在
形
態
の
ひ
と
つ
で
あ
る
歌
謡
曲
が
、
そ
の
と
き
人
文
知
の
一
端
を

想
起
さ
せ
て
時
代
を
超
え
る
。
そ
ん
な
想
い
の
中
で
紡
い
だ
の
が
こ
の
拙
著
で
あ
る
。

 

著
者
よ
り

フィルムアート社
3,080円（税込）

刊行日 2023年4月

ナカニシヤ出版
2,640円（税込）

刊行日 2023年5月
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新 刊 紹 介

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
平
和

中な
か

西に
し 

久ひ
さ

枝え

（
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
・
　
　

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
教
授
）
著

本
書
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
、
シ
リ
ア
内
戦
や
イ
エ
メ
ン
内
戦
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
の
タ
リ
バ
ー
ン
政
権
復
活
な
ど
中
東
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
の
紛
争
や
戦
争
、
さ

ら
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
問
題
や
中
東
の
民
主
化
と
経
済
発
展
な

ど
、
当
該
地
域
で
起
こ
っ
て
い
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
読
み
解
く
た
め
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
戦
争
学
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
出
版
す
る
お
話

を
い
た
だ
い
た
当
初
は
、
日
本
に
馴
染
み
の
な
い
戦
争
学
と
い
う
言
葉
に
違
和
感
を

覚
え
た
。
で
も
戦
争
と
平
和
は
表
裏
一
体
で
あ
る
こ
と
は
中
東
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
通
じ
て
痛
感
し
て
き
た
。
欧
米
や
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で
テ
ロ
リ
ス
ト
と
命
名

し
が
ち
で
あ
る
タ
リ
バ
ー
ン
や
ハ
マ
ス
に
与
す
る
人
び
と
が
、
ふ
つ
う
に
家
庭
や
社

会
生
活
を
営
み
、
貧
困
や
生
活
難
に
あ
え
ぐ
人
び
と
に
対
し
て
福
祉
活
動
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
現
地
で
知
っ
た
。
ま
た
、
昼
間
は
畑
を
耕
し
、
夜
は
特
殊
部
隊
の
戦
闘

員
と
な
っ
て
生
活
の
糧
を
得
て
い
る
話
を
聞
く
機
会
も
あ
っ
た
。
中
東
イ
ス
ラ
ー
ム

世
界
の
人
び
と
と
の
触
れ
合
い
に
よ
っ
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
と
普
通
の
人
の
境
界
線
を

ど
う
引
け
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
問
い
を
長
年
温
め
て
き
た
が
、
そ
れ
を
本
の
一
部

で
紹
介
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。
本
書
は
、
２
０
２
２
年
２
月
中
旬
か
ら
半
年
間

大
学
か
ら
い
た
だ
い
た
在
外
研
究
期
間
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
ホ

ス
ト
大
学
に
到
着
し
て
６
日
後
に
始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
衝
撃
を
戦
争
学
の

メ
ッ
カ
と
言
わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
で
感
じ
取
り
な
が
ら
、
情
報
戦
や
心
理
戦
と
い
っ
た

非
通
常
戦
が
軍
事
支
援
を
正
当
化
し
て
い
る
現
実
に
も
疑
問
を
感
じ
な
が
ら
執
筆
し

た
の
を
今
も
覚
え
て
い
る
。
日
ご
と
に
混
沌
と
し
て
い
く
世
界
の
な
か
で
、
将
来
を

切
り
開
い
て
い
く
若
い
人
た
ち
に
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

 

著
者
よ
り

創元社
2,640円（税込）

刊行日 2023年6月

<

日
常>

の
な
か
の
近
世 

―
あ
る
小
さ
き
も
の
の
物
語

西に
し

岡お
か 

直な
お

樹き

（
大
学
文
学
部
名
誉
教
授
）
著

一
七
世
紀
後
半
の
紀
州
・
和
歌
山
城
下
に
、
一
人
の
男
が
生
き
て
い
ま
し
た
。

紀
州
藩
家
老
三
浦
為
時
・
為
隆
に
仕
え
た
家
臣
で
、
名
前
は
石
橋
辰
章(

一
六
四

二
～
一
七
〇
一)

、
主
君
為
時
か
ら
下
さ
れ
た
名
は
「
生
菴
」。

彼
は
、一
生
「
大
事
件
」
と
い
う
も
の
に
出
会
う
こ
と
な
く
、「
平
穏
」
に
「
近
世
」

と
い
う
時
間
を
生
き
、
還
暦
の
前
年
に
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。「
歴
史
学
」
の
上

で
は
、「
名
も
な
い
」
一
人
の
男
で
す
。
本
書
は
、
こ
の
男
が
遺
し
た
十
七
冊
の
日

記
か
ら
、
彼
の
〈
日
常
〉
を
み
つ
め
た
、
六
つ
の
論
文
と
一
つ
の
ノ
ー
ト
か
ら
成
っ

て
い
ま
す
。

私
が
歴
史
学
の
中
で
こ
だ
わ
り
つ
づ
け
て
き
た
の
は
、「
人
が
日
々
を
生
き
る
と

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
」
と
い
う
問
い
で
す
。
し
か
し
、
戦
後
歴
史
学
は
、
長
い

間
、「
人
一
人
の
日
常
」
な
ど
は
「
意
味
の
な
い
こ
と
」
と
し
て
扱
う
こ
と
を
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
は
、「
日
々
」
を
生
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ほ

ん
と
う
に
、
そ
れ
ほ
ど
「
意
味
の
な
い
こ
と
」
な
の
で
し
ょ
う
か
？

た
と
え
「
大
所
高
所
」
に
立
つ
歴
史
家
か
ら
「
身
辺
雑
事
の
歴
史
」
と
揶
揄
さ
れ

て
も
、
そ
の
一
人
の
「
幸
福
」
を
み
つ
め
、
そ
の
意
味
を
問
い
た
い
。
そ
し
て
、
彼

が
求
め
た
は
ず
の
「
幸
福
」
の
姿
か
ら
、「
近
世
の
〈
日
常
〉」、さ
ら
に
「
近
世
社
会
」

と
い
う
も
の
を
照
ら
し
か
え
し
た
い
。

こ
れ
が
、
本
書
が
め
ざ
し
た
課
題
で
す
。
ほ
ん
と
う
に
「
さ
さ
や
か
な
試
み
」
で

す
が
、
も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
こ
の
「
小
さ
き
も
の
の
物
語
」
に
お
付
き
合
い
く
だ

さ
い
。

 

著
者
よ
り

清文堂出版
12,100円（税込）

刊行日 2023年6月
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新 刊 紹 介

イ
ギ
リ
ス
湖
水
地
方
に
お
け
る 

ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動

臼う
す

井い 

雅ま
さ

美み

（
大
学
文
学
部
教
授
）
著

風
光
明
媚
な
イ
ギ
リ
ス
湖
水
地
方
に
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
の
軌
跡

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
十
九
世
紀
に
興
っ
た
工

芸
美
術
運
動
は
、
湖
水
地
方
の
重
要
な
文
化
遺
産
な
の
で
あ
る
。

産
業
革
命
に
よ
り
機
械
化
が
加
速
し
て
粗
悪
な
工
芸
品
が
大
量
生
産
さ
れ
た
こ
と

へ
の
反
動
と
し
て
興
っ
た
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
は
世
界
に
広
ま
り
、

英
国
内
に
お
い
て
は
工
芸
美
術
を
学
ぶ
学
校
が
産
業
都
市
に
次
々
と
創
設
さ
れ
、
教

育
を
受
け
る
機
会
が
無
か
っ
た
労
働
者
階
級
の
若
者
や
中
流
階
級
の
女
性
た
ち
の
学

び
舎
と
な
っ
た
。
湖
水
地
方
に
も
、
こ
の
地
に
移
り
住
ん
だ
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の

影
響
下
で
、
ギ
ル
ド
、
学
校
、
訓
練
所
が
設
立
さ
れ
、
多
く
の
工
芸
美
術
作
家
、
建

築
家
、
作
庭
家
、
景
観
設
計
家
、
そ
し
て
起
業
家
が
輩
出
さ
れ
た
。

湖
水
地
方
の
特
徴
は
、
工
芸
、
建
築
お
よ
び
造
園
に
必
要
な
鉄
鉱
石
、
ス
レ
ー
ト
、

銅
、
黒
鉛
、
花
崗
岩
、
木
材
な
ど
の
自
然
資
源
の
豊
か
さ
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
産
業

革
命
で
成
功
し
た
中
流
階
級
の
人
々
が
移
り
住
ん
だ
り
余
暇
を
過
ご
す
た
め
、
こ
の

地
に
屋
敷
を
建
て
た
り
、
改
装
し
た
り
し
て
競
い
合
っ
た
。
同
時
に
自
然
を
借
景
と

し
た
造
園
も
盛
ん
に
な
る
。
そ
し
て
、
博
愛
主
義
運
動
に
携
わ
っ
た
中
流
階
級
の
文

化
人
や
実
業
家
た
ち
は
、
湖
水
地
方
で
貧
困
に
あ
え
ぐ
農
民
た
ち
の
た
め
に
工
芸
技

術
を
学
ぶ
場
を
作
り
、
そ
の
工
芸
品
を
商
品
化
し
て
彼
ら
の
経
済
的
自
立
を
促
し
た
。

ま
た
、
家
具
工
房
や
ラ
ス
キ
ン
レ
ー
ス
工
房
が
興
り
、
新
た
な
世
界
が
構
築
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
湖
水
地
方
は
独
自
の
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
の
舞
台

と
な
っ
た
。
本
書
で
は
、
そ
の
軌
跡
を
ぜ
ひ
た
ど
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

 

著
者
よ
り

Ｚ
世
代
の
ア
メ
リ
カ

三み

牧ま
き 

聖せ
い

子こ

（
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
・
　
　
　

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
准
教
授
）
著

ア
メ
リ
カ
の
Ｚ
世
代
（
１
９
９
０
年
代
半
ば
～
２
０
１
０
年
代
序
盤
生
ま
れ
）
は
、

「
例
外
主
義
」
を
放
棄
し
た
世
代
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
、
世
界
で

最
も
豊
か
で
、
民
主
主
義
を
成
功
さ
せ
た
例
外
国
家
と
自
負
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
Ｚ
世
代
は
こ
う
し
た
「
例
外
主
義
」
を
共
有
し
て
い
ま
せ
ん
。
彼
ら
が
見
て
き

た
過
去
20
年
間
の
ア
メ
リ
カ
は
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
を
遂
行
し
、
日
本
円
で
８
８
０

兆
円
を
費
や
し
、
世
界
で
40
万
人
を
超
え
る
市
民
を
犠
牲
に
し
ま
し
た
。
戦
争
に
多

額
の
お
金
を
使
う
一
方
で
、
国
民
の
社
会
保
障
の
充
実
を
怠
っ
た
た
め
に
、
コ
ロ
ナ

危
機
で
は
先
進
国
で
は
異
例
の
感
染
死
者
数
を
出
し
ま
し
た
。

本
書
で
は
、
Ｚ
世
代
の
支
持
を
集
め
て
き
た
民
主
党
の
バ
ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス

議
員
を
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
サ
ン
ダ
ー
ス
が
掲
げ
て
き
た
国
民
皆
保
険
や

奨
学
金
ロ
ー
ン
の
免
除
は
、「
社
会
主
義
的
」、
さ
ら
に
は
「
極
左
的
」
と
批
判
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
拡
大
や
格
差
の
是
正
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
間

の
命
が
守
ら
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
上
で
不
可
欠
の
政
策
で
す
。
そ
の
よ
う
な
主
張

が
極
左
扱
い
さ
れ
、
格
差
が
放
置
さ
れ
て
き
た
今
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
政
治
こ
そ
が
異

常
だ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
Ｚ
世
代
の
サ
ン
ダ
ー
ス
支
持
の
背

景
に
は
、
公
正
な
社
会
へ
の
彼
ら
の
強
い
希
求
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
中
東
の
ガ
ザ
で
起
こ
っ
た
戦
争
を
背
景
に
、
改
め
て
Ｚ
世
代
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
支
持
が
強
い
ア
メ
リ
カ
に
あ
っ
て
、
Ｚ
世
代
の
パ
レ

ス
チ
ナ
支
持
は
他
世
代
に
比
べ
て
突
出
し
て
お
り
、
こ
こ
に
も
正
義
や
公
正
さ
を
重

視
す
る
Ｚ
世
代
の
価
値
観
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
世

界
平
和
の
行
方
に
関
心
を
持
つ
方
に
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

 

著
者
よ
り

NHK出版
1,023円（税込）

刊行日 2023年7月

英宝社
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刊行日 2023年6月
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新 刊 紹 介

分
断
を
乗
り
越
え
る
た
め
の

イ
ス
ラ
ム
入
門

内な
い

藤と
う 

正ま
さ

典の
り

（
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
・
　
　

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
教
授
）
著

世
界
で
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
の
衝
突
が
起
き
る
た
び
に
暗
澹
た
る
想
い
が
す
る
。
本

書
を
上
梓
し
て
数
か
月
後
、
ガ
ザ
で
イ
ス
ラ
ム
勢
力
の
ハ
マ
ス
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
攻

撃
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
猛
反
撃
を
開
始
し
、
ガ
ザ
の
住
民
に
途
方
も
な
い
惨
禍
を

も
た
ら
し
た
。
テ
ロ
や
戦
争
が
起
き
て
、
一
方
の
主
役
が
イ
ス
ラ
ム
組
織
で
あ
る
場

合
、
イ
ス
ラ
ム
と
い
う
宗
教
そ
の
も
の
に
暴
力
性
が
あ
る
か
ら
共
存
で
き
な
い
と
言

う
人
が
確
実
に
増
え
て
い
る
。
だ
が
、
考
え
て
ほ
し
い
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
、
世
界

に
お
よ
そ
20
億
人
。
世
界
の
人
口
の
4
人
に
1
人
と
反
目
し
、
戦
う
こ
と
な
ど
不
可

能
な
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
相
手
を
知
り
、
無
用
な
対
立
を
避
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

イ
ス
ラ
ム
と
い
う
の
は
も
と
も
と
商
人
の
宗
教
で
あ
り
、
交
易
を
通
じ
て
あ
っ
と
い

う
間
に
世
界
に
広
が
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
宗
教
は
禁
欲
を
無
理
強
い
せ
ず
、
人
生

を
「
生
き
や
す
い
」
も
の
に
す
る
知
恵
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。
欧
米
諸
国
で
は
こ
う
い

う
こ
と
を
知
ろ
う
と
し
な
い
。
他
方
、
守
る
べ
き
対
象
と
す
る
女
性
や
子
ど
も
が
殺

さ
れ
た
時
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
激
怒
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
暴
力
の
芽

は
そ
こ
に
あ
る
。
２
０
１
２
年
、
同
志
社
大
学
で
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
、
政

府
と
タ
リ
バ
ン
、
双
方
の
代
表
を
呼
ん
で
平
和
構
築
会
議
を
開
い
た
。
そ
れ
か
ら
十

年
、
米
軍
は
撤
退
し
、
タ
リ
バ
ン
は
再
び
政
権
の
座
に
つ
い
た
。
女
子
教
育
な
ど
問

題
が
山
積
す
る
政
権
だ
が
、
そ
れ
で
も
、
同
志
社
に
来
た
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
目

は
世
界
に
開
か
れ
た
と
、
今
で
も
話
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

 

著
者
よ
り

若
返
り
ホ
ル
モ
ン

米よ
ね

井い 

嘉よ
し一か
ず（

大
学
生
命
医
科
学
部
教
授
）
著

私
が
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
言
葉
を
知
っ
た
の
は
、
１
９
９
９
年
で
す
。
２
０
０

０
年
に
日
本
抗
加
齢
医
学
会
の
前
身
で
あ
る
抗
加
齢
医
学
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
神

奈
川
県
川
崎
市
の
日
本
鋼
管
病
院
で
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ド
ッ
ク
を
始
め
ま
し
た
。

私
自
身
が
デ
ヒ
ド
ロ
エ
ピ
ア
ン
ド
ロ
ス
テ
ロ
ン
（
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
）
と
メ
ラ
ト
ニ
ン
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
以
来
、
継
続
し
て
服
用
し
て
い
ま
す
。
私
は
、

新
し
い
療
法
が
登
場
し
た
時
は
、
自
分
自
身
で
試
し
て
み
る
主
義
で
す
。
問
題
な
け

れ
ば
、
次
に
家
族
に
使
い
ま
す
。
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
診
断
し
、
必
要
に

応
じ
て
処
方
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
四
半
世
紀
が
経
過
、
こ
れ
ら
の
ホ
ル
モ
ン
を

ま
と
め
た
本
を
出
す
夢
を
追
い
続
け
、
研
究
の
た
め
に
大
学
教
員
と
な
り
、
多
く
の

方
々
の
協
力
を
得
て
、
よ
う
や
く
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ホ
ル
モ
ン

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
大
変
重
要
で
す
。
健
康
寿
命
の
延
伸
、
公
的
医
療
費
の
削
減

の
た
め
に
是
非
と
も
活
用
し
て
欲
し
い
で
す
。
大
切
な
こ
と
を
勉
強
し
な
い
医
療
従

事
者
や
研
究
者
は
不
作
為
だ
と
思
い
ま
す
。
嬉
し
い
こ
と
に
不
作
為
を
恥
じ
る
医
師

は
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
２
０
２
０
年
３
月
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
が
小
児
期
の
発
達
障
害

に
伴
う
入
眠
障
害
に
医
薬
品
と
し
て
保
険
適
応
な
り
ま
し
た
。
認
可
に
は
臨
床
デ
ー

タ
の
蓄
積
が
必
須
で
す
が
、
こ
れ
は
「
医
師
主
導
に
よ
る
臨
床
試
験
」
に
よ
っ
て
成

し
遂
げ
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
海
外
か
ら
薬
監
証
明
手
続
き
を
経
て
輸
入

す
る
か
、
実
験
用
試
薬
を
服
用
し
て
い
ま
し
た
。
メ
ラ
ト
ニ
ン
を
必
要
と
す
る
多
く

の
子
供
た
ち
と
親
に
と
っ
て
福
音
と
な
り
ま
し
た
。
さ
あ
、
次
は
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
の
番
で

す
。

 

著
者
よ
り

幻冬舎
1,034円（税込）
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新 刊 紹 介

バ
ル
カ
ン
の
政
治

月つ
き

村む
ら 

太た

郎ろ
う

（
大
学
政
策
学
部
教
授
）
著

本
書
は
、
バ
ル
カ
ン
地
域
に
つ
い
て
、
19
世
紀
か
ら
現
在
ま
で
の
政
治
的
な
動
き

を
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
の
『
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
殺
人

事
件
』
で
は
、
最
初
の
事
件
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
領
内
を
走
る
車
中
で
起
こ
る
。

乗
客
は
、
事
件
が
生
じ
た
場
所
が
バ
ル
カ
ン
地
域
で
あ
る
こ
と
に
危
機
感
を
募
ら
せ

る
。
実
際
の
歴
史
に
お
い
て
も
、
冷
戦
時
代
終
了
直
後
に
発
生
し
た
ユ
ー
ゴ
内
戦
な

ど
に
よ
り
、
バ
ル
カ
ン
地
域
は
西
欧
的
な
「
文
明
」
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
と
さ
れ

て
き
た
。

本
書
で
は
、
バ
ル
カ
ン
地
域
の
近
現
代
政
治
史
を
、
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
エ
リ
ッ

ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
に
従
っ
て
、「
長
い
19
世
紀
」「
短
い
20
世
紀
」、
そ
の
後
の
時

代
に
区
分
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
長
ら
く
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
統
治
下
に
あ
っ
た
バ
ル

カ
ン
地
域
で
は
、
西
方
か
ら
金
銭
経
済
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
波
及
し
、「
長
い
19

世
紀
」
の
間
に
独
立
が
次
々
に
達
成
さ
れ
た
。
バ
ル
カ
ン
諸
国
は
、「
短
い
20
世
紀
」

の
間
に
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
い
ず
れ
も
非
民
主
的
な
政
治
を
経
験
し
て
き
た
。

Ｅ
Ｕ
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
東
方
拡
大
の
波
が
押
し
寄
せ
、「
民
主
化
」
が
進
む
現
在
の

バ
ル
カ
ン
諸
国
は
、
鳥
瞰
的
に
は
、
い
ず
れ
も
等
し
く
「
西
欧
化
」
の
過
程
を
歩
ん

で
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
当
た
り
前
の
こ
と
な
が
ら
、
国
境
を
超
え

れ
ば
、
異
な
る
政
治
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
バ
ル
カ
ン
地
域
と
一
括
り
に
せ
ず
に
、

小
国
の
政
治
を
少
し
丁
寧
に
追
い
つ
つ
、
ネ
ッ
ト
の
映
像
や
画
像
の
助
け
も
得
な
が

ら
、
彼
の
地
で
何
が
起
き
て
き
た
か
、
起
き
て
い
る
か
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
る
こ

と
も
、
な
か
な
か
に
楽
し
い
知
的
作
業
で
あ
る
。
本
書
が
そ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
な

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

 

著
者
よ
り

ロ
ベ
ー
ル
・
ル
パ
ー
ジ
ュ
と 

ケ
ベ
ッ
ク

神か
ん

崎ざ
き 

舞ま
い

（
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
　
　

地
域
文
化
学
部
准
教
授
）
著

ロ
ベ
ー
ル
・
ル
パ
ー
ジ
ュ
は
、
カ
ナ
ダ
を
代
表
す
る
演
出
家
で
あ
り
、
劇
作
家
、

そ
し
て
俳
優
で
あ
る
。「
映
像
の
魔
術
師
」
と
の
異
名
を
持
つ
ほ
ど
、
映
像
の
使
用

に
長
け
て
お
り
、
視
覚
に
訴
え
る
舞
台
の
演
出
は
、
国
境
を
越
え
て
多
く
の
観
客
を

魅
了
し
て
き
た
。
演
劇
だ
け
で
な
く
、
バ
レ
エ
・
ダ
ン
サ
ー
の
シ
ル
ヴ
ィ
・
ギ
エ
ム

と
共
同
制
作
し
た
作
品
に
加
え
、
サ
ー
カ
ス
集
団
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
や
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
オ
ペ
ラ
な
ど
、
演
劇
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
た
作
品
の
演
出
を

手
掛
け
て
き
た
こ
と
も
ま
た
、
ル
パ
ー
ジ
ュ
の
多
才
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
日
本
や

中
国
の
文
化
を
取
り
入
れ
た
作
品
も
発
表
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
日
本
で
も
し
ば

し
ば
上
演
さ
れ
て
き
た
。

本
書
は
、
日
本
語
で
記
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
初
め
て
と
な
る
ル
パ
ー
ジ
ュ
作
品

に
関
す
る
研
究
書
で
あ
る
。
彼
の
作
品
の
中
で
も
、
カ
ナ
ダ
の
文
脈
を
重
ね
た
『
ロ

ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
や
、
戦
後
の
広
島
か
ら
着
想
を
得
た
『
太
田
川
七
つ
の
流

れ
』、
さ
ら
に
一
人
芝
居
の
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
や
『
８
８
７
』

な
ど
を
分
析
対
象
と
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
作
品
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

も
の
の
、
年
代
ご
と
の
傾
向
の
一
端
を
掴
め
る
こ
と
に
加
え
、
国
際
的
に
活
躍
す
る

ル
パ
ー
ジ
ュ
の
舞
台
表
象
と
、
生
ま
れ
育
っ
た
フ
ラ
ン
ス
語
圏
ケ
ベ
ッ
ク
州
と
の
関

連
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
先
行
研
究
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
般
公
開
さ
れ
て

い
な
い
資
料
や
、
ル
パ
ー
ジ
ュ
本
人
及
び
制
作
者
と
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
な
ど
も
参
考

に
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
視
点
を
加
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
ル
パ
ー
ジ
ュ
と
の
3

回
に
わ
た
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
翻
訳
も
本
書
に
含
ま
れ
て
い
る
。

 

著
者
よ
り

東京大学出版会
5,720円（税込）

刊行日 2023年9月

彩流社
4,400円（税込）

刊行日 2023年8月
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新 刊 紹 介

定
本
新
島
八
重
伝 

倜
儻
不
羈
の
女

吉よ
し

海か
い 

直な
お

人と

（
女
子
大
学
特
任
教
授
）
著

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
年
前
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
で
「
八
重
の
桜
」
が
放
映
さ

れ
た
。
そ
の
折
、
大
河
本
と
し
て
『
新
島
八
重　
愛
と
闘
い
の
生
涯
』（
角
川
選
書
）

を
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
た
ま
た
ま
新
島
八
重
の
稀
少
な
懐
古
談
が
手
元
に
あ
っ

た
こ
と
で
、
他
に
先
駆
け
て
本
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
従
来
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
板
カ
ル
タ
の
こ
と
、
大
島
正
満
と
の
交
流
、
八
重
の
和
歌
の
収

集
な
ど
、
そ
れ
な
り
の
成
果
も
あ
っ
た
が
、
な
に
し
ろ
資
料
不
足
に
よ
っ
て
お
よ
そ

伝
記
と
は
程
遠
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

幸
い
大
河
ド
ラ
マ
の
影
響
で
、
そ
の
後
多
く
の
八
重
関
係
資
料
が
発
掘
・
報
告
さ

れ
た
の
で
、
そ
う
い
っ
た
新
出
資
料
を
逐
一
拾
い
上
げ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
ち
ょ

う
ど
十
年
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
、
も
っ
と
も
多
く
の
資
料
を
用
い
た
、
も
っ
と
も
詳

し
い
伝
記
と
し
て
出
版
し
た
次
第
で
あ
る
。
今
回
の
本
の
特
徴
は
、
で
き
る
だ
け
見

出
し
を
多
く
付
け
、
短
い
ま
と
ま
り
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
八
重
周
辺
の
人
物
に
も
広
く
目
を
向
け
て
い
る
。
夫
の
新
島
襄
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
兄
の
覚
馬
や
前
夫
の
川
崎
尚
之
助
に
も
か
な
り
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
い
る
。

大
河
の
折
は
「
ハ
ン
サ
ム
ウ
ー
マ
ン
」
と
い
う
言
葉
が
話
題
に
な
っ
た
が
、
今
回
は

八
重
の
こ
と
を
「
倜
儻
不
羈
の
女
」
と
し
て
紹
介
し
て
み
た
。「
倜
儻
不
羈
」
は
新

島
襄
の
好
き
な
言
葉
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
あ
え
て
教
え
子
で
は
な
く
妻
の
八
重
に
当

て
は
め
て
み
た
。
決
し
て
的
外
れ
だ
と
は
思
わ
な
い
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
機
に
、
あ
ら
た
め
て
新
島
八
重
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

 

著
者
よ
り

関
西
フ
ォ
ー
ク
と
そ
の
時
代 

声
の
対
抗
文
化
と
現
代
詩

瀬せ

崎ざ
き 

圭け
い

二じ

（
大
学
文
学
部
教
授
）
著

同
じ
文
学
部
の
同
僚
と
戦
後
若
者
文
化
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
行
い
始
め
た
こ
と

が
本
書
執
筆
の
出
発
点
と
な
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
大
き
な
若
者
文
化
と
な
っ
た
フ

ォ
ー
ク
・
ソ
ン
グ
と
現
代
詩
が
接
点
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
関
係
性

が
特
に
関
西
に
お
い
て
強
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
テ
ー
マ
は
関
西
の
大
学
で
日
本

近
現
代
文
学
を
教
え
る
私
の
も
の
と
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
学
問
的
関
心
の
一
環
と
し
て
本
書
を
執
筆
し
て
は
い
る
の
だ
が
、
そ

の
背
景
に
は
自
分
の
個
人
的
な
経
験
が
あ
る
。
一
〇
代
の
こ
ろ
、
古
今
東
西
の
詩
を

読
み
漁
り
、
同
時
に
一
九
六
〇
年
代
の
米
英
の
ロ
ッ
ク
や
フ
ォ
ー
ク
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
本
書
を
執
筆
す
る
ま
で
ま
と
も
に
聴
い
た
こ
と
の
な
か
っ
た

関
西
フ
ォ
ー
ク
は
、
そ
れ
故
に
す
ん
な
り
と
自
分
の
中
に
入
っ
て
き
た
。
そ
し
て
フ

ォ
ー
ク
が
民
衆
の
歌
で
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
一
般
の
方
に
も
読
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
書
き
方
に
努
め
た
。

こ
の
本
の
主
人
公
は
、
詩
人
で
あ
り
京
都
精
華
大
学
名
誉
教
授
で
あ
っ
た
故
片
桐

ユ
ズ
ル
氏
で
あ
る
。
本
書
を
読
み
進
め
て
い
く
と
、
片
桐
氏
が
、
詩
壇
の
中
に
自
閉

し
て
難
解
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
代
詩
を
、
若
者
た
ち
と
共
に
フ
ォ
ー
ク
を
通
じ
て

再
生
し
よ
う
と
し
た
運
動
の
軌
跡
が
ま
ず
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の

運
動
を
担
っ
た
人
物
や
場
に
、
同
志
社
の
関
係
者
や
そ
の
周
辺
が
大
き
く
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
も
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
本
書
は
同
志
社
の
現
代

史
の
一
側
面
を
写
し
取
っ
て
も
い
る
。

片
桐
氏
が
亡
く
な
ら
れ
た
の
は
本
書
刊
行
直
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
本
書
を
通
じ
て
、

関
西
フ
ォ
ー
ク
を
支
え
た
片
桐
氏
の
こ
と
を
少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

で
あ
る
。

 

著
者
よ
り

青弓社
3,080円（税込）

刊行日 2023年10月

武蔵野書院選書
2,200円（税込）

刊行日 2023年10月
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L E C T U R E

ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
を
も
う
一
度
読
ん
で
み
る 

―
同
志
社
の
原
点
を
考
え
る
―

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー

レ
ー
ス
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
現
地
の
新
聞
や
新
島
自
身
が
書

き
残
し
た
草
稿
や
文
章
の
中
に
、
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
話
が
挿
入
話
と

し
て
し
ば
し
ば
登
場
し
ま
す
。
本
稿
で
は
、
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ

ー
ル
か
ら
１
５
０
年
と
な
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
同
志
社
が
創
設
さ
れ

る
発
端
と
な
っ
た
新
島
の
ア
ピ
ー
ル
を
振
り
返
り
、
同
志
社
の
原
点

を
考
え
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

現
地
新
聞
が
報
じ
た
新
島
の
ア
ピ
ー
ル  

　

　
新
島
の
ア
ピ
ー
ル
を
記
し
て
い
る
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
た
資
料
の

1
つ
に
、
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
と
い
う
地
元
の
新
聞
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
新
聞
に
は
、
新
聞
記
者
が
聞
き
取
り
、
理
解
し
た

新
島
の
言
葉
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
学
校
設
立
に
関
す
る
内
容
は
次

の
通
り
で
す
。

　

The church in Kobe has no educational institution

 

は
じ
め
に  

　

　
今
か
ら
１
５
０
年
前
の
１
８
７
４
年
10
月
9
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
あ
る
グ
レ
イ
ス
教
会
で
、

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
第
65
回
年
次
大
会
が
最
終
日
を
迎
え
て
い

ま
し
た
。
こ
の
日
、
新
島
襄
は
日
本
に
向
か
う
宣
教
師
と
し
て
あ
い

さ
つ
の
た
め
登
壇
し
、
そ
の
壇
上
で
聴
衆
に
向
か
っ
て
宿
志
を
吐
露

し
、
５
，
０
０
０
ド
ル
の
寄
付
の
約
束
を
得
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
寄
付
の
約
束
が
、
翌
年
に
開
校
し
た
同
志
社
英
学
校
開
校
の
原

資
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
に
新
島
が
話
し
た
内
容
に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
語
る
人
に

よ
っ
て
内
容
が
少
し
ず
つ
異
な
り
ま
し
た
。
学
校
の
設
立
を
訴
え
た

と
い
う
人
も
い
れ
ば
、
大
学
の
設
立
を
訴
え
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

あ
る
い
は
、
日
本
で
の
教
育
の
重
要
性
を
訴
え
た
と
い
う
人
も
い
ま

す
。
新
島
が
実
際
に
話
し
た
言
葉
を
現
代
人
の
私
た
ち
が
正
確
に
ト
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レクチャー

（
以
下
波
線
、
筆
者
付
記
）, but she m

ust have som
ething of 

the kind. It is repulsive to the Japanese m
ind to beg, but 

I fear w
e m

ust beg for that, for Christ says, ask and ye 
shall receive. Therefore I ask you to give help enough 
to start this training institution, to raise up teachers and 
preachers to help som

e 33,000,000 people.
T

he R
utland W

eekly H
erald, O

ctober 15, 1874

よ
り
引
用

　
神
戸
の
教
会
に
は
教
育
施
設
が
な
い

た
め
、
教
師
や
伝
道
者
を
育
て
る
施
設

を
始
め
た
い
と
い
う
趣
旨
で
発
言
が
受

け
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
事
か
ら

は
学
校
の
目
的
は
わ
か
り
ま
す
が
、
学

校
の
種
類
ま
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
執

筆
し
た
記
者
が
、
新
島
が
日
本
で
設
置

し
た
い
と
考
え
て
い
た
も
の
が
何
か
、

は
っ
き
り
と
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
よ

う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
の
時
の
新
島
の
演
説
が
、
年
次
大
会

に
集
ま
っ
た
人
々
の
心
を
打
ち
、
５
，

０
０
０
ド
ル
に
及
ぶ
寄
付
の
約
束
が
集

ま
っ
た
こ
と
は
事
実
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
同
志
社
英
学
校
開
校
時
か
ら
5
年
ほ
ど
の
間
、
新
島
が
使
用

し
て
い
た
帳
簿
（
新
島
遺
品
庫
資
料　
上
０
２
４
７
「
同
志
社
出
納

簿
」）
の
最
初
の
収
支
に
は
、
1
月
1
日
と
日
時
が
付
さ
れ
「O

n　

hand from
 A

m
erican Friends 5,000.00

」
と
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
実
か
ら
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
の
成
果
は
同
志
社

英
学
校
開
校
の
基
礎
に
な
り
、
運
営
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
窺

わ
れ
ま
す
。
同
時
に
、
こ
の
ア
ピ
ー
ル
は
同
志
社
最
初
の
募
金
活
動

伊谷賢造「寄付を訴える新島」1965年

「同志社出納簿」（部分）1875年
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L E C T U R E

で
あ
り
、
新
島
の
成
功
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

 
学
校
の
設
立
か
、
大
学
の
設
立
か  

　

　
以
降
、
新
島
は
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
様
々
な
場
所
で
披
露
し
て
い
ま
す
。
最
も
古
い
記
録
の
1
つ

に
、
英
学
校
開
校
か
ら
3
年
目
の
１
８
７
８
年
4
月
27
日
付
で
ま
と

め
ら
れ
た
、
外
務
卿
寺
島
宗
則
に
宛
て
て
書
い
た
と
さ
れ
る
弁
明
書

の
草
稿
（
新
島
遺
品
庫
資
料　
上
０
０
７
７
「
同
志
社
経
営
に
関
し

て
政
府
へ
の
弁
明
」
１
８
７
８
年
4
月
27
日
付
）
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
草
稿
を
読
む
と
、
同
志
社
に
対
し
て
、
外
国
資
本
に
頼
る
ば
か
り

に
、
そ
の
出
資
者
の
傀
儡
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
、
政
府
か
ら
疑

義
が
呈
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
草
稿
中
で
ラ
ッ
ト
ラ

ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
が
冒
頭
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
学
校

に
関
す
る
記
述
は
次
の
通
り
で
す
。

　
明
治
七
年
十
月
之
事
な
り
き
、
襄
米
国
へ
滞
在
之
末
最
早
帰
朝
せ

ん
と
思
立
し
折
柄
耶
蘇
信
徒
之
大
集
会
あ
り
し
、
襄
も
辞
別
旁
出
席

し
其
坐
ニ
而
衆
人
に
向
ひ
、
帰
国
之
上
日
本
ニ
一
之
学
校
を
設
立
致

し
度
宿
志
を
吐
露
し
、
且
微
力
ニ
而
到
底
確
立
之
見
込
も
無
之
協
力

ノ
人
ハ
無
き
哉
と
開
陳
せ
し
に
（
後
略
）

『
新
島
襄
全
集
』
第
1
巻
9
頁

　
米
国
か
ら
の
寄
付
は
、
受
け
取
っ
た
以
上
は
同
志
社
の
所
有
に
帰

す
る
も
の
で
あ
り
、
寄
付
者
の
意
志
は
介
在
し
な
い
こ
と
を
、
新
島

は
こ
の
草
稿
に
明
記
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
寄
付
の
成
り
立

ち
を
説
明
す
る
際
に
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
の
表
記
は
「
学
校
」
で
し
た
。
ま
た
文

字
通
り
の
意
味
と
い
う
よ
り
も
、
学
校
と
し
て
の
同
志
社
英
学
校
、

そ
し
て
、
そ
の
英
学
校
を
設
立
し
運
営
し
て
い
る
結
社
同
志
社
を
指

し
て
い
る
よ
う
に
も
受
け
取
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
あ
る
時
点
を
境
に
表
現
が
統
一
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

１
８
８
２
年
11
月
に
新
島
が
ま
と
め
た
草
稿
に
「
同
志
社
学
校
設
立

弁明書草稿1878年4月27日付

61



レクチャー

ノ
由
来
」
と
い
う
手
書
き
の
資
料
が
あ
り
ま
す
。
同
志
社
設
立
に
至

る
経
緯
を
ま
と
め
た
資
料
で
、
海
外
で
広
め
た
見
聞
か
ら
教
育
の
重

要
性
に
気
が
付
い
た
こ
と
や
岩
倉
使
節
団
随
行
の
経
験
、
ラ
ッ
ト
ラ

ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
の
内
容
と
そ
の
時
に
起
き
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
2
ド

ル
を
寄
付
し
た
農
夫
と
寡
婦
）な
ど
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

ア
ピ
ー
ル
に
使
用
し
た
学
校
に
該
当
す
る
箇
所
は
次
の
通
り
で
す
。

　
（
前
略
）
予
ノ
朋
友
過
半
其
ノ
会
ニ
趣
ケ
ル
ヲ
以
テ
、
予
ヲ
勧
メ

其
会
ニ
臨
マ
シ
メ
予
ヲ
シ
テ
契
〔
訣
〕
別
ノ
詞
ヲ
述
シ
ム
、
予
敢
テ

之
ヲ
辞
セ
ス
、
遂
ニ
壇
上
ニ
昇
リ
数
千
ノ
聴
衆
ニ
向
ヒ
予
ノ
平
素
ノ

願
望
ヲ
吐
露
シ
、
真
正
ノ
教
育
ニ
ヨ
ラ
サ
レ
ハ
真
正
ノ
文
化
ハ
期
シ

難
ク
、
我
同
胞
三
千
万
ヨ
ノ
幸
福
ハ
一
ニ
教
育
ノ
其
ノ
宜
ヲ
得
ル
ニ

係
ル
ヘ
ケ
レ
ハ
、
方
今
本
邦
維
新
変
更
ノ
際
苟
モ
本
邦
ヲ
愛
ス
ル
ノ

士
人
ニ
シ
テ
豈
傍
観
坐
視
ス
ベ
ケ
ン
、
予
帰
朝
ノ
後
必
ラ
ス
一
ノ
大

学
ヲ
設
立
シ
以
本
邦
ニ
竭
ス
所
ア
ラ
ン
ト
ス
（
後
略
）

『
新
島
襄
全
集
』
第
1
巻
33
―
34
頁

　
新
島
は
こ
の
草
稿
を
作
成
す
る
際
に
、
そ
れ
ま
で
書
き
残
し
て
い

な
か
っ
た
事
柄
を
い
く
つ
か
盛
り
込
み
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
ラ
ッ

ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
と
の
関
係
で
、
新
島
は
岩
倉
使
節
団
随
行
の

際
に
欧
米
諸
国
を
訪
問
す
る
中
で
教
育
と
文
化
の
進
歩
に
関
連
性
を

見
出
し
、「
何
ツ
カ
帰
朝
セ
ハ
一
ノ
私
立
大
学
ヲ
設
立
シ
、
我
邦
家

ニ
竭
サ
ン
コ
ト
ヲ
望
ミ
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
新
島
は
西
欧
文
明
と

教
育
と
の
関
係
、
こ
の
関
係
に
寄
与
す
る
大
学
の
存
在
意
義
を
確
信

し
た
こ
と
を
大
学
設
立
の
動
機
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
通
り
解

釈
す
れ
ば
、
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
を
実
施
す
る
前
に
、
新
島

は
大
学
設
立
を
期
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 

大
学
設
立
運
動
を
本
格
化
さ
せ
た
き
っ
か
け
の
１
つ  　

　
残
さ
れ
た
新
島
の
資
料
を
見
る
限
り
、
１
８
８
２
年
11
月
以
降
、

「
学
校
」
と
し
て
い
た
表
現
が
「
大
学
」
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
理

由
の
1
つ
が
、
草
稿
作
成
の
9
ヶ
月
前
の
出
来
事
が
関
係
し
て
い
る

草稿「同志社学校設立ノ由来」1882年11月
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よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
新
島
の
日
記
『
日
抄
』
に
は
、
１
８
８
２

年
1
月
12
日
の
項
目
に
、「
此
夜
、
土
倉
氏
、
法
学
ノ
為
予
ニ
五
千

円
ヲ
投
ス
ル
事
約
セ
リ
」
と
あ
り
ま
す
。
土
倉
氏
と
は
、
土
倉
庄
三

郎
を
指
し
ま
す
。
土
倉
は
吉
野
の
山
林
で
財
を
成
し
た
人
物
で
、
自

ら
の
子
弟
を
同
志
社
に
学
ば
せ
た
人
物
で
す
。
そ
の
土
倉
が
法
学
の

た
め
に
５
，
０
０
０
円
を
投
じ
る
約
束
を
し
た
と
あ
り
ま
す
。
も
う

少
し
具
体
的
な
記
録
が
『
同
志
社
大
学
記
事
』（
新
島
遺
品
庫
資
料

　
上
０
０
３
２
「
同
志
社
大
学
記
事
」
年
不
詳
）
に
あ
り
ま
す
。
最

初
の
ペ
ー
ジ
に
「
創
立
ノ
事
」、
上
部
に
「
発
端
」
と
記
さ
れ
、
大

学
設
立
を
考
え
る
に
至
る
文
章
が
続
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
１
８
８
１

年
10
月
中
旬
に
土
倉
と
古
澤
滋
が
新
島
の
自
宅
を
訪
れ
た
際
に
、

「
偶
々
談
大
学
ノ
事
ニ
及
ビ
古
沢
氏
尤
モ
大
学
ノ
必
要
ヲ
談
セ
ラ
ル
、

襄
亦
私
立
大
学
ノ
要
旨
ヲ
語
リ
且
同
志
社
ニ
於
テ
其
計
画
ア
ル
事
ヲ

談
セ
シ
カ
バ
土
倉
氏
之
ヲ
賛
成
シ
応
分
尽
力
セ
ン
事
ヲ
約
セ
ラ
ル
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
後
に
新
島
は
土
倉
と
大
阪
で
会
っ
た
よ
う
で
、

「
五
千
円
ノ
株
ヲ
二
十
口
募
ラ
バ
事
容
易
ニ
成
ル
ベ
シ
ト
、
而
カ
シ

テ
予
ハ
其
一
株
ト
シ
テ
五
千
円
ヲ
出
金
ス
ベ
シ
」
と
記
し
、
５
，
０

０
０
円
と
い
う
金
額
の
根
拠
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
、

新
島
の
自
筆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
島
の
行
動
を
記
録
さ
せ
た
も

の
で
す
。
そ
の
後
、
１
８
８
２
年
1
月
に
新
島
が
土
倉
か
ら
寄
付
を

約
束
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
新
島
の
大
学

設
立
運
動
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

同
志
社
大
学
設
立
運
動
で
使
用
さ
れ
た
ア
ピ
ー
ル  

　
以
降
、
新
島
は
大
学
設
立
運
動
、
言
い
換
え
れ
ば
大
学
設
立
の
賛

同
者
を
求
め
、
寄
付
を
集
め
る
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

際
に
同
志
社
を
紹
介
す
る
文
章
と
し
て
作
成
さ
れ
た
冊
子
の
１
つ
に

「
同
志
社
設
立
の
始
末
」（
新
島
遺
品
庫
資
料
上
０
０
０
４
「
同
志
社

設
立
の
始
末
」
１
８
８
３
年
4
月
）
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
冊
子
は
、
大
学
設
立
運
動
開
始
直
後
の
１
８
８
３
年
4
月
に

刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
新
島
の
密
出
国
か
ら
山
本
覚

馬
と
の
同
志
社
結
社
ま
で
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
冊
子
で
は
、
こ
れ

ま
で
概
要
し
か
述
べ
て
い
な
か
っ
た
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
の

「同志社大学記事」年不詳
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内
容
が
詳
し
く
記
さ
れ
ま
し
た
。
該
当
箇
所
は
次
の
通
り
で
す
。

　
凡
そ
何
れ
の
国
を
問
は
ず
苟
も
真
正
の
文
化
を
興
隆
せ
ん
と
欲
せ

ば
須
ら
く
人
智
を
開
発
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
社
会
の
安
寧
を
保
全
せ

ん
と
欲
せ
は
必
ず
真
正
の
教
育
に
依
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
方
今
我
邦

日
本
に
於
て
は
現
に
戊
辰
の
変
乱
を
経
て
旧
来
の
陋
習
を
破
り
、
封

建
の
迷
夢
を
醒
し
て
明
治
の
新
政
を
行
ふ
の
際
、
社
会
の
秩
序
破
れ

紀
綱
紊
れ
人
心
帰
着
す
る
所
を
知
ら
ず
、
今
日
に
於
て
我
日
本
に
真

正
の
教
育
を
布
き
、
以
て
治
国
の
大
本
を
樹
立
し
以
て
人
智
を
開
発

し
、
以
て
真
正
の
文
化
を
興
隆
せ
ん
と
欲
せ
ば
宜
し
く
欧
米
文
化
の

大
本
た
る
教
育
に
力
を
用
ひ
さ
る
可
ら
ず
、
回
顧
す
れ
ば
今
を
去
る

十
一
年
前
、
襄
の
郷
国
に
あ
り
し
や
当
時
の
国
勢
日
々
に
危
き
に
瀕

す
る
を
観
て
憂
憤
の
心
に
堪
へ
す
、
慨
然
五
大
洲
歴
遊
の
念
を
発
し
、

一
片
訣
別
の
辞
も
な
く
父
母
弟
妹
郷
友
に
別
れ
衣
食
住
の
計
も
な
く
、

幕
府
の
大
禁
を
犯
し
て
一
身
の
窮
困
を
顧
み
ず
愈
々
蹶
て
愈
々
奮
ひ

生
命
を
天
運
に
任
せ
て
成
業
を
万
一
に
期
し
、
孤
行
単
立
長
風
万
里

の
波
濤
を
越
へ
遂
に
貴
国
（
ア
メ
リ
カ
、
執
筆
者
註
）
に
渡
米
せ
し

も
亦
、
只
真
正
の
開
明
文
化
と
真
正
の
自
由
幸
福
と
を
我
日
本
国
に

来
さ
ん
こ
と
を
祈
る
の
丹
心
に
外
な
ら
ず
、
顧
ふ
に
我
邦
同
胞
三
千

余
万
将
来
の
安
危
禍
福
は
独
り
政
治
の
改
良
に
存
せ
ず
、
独
り
物
質

的
文
明
の
進
歩
に
存
せ
ず
、
一
に
教
化
の
烈
徳
其
力
を
効
し
教
育
の

方
針
其
宜
を
得
る
と
否
と
に
係
は
る
こ
と
昭
々
乎
と
し
て
復
た
疑
ふ

べ
き
に
非
ず
、
今
や
襄
貴
国
紳
士
諸
友
と
袖
を
分
て
恙
な
く
我
国
に

帰
る
を
得
ば
必
ず
一
の
大
学
を
設
立
し
、
之
が
光
明
を
仮
り
て
我
国

運
の
進
路
を
照
し
、
他
日
日
本
文
化
の
為
に
聊
か
涓
埃
の
報
を
効
す

所
あ
ら
ん
と
す
、
嗟
呼
満
場
の
聴
衆
諸
君
よ
襄
の
赤
心
寔
に
是
の
如

し
、
誰
か
襄
が
心
情
を
洞
察
し
幸
ひ
に
斯
の
一
片
の
素
志
を
翼
賛
す

る
者
ぞ

『
新
島
襄
全
集
』
第
1
巻　
73
―
74
頁

　
新
島
が
主
語
と
な
っ
て
作
成
さ
れ
た
文
章
で
あ
り
、
冊
子
の
責
任

者
と
し
て
新
島
の
名
前
が
あ
り
、
文
章
が
新
島
を
主
語
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
冊
子
の
内
容
は
新
島
が
監
修
し
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
最
初
に
紹
介
し
た
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
の
内
容
と

は
ず
い
ぶ
ん
と
異
な
り
、
具
体
的
な
叙
述
が
増
し
て
い
ま
す
が
、
お

よ
そ
9
年
前
の
ア
ピ
ー
ル
の
内
容
を
ま
と
め
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す

れ
ば
、
内
容
に
相
違
が
あ
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
当
然
か
と
思
い

ま
す
。
あ
る
い
は
、
事
前
準
備
な
く
実
施
し
た
ア
ピ
ー
ル
の
内
容
が
、

帰
国
後
に
こ
と
あ
る
ご
と
に
披
露
す
る
こ
と
で
、
論
理
的
に
ま
と
ま

っ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ア
ピ
ー
ル
に
は
続
け
て
、
約
５
，
０
０
０
ド
ル
の
寄
付
の
約

束
を
取
り
付
け
、
2
ド
ル
を
寄
付
し
た
農
夫
と
寡
婦
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
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に
も
言
及
し
て
い
ま
す
。
大
学
設
立
運
動
開
始
当
初
か
ら
、
新
島
は

ア
ピ
ー
ル
に
続
く
一
連
の
出
来
事
を
同
志
社
の
ル
ー
ツ
の
説
明
と
し

て
活
用
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

 

お
わ
り
に  

　
同
志
社
大
学
設
立
運
動
に
お
い
て
、
以
降
も
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア

ピ
ー
ル
は
使
用
さ
れ
、「
大
学
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

同
志
社
関
係
者
に
は
よ
く
知
ら
れ
た
資
料
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨

意
」
で
は
、「
大
学
」
と
い
う
言
葉
は
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

岩
倉
使
節
団
と
欧
米
を
歴
訪
し
た
こ
と
で
「
他
日
我
邦
に
帰
ら
ば
、

必
す
一
の
私
立
大
学
を

設
立
し
、
以
て
我
が
国

家
の
為
め
に
微
力
を
竭

さ
ん
こ
と
を
誓
ひ
た
り

き
」、
そ
し
て
、
ラ
ッ

ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル

の
際
に
は
「
誓
つ
て
此

の
事
業
に
向
つ
て
微
力

を
尽
さ
ん
こ
と
を
欲

す
」
と
表
現
し
て
い
ま

す
（『
新
島
襄
全
集
』
第
1
巻
、
１
３
１
頁
）
こ
こ
に
あ
る
「
事
業
」

が
大
学
設
立
運
動
で
あ
る
こ
と
は
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
文
脈
か
ら
も
明

ら
か
で
す
。

　
新
島
が
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
で
述
べ
た
言
葉
が
、「
学
校
」

か
、「
大
学
」
か
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
、
新

島
自
身
の
言
葉
の
使
い
方
も
一
定
で
は
な
い
こ
と
は
資
料
が
示
す
通

り
で
す
。
し
か
し
、
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
の
内
容
が
、
密
出

国
の
動
機
や
岩
倉
使
節
団
で
の
体
験
と
結
び
つ
き
、
次
第
に
洗
練
さ

れ
て
い
く
様
を
資
料
で
追
っ
て
い
く
と
、
か
つ
て
考
え
て
い
た
こ
と
、

言
葉
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
後
に
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
新
島
在
世
中
の
同
志
社
は
、
将
来
像
を
描

く
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
財
政
的
に
も
、
教
学
的
に
も
、
学
生
数
の
点

に
お
い
て
も
大
き
く
発
展
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
紹
介
し
た
ラ
ッ
ト

ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
を
順
序
だ
て
て
そ
の
成
り
立
ち
や
内
容
を
理
解

す
る
こ
と
は
、
新
島
が
目
指
し
た
同
志
社
大
学
の
本
質
を
理
解
す
る

一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
掲
載
資
料
は
す
べ
て
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵

同志社が準備していた大学用地（大学所有地）
「同志社所有地明細図」（部分）1890年
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D
oshisha N

ew
 D

ay

開
催

D
oshisha N

ew
 D

ay
と
は
、「
同
志
社
の
未
来
を
つ
く
る
た

め
の
特
別
な
1
日
」
の
こ
と
で
あ
る
。
今
年
で
3
回
目
と
な
り
、
創

立
記
念
日
の
11
／
29
に
同
志
社
大
学
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し

た
。
遠
方
の
方
の
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
行
い
、
合
わ
せ
て
約

１
６
０
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

今
回
の
中
心
は
、
同
志
社
大
学
出

身
の
2
人
の
ア
ス
リ
ー
ト
、
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
男
子
４
×
１
０
０

ｍ
リ
レ
ー
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
朝
原 

宣
治
さ
ん
（
１
９
９
５
年
同
志
社
大

学
商
学
部
卒
業
）
と
陸
上
１
，
０
０

０
、
１
，
５
０
０
、
３
，
０
０
０
、
５
，

０
０
０
ｍ
の
日
本
記
録
を
持
つ
田
中 

希
実
さ
ん
（
２
０
２
２
年
同
志
社
大

学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
卒
業
）
に
よ
る
対
談
で
あ
っ
た
。
登
場
前

に
は
、
同
志
社
大
學
應
援
團
が
演
舞
を
披
露
し
、
会
場
の
雰
囲
気
は

大
い
に
盛
り
上
っ
た
。

対
談
の
テ
ー
マ
は
「
世
界
に
挑
む
」
で
、
世
界
の
強
豪
選
手
と
競

い
合
っ
て
こ
ら
れ
た
お
二
人
に
か
ら
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。
陸
上
競
技
に
つ
い
て
、
精
神
面
や
メ
ン
タ
ル
面
の
視
点
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
取
り
組
み
方
、
ま
た
父
を
コ
ー
チ
に
持
た
れ
る
田
中 

希
実
さ
ん
の
親
子
の
関
係
性
に
も
話
題
が
広
が
り
、
と
て
も
興
味
深

い
内
容
で
あ
っ
た
。
ま
た
学
生
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
学
生

時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
お
二
人
と
も
「
自
由
」

と
い
う
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
同
志
社
の
卒
業
生

ら
し
い
一
面
を
感
じ
た
。

次
に
、
今
年
度
に
実
施
し
た
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業

に
つ
い
て
同
志
社
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
か
ら
、「
同

志
社
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
」「
全
同
志
社
人
が
つ
な
ぐ
１
５
０
km
」「
お
菓

子
作
り
教
室
」「
オ
リ
ジ
ナ
ル
賛
美
歌
『
主
の
道
を
行
こ
う
』」
の
4

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
ご
紹
介

　
　

 
法
人
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法
人
事
務
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創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
事
務
室
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件
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
は
、
２
０
２
４
年
度
に
予

定
し
て
い
る
事
業
の
中
か
ら
ア
メ
リ

カ
グ
レ
イ
ス
教
会
に
お
け
る
記
念
礼

拝
と
全
同
志
社
合
唱
祭
の
紹
介
（
２

０
２
４
年
11
月
9
日
、
京
都
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル
）
が
あ
っ
た
。
合
唱
祭

参
加
団
体
で
あ
る
Ｃ
Ｃ
Ｄ
ア
ル
マ
マ

ー
タ
と
同
志
社
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
Ｏ

Ｂ
に
よ
る
歌
の
披
露
も
あ
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
グ
レ
イ
ス
教
会
に
お
け
る
記

念
礼
拝
（
２
０
２
４
年
10
月
10
日

（
木
）
～
15
日
（
火
）
4
泊
6
日
）

に
つ
い
て
は
こ
の
後
に
記
載
し
て
い

る
。
ま
た
、
新
島
襄
に
関
す
る
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
に
つ
い
て
の
説
明

も
あ
り
、
制
作
の
た
め
の
寄
付
の
お

願
い
が
さ
れ
た
。

最
後
に
、
同
志
社
大
學
應
援
團
と
合
唱
団
の
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
に

よ
り
、
今
年
のD

oshisha N
ew

 D
ay

が
幕
を
閉
じ
た
。

当
日
の
様
子
は
「
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
事
業
公
式

YouTube

」
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
る
。

https://w
w

w
.youtube.com

/@
doshishasouritsu150

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
開
催

11
月
29
日
（
水
）、
同
志
社
礼
拝
堂
に
て
、「
卒
業
後
の
可
能
性
は

無
限
大
！
―
わ
た
し
た
ち
が
理
系
か
ら
マ
ス
コ
ミ
へ
進
ん
だ
理
由

―
」
と
題
し
た
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開

催
し
た
。

八
田
英
二
同
志
社
総
長
・
理
事
長
挨
拶
の
後
、
大
学
ハ
リ
ス
理
化

学
研
究
所
桝
太
一
助
教
、
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
株
式
会
社
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
山
本
健
太
氏
、
株
式
会
社
毎
日

放
送
報
道
情
報
局
報
道
セ
ン
タ
ー
記

者
横
田
舞
氏
の
3
名
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
始
ま
っ
た
。

3
名
の
登
壇
者
に
は
二
つ
の
共
通

点
が
あ
り
、
一
つ
は
「
理
系
の
大
学

院
で
学
ん
だ
」
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、

そ
こ
か
ら
研
究
で
は
な
く
、「
社
会

に
広
く
伝
え
る
」
と
い
う
仕
事
を
選

ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
桝
助
教
が
フ
ァ
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シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
動
画
や
写

真
を
交
え
な
が
ら
、
2
名
の
現
在
の

仕
事
、
学
生
時
代
の
生
活
及
び
研
究
、

大
学
在
学
中
に
や
っ
て
お
い
て
良
か

っ
た
こ
と
、
マ
ス
コ
ミ
に
進
ん
だ
理

由
に
つ
い
て
等
、
多
様
な
テ
ー
マ
で

の
ト
ー
ク
が
展
開
さ
れ
た
。
時
に
会

場
か
ら
は
笑
い
も
起
こ
り
、
登
壇
者・

参
加
者
と
も
に
一
体
と
な
っ
た
和
や

か
な
時
が
刻
ま
れ
た
。

最
後
に
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
、
学
生
、
生
徒
、
児
童
か
ら
次
々
に

積
極
的
な
質
問
が
な
さ
れ
、
3
名
の
登
壇
者
か
ら
の
分
か
り
や
す
く

丁
寧
な
回
答
を
真
剣
な
面
持
ち
で
聞
い
て
い
た
様
子
が
特
に
印
象
的

で
あ
っ
た
。

新
島
襄
の
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル 

１
５
０
周
年
記
念
ツ
ア
ー
の
お
知
ら
せ

１
８
７
４
年
10
月
9
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
ラ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ
レ
イ
ス
教
会
（G

race C
ongregational 

C
hurch

）
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
（
伝
道
団
体
）
の
年

次
大
会
の
最
終
日
。
留
学
を
終
え
て
宣
教
師
と
し
て
帰
国
す
る
直
前
、

新
島
襄
は
大
勢
の
会
衆
の
前
で
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
を
日
本
に

設
立
す
る
と
い
う
志
を
熱
く
語
り
、
約
５
，
０
０
０
ド
ル
の
寄
付
の

約
束
を
得
て
、
そ
れ
が
同
志
社
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。
新
島
の
ラ
ッ

ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
か
ら
１
５
０
周
年
に
あ
た
る
２
０
２
４
年
10

月
13
日(

日)

に
、
グ
レ
イ
ス
教
会
に
お
い
て
、
記
念
礼
拝
を
執
り

行
い
ま
す
。

・ 

期
間
：
２
０
２
４
年
10
月
10
日
（
木
）
～
10
月
15

日
（
火
） 

4
泊
6
日

・ 

旅
行
代
金
：575,800

円
＋
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

及
び
国
内
外
空
港
税
、
他

https://150th.doshisha.ed.jp/150th-info/detail/256
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２
０
２
３
年
11
月
４
日
（
土
）、
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
恵
道
館
に

お
い
て
、ハ
リ
ス
理
化
学
研
究
所
研
究
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た（
共

催
：
同
志
社
大
学
理
工
会
）。

開
会
に
際
し
、
研
究
発
表
会
実
行
委
員
長
・
秋
山
い
わ
き
生
命
医

科
学
部
教
授
に
よ
る
挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
い
て
北
岸
宏
亮
理
工
学

部
教
授
に
よ
る
『
同
志
社
発
で
世
界
初
！
～
一
酸
化
炭
素
中
毒
の
治

療
薬
の
開
発
～
』
と
題
し
た
公
開
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

講
演
で
は
、
北
岸
教
授
が
本
学
に
お
い
て
長
年
に
わ
た
り
研
究
開
発

し
て
き
た
人
工
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
化
合
物
で
あ
るhem

oC
D

 
に
つ
い

て
、
そ
の
開
発
の
経
緯
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
建
物
火
災

等
で
頻
繁
に
発
生
す
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
対
し
てhem

oC
D

が

治
療
薬
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
や
、
救
急
救
命
用
医
薬
品
と
し
て

社
会
実
装
す
る
た
め
の
将
来
展
望
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
（
※
）。

※ 

本
研
究
に
基
づ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
世
界
初
の
一
酸
化
炭
素
中
毒

に
対
す
る
解
毒
剤
及
び
当
該
技
術
を
活
用
し
た
他
の
ガ
ス
中
毒
の

解
毒
剤
の
開
発
」
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）「
大
学
発
新
産
業
創
出
基
金
事
業
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
型 
起
業
実
証
支
援
）」
の
２
０
２
３
年
度
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

ハ
リ
ス
理
化
学
研
究
所
研
究
発
表
会
を
開
催

　
　

 
大
学  �

 

ハ
リ
ス
理
化
学
研
究
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講
演
会
後
は
、
北
岸
教
授
、

桝
太
一
ハ
リ
ス
理
化
学
研
究
所

助
教
、
鈴
木
祐
太
同
助
教
、
理

工
学
部
・
理
工
学
研
究
科
Ｏ
Ｇ

に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
北
岸
教
授
の
公
開
講

演
会
発
表
資
料
を
題
材
と
し
、

科
学
研
究
を
一
般
に
広
く
伝
え

る
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
方
法
や
考
え
方
に
つ
い
て
、
科
学
者
と
一
般
市
民

の
考
え
方
の
ギ
ャ
ッ
プ
等
を
取
り
上
げ
た
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。セ
ッ
シ
ョ
ン
の
終
わ
り
に
は
、ハ
リ
ス
理
化
学
研
究
所 

所
長・

出
口
博
之
理
工
学
部
教
授
に
よ
る
総
括
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
４
つ
の
会
場
に
分
か
れ
、
文
化
情
報
学
部
、
理
工
学
部
、

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

部
、
ハ
リ
ス
理
化
学
研
究
所
所
属
教
員
に
よ
る
助
成
金
成
果
発
表
、

ポ
ス
タ
ー
展
示
に
よ
る
部
門
研
究
成
果
発
表
、
創
造
科
学
教
育
夏
期

研
修
報
告
会
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
会
終
了
後
は
、

日
糧
館
に
会
場
を
移
し
、

教
職
員
、
学
生
及
び
一

般
参
加
者
が
一
堂
に
会

し
て
の
懇
親
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
あ
っ
と

い
う
間
に
時
間
が
経
過

し
、
最
後
は
、
円
陣
を

組
ん
で
のD

oshisha 
C

ollege Song 

合
唱

で
締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。

【
付
記
】
ハ
リ
ス
理
化
学
研
究
所
で
は
、
次
の
行
事
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
◆
8
・
9
月　

 

・
創
造
科
学
教
育
夏
期
研
修 

・
加
藤
与
五
郎
実
験
教
室

　
◆
11
月　
　
　

 

・
創
造
科
学
教
育
夏
期
研
修
報
告
会 

・
ハ
リ
ス
理
化
学
研
究
所
研
究
発
表
会

　
◆
年
4
回　
　
・
ハ
リ
ス
理
化
学
研
究
報
告
刊
行

トークセッションで解説する桝太一助教

懇親会場の様子
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同志社
クローズ・アップ

FRO
M

 N
O

W
 O

N
 

イ
ベ
ン
ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
、

人
類
の
地
球
で
の
存
続
を
自
分
ご
と
と
す
る

『
人
類
は
地
獄
の
門
を
開
け
て
し
ま
っ
た
』
国
連
事
務
総
長
で
あ

る
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
ー
レ
ス
は
、
２
０
２
３
年
9
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
国
際
的
な
連
合
を
前
に
演
説
し
た
。『
地
獄
の
門
』
は
、
既

に
世
界
中
で
起
き
出
し
て
い
る
気
候
変
動
・
異
常
気
象
に
よ
る
災
害

の
こ
と
を
指
す
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
不
景
気
、
戦
争
、
犯
罪
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
が
重

な
る
日
々
、
ど
の
よ
う
な
形
で
い
つ
訪
れ
る
か
不
明
な
環
境
問
題
に

よ
る
災
害
や
気
候
変
動
は
、
つ
い
つ
い
後
回
し
に
す
る
一
方
、
状
況

は
刻
々
と
悪
化
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
現
代
作
家
で
あ
る
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
サ
フ
ラ
ン
・
フ
ォ

ア
は
、こ
の
現
象
を“crises of im

agination”

と
名
付
け
て
い
る
。

私
が
受
け
持
つ
授
業
や
ゼ
ミ
で
取
り
上
げ
て
い
る
こ
の
テ
ー
マ
に
、

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
い
う
形
で
様
々
な
分
野
の
視
点
を
取
り
入
れ
、

学
生
と
共
に
学
び
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
２
０
２
２
年
度
に
始
め

た
企
画
を
こ
れ
か
ら
紹
介
し
た
い
。

1
日
の
ミ
ニ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

ク
リ
ス
マ
ス
1
週
間
前
の
日
曜
日
（
２
０
２
３
年
12
月
17
日
）、

1
日
限
り
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
「FRO

M
 N

O
W

 O
N

」
が
開
催

さ
れ
る
。
こ
の
企
画
は
、同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
の
3
学
科（
メ

デ
ィ
ア
創
造
学
科
、
国
際
教
養
学
科
、
音
楽
学
科
）
の
学
生
が
履
修

で
き
る
「
ジ
ョ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
い
て
い
る
。

学
芸
学
部
に
所
属
す
る
学
生
が
1
年
次
か
ら
受
講
で
き
る
こ
の
授

業
で
は
、
学
科
を
超
え
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
企

画
・
運
営
方
法
を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
現
21
世
紀
の
課
題
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
立
場
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
議
論
で
き
る
の
か
も
学

ぶ
。
更
に
問
題
意
識
を
持
っ
た
上
で
、
他
者
に
ど
の
よ
う
に
情
報
共

FR
O

M
 N

O
W

 O
N

 – 

地
球
を
守
るequality

　
　

 
女
子
大
学  �

学
芸
学
部
メ
デ
ィ
ア
創
造
学
科
教
授 

髙た
か

木ぎ　

毬ま
り
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同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten
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有
す
る
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
も
な
る
。

タ
イ
ト
ル
に
込
め
た
思
い
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る“FRO

M
 N

O
W

 O
N

”

は
「
こ
れ
か
ら
」
を
意
味
し
、
過
去
の
誤
り
や
未
練
を
悔
や
む
こ
と

よ
り
も
、
未
来
に
目
を
向
け
、
現
在
の
行
動
を
改
善
す
る
姿
勢
を
取

る
よ
う
訴
え
て
い
る
。
環
境
問
題
を
軸
と
し
、
１
年
目
の
２
０
２
２

年
度
は
誰
も
が
1
日
３
回
は
と
っ
て
い
る
食
事
の
選
択
が
地
球
に
与

え
て
い
る
負
荷
を
テ
ー
マ
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
２
年
目
で

あ
る
今
年
は
、
女
性
差
別
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
と
環
境
問
題
の
関
連

性
に
つ
い
て
学
び
、
ト
ー
ク
ゲ
ス
ト
に
は
3
名
の
専
門
家
を
招
い
た
。

N
andita Bajaj 

氏
（
人
口
と
地
球
環
境
、
イ
ン
ド
・
カ
ナ
ダ
）、

Luisa M
ok 

氏
（
Ｓ
Ｆ
と
デ
ザ
イ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
香
港
）、

小
松
正
史
氏
（
音
と
社
会
包
摂
、
京
都
）
の
講
演
に
よ
り
環
境
と
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
関
連
性
に
つ
い
て
多
様
な
視
点
か
ら
共
に
学
び
、
一
緒

に
考
え
た
。
ま
た
、
音
楽
学
科
の
松
下
悦
子
教
授
に
よ
る
歌
唱
や
、

環
境
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
展
示
会
や
ゲ
ー
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
も
開
催
し
た
。

２
０
２
４
年
度
の
３
年
目
は
、
こ
の
人
類
の
課
題
を
解
決
す
る
為

に
欠
か
せ
な
い
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
題
材
と
し
、
髙
木
が

担
当
す
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
完
結
す
る
。

72



同志社
クローズ・アップ

１　
授
業
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

中
学
校
で
は
今
年
度
、
中
学
１
年
生
で
複
数
の
教
員
が
グ
ル
ー
プ

に
な
っ
て
探
究
的
な
学
び
を
計
画
し
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
私
の
グ
ル
ー
プ
は
英
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
保

健
（
養
護
教
諭
）
担
当
の
教
員
か
ら
な
る
構
成
で
し
た
。
中
学
１
年

生
の
英
語
で
はTim

e Zones

と
い
う
教
科
書
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
に
各
国
のSchool M

eals

に
つ
い
て
の
話
題
が
出
て

き
ま
す
。
今
回
は
そ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
探
究
的
な
学
び
の
授

業
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
ま
し
た
。

ま
ず
、
週
１
回
の
授
業
（
担
当
は
８
ク
ラ
ス
）
で
ど
の
よ
う
な
流

れ
で
授
業
を
展
開
す
る
か
、
次
に
述
べ
る
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

①　
グ
ル
ー
プ
の
担
当
教
員
５
名
が
授
業
に
ど
う
か
か
わ
る
か

授
業
内
で
担
当
教
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
視
点
か
ら
話

を
し
て
も
ら
う
場
合
、
８
ク
ラ
ス
に
わ
た
る
時
間
割
変
更
は
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
担
当
教
員
が
10
分
以
内
の
「
ア
ド
バ
イ
ス
ビ
デ
オ
」

を
制
作
、
生
徒
に
見
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

②　
学
び
の
時
間
を
ど
う
確
保
し
、
デ
ザ
イ
ン
す
る
か

探
究
的
な
学
び
を
保
証
す
る
た
め
に
、
授
業
時
間
だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
る
た
め
、Team

s

やKeynote

の
共
同
制
作
を
活
用
し

な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
内
の
情
報
共
有
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
制
作

を
進
め
ま
し
た
。

③　

 

探
究
的
な
学
び
の
手
順
を
示
し
、
学
習
に
見
通
し
を
持
た
せ
る

工
夫
を
ど
う
す
る
か

ブ
ッ
ク
（PD

F, Epub

形
式
）
を
制
作
し
、
生
徒
に
配
信
し
て

学
習
目
標
・
内
容
・
手
順
な
ど
が
わ
か
る
ガ
イ
ド
と
し
ま
し
た
。

④　
学
習
内
容
を
一
人
ひ
と
り
が
理
解
し
、
自
分
の
学
び
と
す
る

グ
ル
ー
プ
で
決
め
た
テ
ー
マ
に
も
と
づ
く
調
査
を
ベ
ー
ス
に
自
分

た
ち
が
考
え
る
理
想
のSchool M

eal

の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
レ

シ
ピ
を
制
作
し
ま
す
。
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
で
そ
れ
ら
を
統
合
し
、
発

表
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
ま
す
。

「
食
」
に
つ
い
て
考
え
る
探
究
的
な
学
び
〜S
chool M

eals P
roject

〜

　
　

 
中
学
校
・
高
等
学
校  �

英
語
科
教
諭 

反た
ん

田だ　

任た
か
し

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten
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⑤　
発
表
の
方
法
と
評
価
（
学
習
の
振
り
返
り
）

一
対
一
で
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
と
取
り
組
む
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の

レ
ッ
ス
ン
（
25
分
）
を
活
用
し
、
発
表
内
容
を
英
語
で
発
表
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
の
講
師
の
先
生
か
ら
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内

容
に
つ
い
て
英
語
で
質
問
が
出
さ
れ
、
返
答
も
行
い
ま
す
。（
授
業

の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
ペ
ー
ジ
上
段
の
図
を
参
照
）

２　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
探
究
的
な
学
び

探
究
的
な
学
び
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
情

報
収
集
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
情
報
・
意
見
交
流
、

教
師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
ラ
イ
ド
の
共

同
制
作
に
活
用
し
ま
し
た
。
情
報
や
意
見
の
交
流
の
場
と
し
て
の

Team
s

の
活
用
は
授
業
と
授
業
の
間
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
学
び
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
教
室
（
授
業
）
だ
け
で
な
く
、
時
間
・
空
間
を
超

え
て
、グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
繋
が
り
、学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
生
徒
た
ち
は
共
同
授
業
者
の
制
作
し
た
ビ
デ
オ
を
何
度
も
見

返
す
こ
と
で
学
習
内
容
の
理
解
が
よ
り
深
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
説
得
力
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
デ
ー

タ
を
活
用
す
る
な
ど
の
工
夫
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
「
食
」
に
つ
い
て
考
え
、「
健
康
」、「
伝
統
食
」

「
食
品
ロ
ス
」「
食
料
の
流
通
問
題
」「
環
境
と
食
」「
食
品
ア
レ
ル
ギ

授業の流れ
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ー
」
な
ど
の
テ
ー
マ
を
グ
ル
ー
プ
で
決
め
て
調
査
し
、
そ
の
調
査
に

も
と
づ
い
てSchool M

eal

の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
分
担
し
て
調

理
し
、
レ
シ
ピ
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

３　
中
間
発
表
と
最
終
発
表

中
間
発
表
で
は
各
グ
ル
ー
プ
で
調
べ
た
内
容
を
も
と
に
、
各
グ
ル

ー
プ
が
取
り
組
む
テ
ー
マ
を
発
表
、
最
終
発
表
で
は
グ
ル
ー
プ
で
ま

と
め
た
内
容
と
レ
シ
ピ
に
つ
い
て
英
語
で
発
表
し
ま
し
た
。

中
間
発
表
で
は
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
最
終
発
表
で
は
個

人
の
英
語
と
発
表
す
る
力
が
試
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
生
徒
も
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

特
に
英
語
で
発
表
す
る
前
に
は
、
Ａ
Ｉ
発
音
チ
ェ
ッ
ク
ア
プ
リ
も

活
用
し
、
英
語
を
ス
ム
ー
ズ
に
発
音
す
る
練
習
も
行
い
ま
し
た
。

４　
生
徒
が
主
体
的
に
学
ぶ
環
境
づ
く
り

今
回
、
５
人
の
教
員
で
協
働
し
て
取
り
組
ん
だ
授
業
は
教
科
横
断

型
の
授
業
で
あ
り
、
ま
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
環
境
問
題
、STEA

M

な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
含
む
も
の
で
し
た
。
ま
た
生
徒
の
成
果
物
で
あ

る
レ
シ
ピ
に
は
生
徒
の
さ
ま
ざ
ま
な
考
え

が
や
ア
イ
デ
ア
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「
オ
ー
プ
ン
エ
ン
ド
の
問
い
」
に
よ
っ
て
、

生
徒
の
思
考
力
、
創
造
力
を
育
む
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、「
学

び
の
目
標
」
を
明
確
に
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
常
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
構
築
し
、
深
い
学
び

に
繋
げ
、
さ
ら
に
英
語
で
発
表
し
、
学

校
内
外
の
人
か
ら
の
評
価
を
受
け
る
流

れ
が
デ
ザ
イ
ン
で
き
ま
す
。

今
回
の
授
業
実
践
が
教
科
横
断
型
の

授
業
は
他
教
科
と
の
調
整
が
難
し
い
と

い
う
点
を
ク
リ
ア
す
る
一
つ
の
方
法
と

し
て
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

中間発表と最終発表の様子

制作したデジタルテキスト振り返りシート
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同
志
社
香
里
ス
キ
ー
部
の
歴
史

私
が
生
徒
と
し
て
同
志
社
香
里
中
学
校
に
入
学
し
、
ス
キ
ー
部
に

入
部
し
た
の
が
５
３
年
前
で
し
た
。
中
学
１
年
生
の
私
に
と
っ
て
、

高
校
３
年
生
の
先
輩
は
本
当
に
大
き
く
見
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
教

員
と
し
て
学
校
法
人
同
志
社
に
入
社
し
、
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高

等
学
校
配
属
、
同
時
に
ス
キ
ー
部
顧
問
と
な
り
３
７
年
が
過
ぎ
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

同
志
社
香
里
ス
キ
ー
部
自
体
は
今
か
ら
６
１
年
前
、
１
９
６
２
年

に
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
当
時
は
ス
キ
ー
の
好
き
な
生
徒
と
教
員
が

冬
休
み
に
ス
キ
ー
を
し
に
山
に
行
く
と
い
う
レ
ベ
ル
の
研
究
会
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
徐
々
に
部
員
も
増
え
数
年
後
に
は
ク
ラ
ブ
に

昇
格
し
、
志
向
も
競
技
志
向
に
変
化
し
て
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

毎
年
、
大
阪
、
近
畿
、
全
国
を
目
指
す
競
技
ク
ラ
ブ
と
し
て
代
表
選

手
を
送
り
出
し
な
が
ら
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
府
高
校
選
手
権

に
お
い
て
は
男
子
の
部
で
過
去
７
２
回
の
開
催
中
、
総
合
で
現
在
の

１
４
連
覇
を
含
む
４
６
勝
、
２
０
０
０
年
よ
り
共
学
化
し
、
併
設
し

た
女
子
の
部
も
２
３
年
間
で
総
合
６
勝
、
近
畿
大
会
に
お
い
て
も
過

去
総
合
7
勝
と
押
し
も
押
さ
れ
も
し
な
い
名
門
ス
キ
ー
部
に
成
長
し

て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
競
技
に
つ
い
て

一
般
的
に
ス
キ
ー
と
い
う
と
、
華
や
か
な
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
か
か
る
ス
キ

ー
場
で
白
い
雪
に
ま
み
れ
な
が
ら
楽
し
く
滑
っ
て
、
疲
れ
る
と
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
で
お
茶
を
飲
ん
で
過
ご
す
、
夜
は
宿
屋
や
温
泉
街
で
ア
フ

タ
ー
ス
キ
ー
を
楽
し
む
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

同
志
社
香
里
ス
キ
ー
部
の
目
指
す
競
技
ス
キ
ー
は
そ
う
い
っ
た
イ
メ

ー
ジ
と
は
か
け
は
な
れ
て
い
ま
す
。
早
朝
か
ら
リ
フ
ト
が
止
ま
る
ま

で
、
指
定
さ
れ
た
競
技
コ
ー
ス
に
ポ
ー
ル
で
制
限
さ
れ
た
コ
ー
ス
を

設
定
し
、
吹
雪
の
中
で
も
競
技
用
の
空
気
抵
抗
の
少
な
い
、
体
に
ぴ

雪
不
足
に
負
け
る
な
！　

同
志
社
香
里
中
学
・
高
校
ス
キ
ー
部

　
　

 
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校  �

体
育
科
教
諭
　
ス
キ
ー
部
顧
問 

竹た
け

田だ　

幸こ
う

平へ
い
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志
社
ク
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同志社
クローズ・アップ

っ
た
り
と
し
た
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
着
て
、
ひ
た
す
ら
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
滑
り
込
む
、
夜
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
ス
キ
ー
の
チ
ュ
ー
ン

ナ
ッ
プ
に
明
け
暮
れ
る
と
い
っ
た
生
活
を
送
り
ま
す
。
ま
た
、
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
も
あ
り
、
こ
れ
は
３
～
１
５
㎞
の
野
山
に
設
定

さ
れ
た
コ
ー
ス
を
４
㎝
程
度
の
幅
の
細
い
専
用
の
ス
キ
ー
で
走
り
タ

イ
ム
を
競
い
ま
す
。
か
な
り
過
酷
な
競
技
で
ゴ
ー
ル
し
た
選
手
の
顔

に
は
よ
だ
れ
が
ツ
ラ
ラ
の
よ
う
に
下
が
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
一
般
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
と
は
一
味
も
二
味
も
違
っ
た
ス
キ

ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

雪
な
し
県
に
お
け
る
ス
キ
ー
部
の
意
義

過
去
に
同
志
社
香
里
の
中
で
も
ス
キ
ー
部
に
対
す
る
風
当
た
り
は

順
風
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。『
雪
な
し
県
の
大
阪
府
に

な
ぜ
ス
キ
ー
部
な
ん
か
が
必
要
な
の
か
』、『
三
学
期
に
大
会
が
集
中

し
て
ほ
と
ん
ど
学
校
に
こ
ら
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
』、『
金
食
い
虫
』、

『
た
っ
た
何
日
間
か
だ
け
の
競
技
の
た
め
に
雪
の
な
い
時
期
に
延
々

と
走
る
意
味
が
あ
る
の
？
』・
・
・
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
ま
さ
に
そ

の
通
り
で
、
季
節
競
技
で
あ
る
ス
キ
ー
は
当
然
冬
し
か
で
き
ず
、
大

会
も
冬
に
集
中
し
、
近
隣
府
県
に
お
い
て
日
帰
り
で
実
施
さ
れ
る
他

の
競
技
と
は
違
っ
て
ど
う
し
て
も
宿
泊
を
伴
い
、
同
時
に
多
額
の
費

用
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
た
だ
、
ス
キ
ー
競
技
に
触
れ
、
ス
キ

ー
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
言
葉
が
無
為
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
自
然
を

相
手
に
す
る
競
技
の
厳
し
さ
、
理
不
尽
さ
の
中
で
多
く
の
犠
牲
を
払

い
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
大
会
に
向
か
っ
て

い
く
生
徒
た
ち
は
、
平
穏
な
日
常
を
大
阪
で
過
ご
し
て
い
る
一
般
の

生
徒
と
一
線
を
画
す
何
か
を
得
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
同
志

社
香
里
に
は
ス
キ
ー
部
の
よ
う
に
中
高
６
年
の
各
年
代
の
生
徒
が
一

緒
に
活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
が
複
数
存
在
し
ま
す
。
縦
の
関
係
が
希

薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
昨
今
、
こ
う
い
っ
た
ク
ラ
ブ
で
過
ご
す
こ
と
は

非
常
に
得
難
い
６
年
間
を
過
ご
す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
上
級
生

は
自
分
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
下
級
生
の
技
術
指
導
だ
け
に
も
と

ど
ま
ら
ず
、
生
活
か
ら
安
全
管
理
ま
で
に
も
目
を
配
り
ま
す
。
下
級

生
は
自
分
が
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
貢
献
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
努
力

す
る
と
い
っ
た
伝
統
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
く
わ
え
て
、
長
期
間
の

宿
泊
を
伴
う
共
同
生
活
で
得
ら
れ
る
一
体
感
や
規
律
は
生
徒
た
ち
の

こ
れ
か
ら
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

多
く
の
犠
牲
と
学
校
、
保
護
者
そ
の
他
多
く
の
人
た
ち
の
協
力
が

な
い
と
成
立
し
な
い
ス
キ
ー
競
技
で
す
が
、
選
手
達
に
私
が
常
に
言

っ
て
い
る
の
は
『
愛
さ
れ
る
選
手
に
な
れ
』
と
い
う
言
葉
で
す
。
こ

の
言
葉
は
他
校
の
先
輩
監
督
さ
ん
の
言
葉
だ
っ
た
の
で
す
が
、
選
手

と
し
て
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
勝
利
も
も
ち
ろ
ん
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大
事
で
す
。
し
か
し
、
自
分
勝
手
で
周
り
に
気
を
使
え
な
い
、
感
謝

の
気
持
ち
の
な
い
選
手
で
は
誰
も
共
感
も
応
援
も
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

ス
キ
ー
と
い
っ
た
あ
る
意
味
特
殊
な
競
技
に
お
い
て
、
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
大
切
な
言
葉
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
と
こ
れ
か
ら

こ
こ
数
年
、
ス
キ
ー
競
技
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
予
定
さ
れ

て
い
た
大
会
が
中
止
に
な
っ
た
り
、
十
分
な
練
習
環
境
が
整
わ
な
い

な
ど
非
常
に
深
刻
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
兵
庫
県
で
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
近
畿
高
校
選
手
権
も
こ
こ
5
年
で
雪
不
足
の
た
め
3
度

中
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
も
過
去
の
話
と
な
り
、

ス
キ
ー
客
の
減
少
に
伴
い
、
ス
キ
ー
場
の
閉
鎖
も
相
次
い
で
い
ま
す
。

宿
泊
費
や
用
具
価
格
も
ど
ん
ど
ん
値
上
が
り
し
、
競
技
を
続
け
る
に

は
決
し
て
良
い
環
境
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

こ
と
も
影
響
し
、
近
年
で
は
ス
キ
ー
部
に
入
部
し
て
く
る
生
徒
も
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

今
後
、
ス
キ
ー
部
、
ひ
い
て
は
「
ス
キ
ー
」
は
一
体
ど
の
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
ま
ま
尻
す
ぼ
み
で
な
く

な
っ
て
い
く
運
命
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
形
を
変
え
た

環
境
の
中
で
生
き
残
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
私
は
ス
キ
ー
と
い
う
生
涯
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
が
こ
れ

か
ら
も
消
え
る
こ
と
な
く
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

と
く
に
自
然
を
相
手
に
真
っ
白
い
雪
の
中
、
必
死
で
奮
闘
す
る
ス
キ

ー
部
の
生
徒
た
ち
が
ス
キ
ー
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
将
来

に
わ
た
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
し
て
成
長
し
て
い
く
姿
が
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
い
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

DOSHISHA KORI SKI TEAM
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同志社
クローズ・アップ

海
外
語
学
研
修
の
再
開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
数
年
間
中
止
が
続
い
て
い
た
海

外
語
学
研
修
が
、
約
四
年
ぶ
り
に
再
開
し
ま
し
た
。
中
二
・
中
三
対

象
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修
、
中
三
対
象
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
タ
ー
ム
留
学
、ア
メ
リ
カ
ヌ
エ
ー
バ
校
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
、高
二・

高
三
対
象
の
イ
ギ
リ
ス
語
学
研
修
を
実
施
で
き
、
本
校
の
海
外
語
学

研
修
が
や
っ
と
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
実
際
に
日
本
と
は
違
う

国
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経
験

し
た
り
、
現
地
校
に
通
っ
た

り
、
歴
史
的
な
場
所
を
巡
っ
た

り
、
文
化
体
験
を
し
た
り
と
、

様
々
な
経
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
自
分
の
英
語
が

伝
わ
っ
た
喜
び
や
、
現
地
の

方
々
と
交
流
す
る
喜
び
を
感

じ
な
が
ら
、
文
化
や
考
え
方
の
違
い
に
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
も
多
く
の
時
間
を
共
有
し
、
英
語
だ
け

で
は
な
く
、
国
境
を
越
え
た
人
と
の
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
今
回
得
ら
れ
た
貴
重
な
経
験
を
、
一
人
一
人
が
あ
ら
ゆ
る
形

で
未
来
へ
と
繋
げ
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
タ
ー
ム
留
学
の
導
入
と
実
施

本
校
で
は
、
コ
ロ
ナ
前
か
ら
タ
ー
ム
留
学
の
導
入
を
検
討
し
て
い

た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
が
続
き
、
二
〇
二
二
年
度
に
初

め
て
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
タ
ー
ム
留
学
」
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
タ
ー
ム
留
学
は
、
約
三
ヶ
月
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ハ
ミ

ル
ト
ン
で
過
ご
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
れ
ま
で
本
校
で
は
、
二
週

間
程
度
の
海
外
語
学
研
修
を
い
く
つ
か
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
グ

ロ
ー
バ
ル
時
代
を
見
据
え
、
現
地
校
で
一
タ
ー
ム
過
ご
す
と
い
う
、

よ
り
実
践
的
な
留
学
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
概
要
と
し
て
は
、
語
学
学
校
に
て
約
二
～
三
週
間
の
英
語
研
修
、

そ
の
後
、
伝
統
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
女
子
校
で
あ
るSacred 

海
外
語
学
研
修
の
再
開
と
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
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H
eart G

irls’ C
ollege

に
通
い
ま
す
。
現
地
の
第
一
タ
ー
ム
が
始

ま
る
時
期
に
通
い
始
め
、
一
タ
ー
ム
現
地
校
で
生
活
を
送
り
ま
す
。

英
語
を
学
ぶ
世
界
各
国
か
ら
の
留
学
生
と
共
に
過
ご
す
語
学
学
校
で

の
研
修
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
現
地
校
で
の
生
活
を
経
験
し
た
参

加
者
た
ち
は
、
自
ら
の
力
で
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
、
大
き
く
成

長
し
ま
し
た
。
こ
の
留
学
を
通
し
て
広
い
世
界
を
感
じ
、
今
後
グ
ロ

ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
年

度
も
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
日
程
で
三
名
が
参
加
し
ま
す
。
生
徒
た

ち
が
ど
う
成
長
し
て
帰
国
す
る
の
か
、
三
か
月
後
が
楽
し
み
で
す
。

国
内
語
学
研
修
の
導
入
と
実
施

海
外
留
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
、
東
京
で
二
泊

三
日
の
国
内
語
学
研
修
を
導
入
し
、
実
施
し
ま
し
た
。
中
学
二
年
生

と
三
年
生
の
希
望
者
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
英

語
研
修
を
実
施
し
たTokyo G

lobal G
atew

ay

で
は
、「
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
」
に
お
い
て
、
飛
行
機
内
、
ホ
テ
ル
、
店
舗
な

ど
の
場
面
で
、
実
際
に
注
文
し
た
り
、
ホ
テ
ル
予
約
を
し
た
り
と
、

状
況
に
合
わ
せ
て
実
践
的
な
英
語
表
現
を
学
び
ま
し
た
。
日
本
に
い

な
が
ら
、
ま
る
で
海
外
に
い
る
よ
う
な
体
験
が
で
き
、
わ
く
わ
く
し

な
が
ら
英
語
を
使
っ
て
い
る
生
徒
た
ち
の
姿
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
エ
リ
ア
」
に
お
い
て
は
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
制
作
、
コ
マ
撮
り
作
品
作

成
、
多
文
化
理
解
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
、「
英
語
を
学
ぶ
」
の
で
は
な
く
、「
英
語
で
学
ぶ
」
体
験

を
し
ま
し
た
。
普
段
と
は
違
う
環
境
の

中
で
、
常
に
英
語
を
使
っ
て
過
ご
す
体

験
が
、
参
加
者
の
英
語
学
習
へ
の
意
欲

を
高
め
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

様
々
な
国
出
身
の
先
生
方
と
の
出
会

い
を
通
し
て
、
異
文
化
や
多
様
な
考
え

方
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有

意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

語学学校での英語研修

現地校での学校生活

ニュース番組の制作
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同志社
クローズ・アップ

文
部
科
学
省
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
中
で
、「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
の
目
標
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

探
究
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
，
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習

を
行
う
こ
と
を
通
し
て
，
自
己
の
在
り
方
生
き
方
を
考
え
な
が

ら
，
よ
り
よ
く
課
題
を
発
見
し
解
決
し
て
い
く
た
め
の
資
質
・

能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

従
前
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
か
ら
今
回
の
「
総
合
的
な
探

究
の
時
間
」に
改
編
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
強
調
さ
れ
た
の
は
、「
学
習
」

と
「
自
己
の
在
り
方
生
き
方
」
の
関
係
性
、
言
い
換
え
れ
ば
、
学
び

が
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
は
教
科
を
越
え
た
横
断
的
な
も
の
で

あ
り
、
生
徒
の
主
体
的
な
取
り
組
み
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
生
徒

を
主
体
的
・
対
話
的
な
学
び
に
誘
う
た
め
の
教
員
側
の
「
主
体
的
で

対
話
的
な
」
教
材
準
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
校
で
は
２
０
２
２
年
度
か
ら
、
学
年
ご
と
・
学
期
ご
と
に
学
習

テ
ー
マ
を
設
定
し
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

以
下
、
２
０
２
３
年
度
の
テ
ー
マ
の
一
部
で
あ
る
。

高
校
１
年　
　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

高
校
２
年　
　
平
和
に
つ
い
て

高
校
３
年　
　
生
き
る
こ
と

高
１
で
の
具
体
的
な
も
の
か
ら
、
学
年
進
行
で
抽
象
的
な
内
容
に

な
り
、
よ
り
内
省
す
る
機
会
が
増
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
外
部

か
ら
の
講
師
を
招
い
て
知
識
を
深
め
る
（
例
え
ば
、
今
年
の
高
校
１

年
の
二
学
期
に
は
京
田
辺
市
の
市
長
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
京
田
辺

市
や
自
治
体
の
考
え
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
、
普
段
自
分
た
ち

に
な
い
視
点
か
ら
学
ん
だ
）
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
生
徒
間
の
活
発

な
討
論
や
発
表
を
通
じ
て
、
学
び
を
共
有
し
深
化
す
る
作
業
を
行
う
。

こ
こ
ま
で
が
一
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
る
。

点
数
化
し
な
い
学
び
で
あ
る
が
、
こ
の
学
習
を
通
し
て
生
徒
達
が

得
る
も
の
は
多
い
は
ず
で
あ
る
。

総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
可
能
性 

〜
同
志
社
国
際
高
等
学
校
の
と
り
く
み
〜

　
　

 

国
際
中
学
校
・
高
等
学
校  �

教
頭 

西に
し
だ田　

喜
久
夫

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten
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国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
リ
ン
ク
し
た

修
学
旅
行

九
月
二
十
六
日
か
ら
三
泊
四
日
で
、
初
等
部
六
年
生
は
九
州
方
面

へ
修
学
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
初
等
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｉ
Ｂ　
Ｐ
Ｙ
Ｐ
）

認
定
校
で
あ
る
本
校
で
は
、
校
外
学
習
や
宿
泊
学
習
の
ね
ら
い
と
、

「
探
究
の
単
元
」
で
学
ぶ
概
念
と
を
関
連
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
修

学
旅
行
に
お
い
て
も
、
ね
ら
い
の
一
つ
を
「
人
類
の
進
歩
が
与
え
る

自
然
界
へ
の
影
響
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
」
と
設
定
し
ま
し
た
。

さ
て
、
一
日
目
は
伊
丹
空
港
か
ら
鹿
児
島
へ
。
最
初
に
訪
れ
た
の

は
、
こ
の
場
所
か
ら
数
多
く
の
若
者
が
「
神
風
特
別
攻
撃
隊
」
と
し

て
、
片
道
の
燃
料
し
か
積
ん
で
い
な
い
飛
行
機
で
飛
び
立
っ
て
い
っ

た
知
覧
（
鹿
児
島
県
南
九
州
市
知
覧
町
）
で
す
。
知
覧
特
攻
平
和
会

館
や
ほ
た
る
館
、
富
屋
食
堂
で
、
語
り
部
の
方
の
お
話
を
熱
心
に
聞

い
た
り
、
質
問
を
し
た
り
、
ま
た
資
料
に
見
入
っ
た
り
、
メ
モ
を
取

っ
た
り
し
な
が
ら
、
過
去
の
戦
争
や
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
新
幹
線
で
新
水
俣
駅
へ
。
水
俣
病
資
料
館
・
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
、
熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
水
俣
病
や
環
境
保
全
に

つ
い
て
、グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
見
学
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は「
山

の
中
の
海
軍
の
町
に
し
き　
ひ
み
つ
基
地
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
訪
れ

ま
し
た
。
こ
こ
は

太
平
洋
戦
争
中
の

一
九
四
三
年
に
建

設
さ
れ
た
、
人
吉

海
軍
航
空
基
地
で

あ
り
、
地
下
ト
ン

ネ
ル
の
中
に
作
ら

れ
た
魚
雷
調
整
場

６
年
生
修
学
旅
行　

鹿
児
島
・
熊
本
方
面

　
　

 
国
際
学
院  �

初
等
部
教
頭 

風か
ざ

間ま　

寛ひ
ろ
し

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
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同志社
クローズ・アップ

や
兵
舎
豪
、
地
下
作
戦
室
・
無
線
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
こ
こ
で
も
、
地
元
の
語
り
部
の
皆
さ
ん
の
お
話
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
中
や
地
下
ト
ン
ネ
ル
の
中
を
見
学
し
て
い

ま
し
た
。

三
日
目
は
、
環
境
と
自
然
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。（
株
）
ビ
ッ

グ
バ
イ
オ
で
は
「
Ｂ
Ｂ
菌
」
に
よ
る
水
質
浄
化
、（
株
）
日
本
リ
モ

ナ
イ
ト
で
は
鉱
物
資
源
で
あ
る
リ
モ
ナ
イ
ト
（
阿
蘇
リ
モ
ナ
イ
ト
）

を
使
っ
た
土
壌
改
良
・
水
質
浄
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
見
学
や
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
終
日
は
益
城
町
に
て
、
傾
い
た
家
屋
や
地
表
に
現
れ
た
断
層
な

ど
、
熊
本
地
震
の
爪
痕
を
見
学
し
な
が
ら
、
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
肌

で
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
熊
本
城
の
見
学
、
最
後
に
日
本
キ
リ
ス
ト

教
団
草
葉
町
教
会
に
て
同
志
社
ゆ
か
り
の
「
熊
本
バ
ン
ド
礼
拝
」
を

実
施
し
、
熊
本
空
港
か
ら
岐
路
に

つ
き
ま
し
た
。

こ
の
修
学
旅
行
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
は
反
戦
平
和
に
関
す

る
こ
と
、
自
然
災
害
に
関
す
る
こ

と
、
そ
し
て
熊
本
バ
ン
ド
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し

て
、
今
後
の
探
究
の
学
習
に
生
か

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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２
０
２
３
年
10
月
17・18
日
、台
湾
の
台
東
大
学
附
属
小
学
校
（
國

立
臺
東
大
學
附
設
實
驗
國
民
小
學
）
か
ら
訪
問
団
が
来
校
し
、
同
志

社
小
学
校
の
児
童
、
教
職
員
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

台
東
大
学
附
属
小
学
校
は
、
台
湾
南
東
部
の
台
東
県
に
あ
る
国
立

の
小
学
校
で
、
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
、
原
住
民
文

化
が
色
濃
く
残
る
台
東
県

は
、
芸
術
の
街
と
し
て
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

台
東
大
学
附
属
小
学
校

と
同
志
社
小
学
校
は
、
本

校
に
近
接
す
る
人
間
文
化

研
究
機
構 

総
合
地
球
環

境
学
研
究
所
と
の
ご
縁
で

２
０
１
０
年
よ
り
交
流
が

始
ま
り
、
２
０
１
６
年
に
は
人
的
交
流
協
定
締
結
に
至
る
な
ど
、
10

年
以
上
積
極
的
な
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
４
年
ぶ
り
に
、
児
童
30
名
と
教
員
６

名
が
来
校
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
本
校
の
６

年
生
児
童
と
台
東
大
学
附

属
小
学
校
の
児
童
が
グ
ル

ー
プ
で
京
都
観
光
を
楽
し

み
ま
し
た
。
英
語
と
道
草

の
授
業
で
準
備
し
て
き
た

手
作
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
会
話
用
の
メ
モ
を
片
手

に
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
散

策
し
ま
し
た
。
散
策
後
は
、

同
志
社
大
学
に
集
合
し
、

台
東
大
学
附
属
小
学
校
と
の
交
流

　
　

 
小
学
校  �

教
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同志社
クローズ・アップ

良
心
館
食
堂
で
昼
食
を
共
に
し
た
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
を
楽
し
ん

だ
り
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
５
・
６
年
生
が
授
業
交
流
と
ク
ラ
ブ
活
動
を
楽
し
み

ま
し
た
。
台
東
大
学
附
属
小
学
校
の
児
童
が
本
校
の
6
年
生
に
台
湾

原
住
民
の
文
化
を
紹
介
し
、
一
緒
に
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
手
作
り
し
た

り
、
５
年
生
が
事
前
に
羽
子
板
に
描
い
て
お
い
た
絵
に
台
東
大
学
附

属
小
学
校
の
児
童
が
色
を
塗
り
、
そ
の
羽
子
板
で
一
緒
に
は
ね
つ
き

を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
お
互
い
の
町
や
人
々
の
暮
ら
し

に
つ
い
て
、
英
語
で
す
ご
ろ
く
を
し
な
が
ら
紹
介
し
合
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
よ
う
や
く
再
開
し
た
交
流
行
事
。
参
加
し
た
児

童
か
ら
は
、
台
湾
の
児
童
と
の
個
人
的
な
交
流
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
く

語
ら
れ
る
な
ど
、
対
面
交
流
の
意
義
を
再
認
識
し
た
行
事
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
引
き
続
き
様
々
な
国
際
交
流
の
再
開
を
模
索

し
つ
つ
、
本
校
の
国
際
化
教
育
の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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新
園
舎
に
移
転
し
て
３
年
目
の
幼
稚
園
（
シ
ャ
ロ
ー
ム
ハ
ウ
ス
）。

敷
地
内
に
は
、
同
志
社
大
学
・
旧
フ
レ
ン
ド
・
ピ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
か

ら
引
き
継
い
だ
大
木
（
銀
杏
・
ク
ス
ノ
キ
…
他
）
が
あ
り
ま
す
。
中

庭
の
ク
ス
ノ
キ
も
そ
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
長
く
こ
の
地

を
見
守
っ
て
い
く
か
と
思
わ
れ
た
大
木
で
し
た
が
、
去
年
、
木
の
表

面
に
キ
ノ
コ
が
生
え
始
め
、
木
の
寿
命
が
残
り
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
倒
木
の
危
険
も
あ
る
と
し
て
、

残
念
な
が
ら
伐
採
を
決
め
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
11
月
。
伐
採
が
決
ま
っ
た
ク
ス
ノ
キ
を
囲
み
、
全
園

児
で
お
別
れ
の
礼
拝
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
こ
の
場
所
や
沢
山

の
人
々
を
見
守
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
を
捧
げ
、
讃
美
歌
を
歌
い

ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
そ
の
様
子
が
印
象
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
く

ち
ぐ
ち
に
保
護
者
に
伝
え
た
こ
と
も
あ
り
、
保
護
者
の
方
も
大
木
の

最
後
の
姿
を
目
に
焼
き
付
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
２
３
年
8
月
、
ク
ス
ノ
キ
の
伐
採
工
事
が
終
了
し
ま

し
た
。
園
庭
か
ら
中
庭
が
横
断
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
場
所
に
枕
木

を
埋
め
、
遊
歩
道
が
で
き
ま
し
た
。
中
庭
の
遊
歩
道
は
子
ど
も
達
だ

け
で
な
く
保
護
者
の
方
に
通
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
園
舎
の

中
に
新
た
な
動
き
が
感
じ
ら
れ
る
空
間
と
な
り
ま
し
た
。
残
し
た
大

き
な
切
り
株
の
周
辺
に
は
、
小
さ
な
草
花
が
芽
を
出
し
、
子
ど
も
達

に
と
っ
て
人
気
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
庭
「
ク
ス
ノ
キ
」
の
伐
採　

〜
お
別
れ
礼
拝
と
遊
歩
道
の
設
置
〜
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（2022年度撮影）
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同志社
クローズ・アップ

幼
稚
園
に
は
新
し
い
園
舎
と
と
も
に
、
歴
史
あ
る
銀
杏
並
木
や
旧

門
な
ど
も
共
存
し
て
い
ま
す
。
引
き
継
い
だ
沢
山
の
大
切
な
も
の
を

守
り
な
が
ら
、
同
時
に
子
ど
も
達
や
保
護
者
の
方
々
、
そ
し
て
教
職

員
が
一
体
と
な
っ
て
、
新
し
い
歴
史
を
紡
い
で
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
う
に
と
、
こ
の
度
の
伐
採
を
機
に
、
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

2023年8月完成　中庭の遊歩道

幼稚園リチャーズホールから見る
伐採前のクスノキ（2022年11月）

お別れ礼拝の様子
（2022年度11月）
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直
近
の
企
画
と
し
て
は
、

同
志
社
女
子
中
学
校
・
高

等
学
校
で
心
と
体
の
大
切

な
成
長
期
を
過
ご
さ
れ
た

卒
業
生
で
あ
る
河
本
宏
子

氏
（
同
志
社
大
学
文
学
部

卒
業
、
元
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研

究
所
会
長
）、
安
久
詩
乃

氏
（
同
志
社
大
学
心
理
学

部
卒
業
、
株
式
会
社
堀
場

製
作
所
勤
務
：
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
）
に
在
学
当
時
の
思
い
出
や
現

在
へ
つ
な
が
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
そ
の
後
の
生
き
方
へ
の
影
響
な
ど
、

一
貫
教
育
か
ら
生
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
中
村
久
美
子
同
志
社

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
が
伺
い
ま
し
た
。

河
本
氏
は
一
貫
教
育
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、「
自
分

の
学
び
の
た
め
に
時
間
を
使
え
る
こ
と
で
す
。
本
を
読
ん
だ
り
、
音

楽
に
親
し
ん
だ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
も
打
ち
込
め
ま
す
。
受
験
を
気
に

せ
ず
好
き
な
こ
と
に
費
や
す
6
年
間
は
、
振
り
返
れ
ば
、
人
格
形
成

に
も
大
き
く
影
響
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
大
学
進
学
時
に
は
受
験

を
し
て
い
な
い
こ
と
で
知
識
不
足
で
は
な
い
か
と
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、む
し
ろ
自
分
で
自
分
の
時
間
を
使
う
こ
と
で
身
に
つ
い
た『
自

　
同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー 

所
長　

大お
お

久く

保ぼ 

雅ま
さ

史し

同
志
社
の
一
貫
教
育
の
魅
力
を

Ｈ
Ｐ
で
発
信

○
同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ

ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
は
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま

で
を
擁
す
る
総
合
学
園
の
強
み
を
生
か
し
、
同
志

社
ら
し
い
教
育
を
探
求
す
べ
く
、

・
建
学
の
精
神
の
深
化

・
新
た
な
学
び
の
展
開

・
同
志
社
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化

・
法
人
内
情
報
の
共
有

・
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
と
の
連
携

な
ど
を
見
据
え
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
検
討
・
展
開
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
本
年
4
月
か
ら
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
教
職
員
や
卒
業
生
に
同
志
社
の
一
貫
教
育
の
魅

力
を
語
っ
て
も
ら
う
対
談
動
画
を
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

同志社の同志社の
　　一貫教育一貫教育

hitohito-Li

センターホームページ
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同志社の同志社の一貫教育一貫教育

分
で
自
分
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
』
ス
タ
イ
ル
は
、
大
学
生
か
ら
社

会
人
に
な
っ
て
も
役
立
ち
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
語

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

安
久
氏
か
ら
は
、「
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
仲
間
と
の

結
び
つ
き
の
深
さ
で
す
。
お
互
い
に
最
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸
収

し
て
成
長
し
て
い
く
時
期
を
共
に
し
た
友
人
で
す
。
本
当
に
宝
物
で

す
。
例
え
ば
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
い
て
は
、
中
学
1
年
生
か
ら
高
校

3
年
生
ま
で
年
齢
の
離
れ
た
生
徒
が
共
に
活
動
し
ま
す
。
人
数
の
多

い
ク
ラ
ブ
活
動
の
中
で
い
か
に
円
滑
に
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
い
く
か
、

そ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
し
て
競
技
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
自
分
の
や
る
べ
き
役
割
は
何
か
。
顧
問
の
先
生
や
コ
ー
チ
、
同

級
生
、
と
き
に
は
卒
業
し
た
Ｏ
Ｇ
の
力
を
借
り
て
、
チ
ー
ム
の
目
標

に
向
け
た
道
筋
を
立
て
て
い
く
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。企

業
人
と
し
て
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
お
二
人
の
人
格
形
成
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
は
同
志
社
の
良
心
教
育

を
礎
と
し
た
一
貫
教
育
の
成
果
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
感
動
を

覚
え
ま
し
た
。
対
談
は
、
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
様
々
な
切
り
口
で
一
貫
教
育
の
良
さ
を

広
報
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
同
志
社
一
貫
教
育
探
究
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
】

同志社女子中学校・高等学校　黎明チャペルにて
左：中村校長　　中央：河本氏　　右：安久氏
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  同志社創立 150 周年記念募金  同志社創立 150 周年記念募金

2025年同志社は創立150周年を迎えます。それを記念して、次の各学校の募金
事業の総称として「同志社創立150周年記念募金」の名称を冠として付けてい
ます。以下の学校法人同志社並びに各学校の募金事業内容については、以下の
HPでご確認いただければ幸いです。

https://bokin.doshisha.ed.jp/index.html

学校を超えた連携の支援
学校法人同志社
　同志社創立150周年記念事業募金
　新型コロナウイルス感染症に伴う在学生支援募金
　同志社ローム記念館プロジェクト・サポート募金

各学校の個別支援
同志社大学
同志社大学2025 ALL DOSHISHA 募金

（対象事業）　
・リーダー養成プログラム運営支援
・グローバル化の促進支援
・高大接続プログラムの展開支援
・特定寄付奨学金
・育英型奨学金
・スポーツ活動充実資金
・文化系公認団体活動充実資金
・今出川校地新図書館建設　等

同志社中学校・高等学校
　同志社高等学校教育研究協力資金募金
　同志社高等学校教育施設建設資金募金
　同志社中学校教育研究協力資金募金
　同志社中学校教育施設建設資金募金
　 同志社中学校・高等学校給付奨学

金募金

同志社女子中学校・高等学校
　同志社女子中学校・高等学校
　教育研究施設・設備整備資金募金

同志社小学校
　同志社小学校教育支援
　および施設・設備整備資金募金

同志社幼稚園
　同志社幼稚園教育援助募金

同志社女子大学
同志社女子大学サポーターズ募金"ぶどうの樹"

（対象事業）
・教育・研究環境の充実
・経済的困窮学生に対する奨学金
・寮生に対する生活支援
・グローバル人材育成
・学生の課外活動支援
・キャリア形成支援
・キャンパス緑化推進支援
・特定の学部・学科等支援　等

同志社香里中学校・高等学校
　同志社香里中学校・高等学校
　教育施設等整備資金募金

同志社国際中学校・高等学校
　同志社国際中学校・高等学校
　教育施設等整備資金募金

同志社国際学院
　同志社国際学院初等部教育支援
　および施設・設備整備資金募金
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ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内
ハリス理化学館同志社ギャラリーは、創立者新島襄の志と同志社の歴史等を資料で紹介する展示

施設です。ハリス理化学館は、J.N.ハリスの寄附をもとに1890（明治23）年に竣工し、永らく同志
社における理化学教育の拠点となった建物です。現在、国の重要文化財に指定されています。

【企画展】
ハリス理化学館同志社ギャラリー第31回企画展
同志社大学同志社社史資料センター 開設20周年

「同志社の家計簿―そのあゆみを支えた財政の記録―」

期　　間：2024年2月27日（火）～4月21日（日）
場　　所：2階 企画展示室
主　　催：同志社大学同志社社史資料センター
内　　容： 　今から150年前、1874年10月9日、同志社の創立者・新島襄は、アメリカのヴァーモン

ト州ラットランドのグレイス教会で開催されたアメリカン・ボードの第65回年次大会
で、日本に学校を設立したいと訴えて、約5,000ドルの寄付の約束を得たと言われま
す。同志社最初の収支の記録「同志社出納簿」にこの寄付金が明記されています。ここ
から同志社の財政の歴史が始まりました。

　　　　　 　財政とは学校の歩みを決定付ける要素の1つです。財政の安定は学校の安定的経営に
繋がり、一方で、財政難は全く逆の状況を引き起こすことは周知のとおりです。こうし
た財政状況は学校の進路選択にそのまま影響を与えます。同志社の場合、その歴史上ど
のような影響があったのか、財政の歴史をヒントに紐解きます。

「同志社出納簿」（部分）1875～1879年
【入 場 料】無料
【開館時間】10：00～17：00（最終入館 16:30まで）
【閉 館 日】 日曜日（企画展開催中を除く）・月曜日・祝日・GW・夏期休暇中の一定期間・年末年始
【場　　所】 同志社大学 今出川キャンパス 

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関をご利用ください。

【お問合せ先】
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室
HP：https://harris.doshisha.ac.jp/
E-mail：ji-harjm@mail.doshisha.ac.jp
TEL：075-251-2716　FAX：075-251-2736
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新島旧邸公開のお知らせ新島旧邸公開のお知らせ

　新島旧邸の敷地には、幕末まで京都大工頭中井家の屋敷があり、明治初年には中井屋
敷を堂上華族の高松保実が所有していました。1875（明治8）年11月29日、新島襄は、
この高松邸の半分を賃借して仮校舎とし、生徒8名で同志社英学校を開校しました。翌
年、英学校は薩摩藩邸跡地の専用校舎に移りますが、その後、新島は高松邸を購入し、
自宅を1878（明治11）年に建築しました。これが、現在の新島旧邸です。同志社発祥の
地に建つ新島旧邸を、同志社の建学の理念を体感する場として公開しています。

【公開期間】4～7月、9～11月、3月
　　　　　①通常公開　 毎週火・木・土曜日 

（祝日は除く、2024年4月28日～5月6日は閉館）
　　　　　②特別公開　 春の特別公開　4月1～5日 

オープンキャンパス　8月3、4日【仮】 
秋の特別公開　10月1～5日 
ホームカミングデー　11月10日【仮】 
創立記念日　11月29日 
卒業式当日　2025年3月20～22日

　　　　　※ 公開日の詳細はHPをご覧ください。 
https://archives.doshisha.ac.jp/archives/

【公開時間】10：00～16：00（入館受付は15：30まで）
【見学対象】 ①通常公開 

　旧邸周囲から建物内部を見学（建物内部には入場できません）。 
②特別公開 
　旧邸周囲および建物内部（母屋1階と付属屋）に入場できます。 
　※旧邸建物内に一度に入れる人数は20名程度とします。

【入 場 料】無料
【場　　所】 京都市上京区寺町通丸太町上ル松蔭町 

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関を利用してお越しください。
【団体見学申込】 10名以上の団体は、予約が必要です。団体予約は、見学日の1週間前

までに電話・FAX・E-mailにて下記にお申し込みください（電話受付
は10：00～16：30）。

お問合せ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室
HP：https://harris.doshisha.ac.jp/
E-mail：ji-harjm@mail.doshisha.ac.jp
TEL：075－251－2716　FAX：075－251－2736
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同志社女子大学史料センター 第 27 回企画展同志社女子大学史料センター 第 27 回企画展

新島襄と同志社の人々―影月堂コレクションより―新島襄と同志社の人々―影月堂コレクションより―

「影月堂コレクション」は、同志社女子大学表象文化学部日本語日本文学科の吉海直
人特任教授が永年にわたって収集してこられた史料群である。今回、このコレクション
の中の同志社の歴史に関するものが、一括して同志社女子大学史料センターに寄贈され
た。その中には、山本覚馬の『管見』の写本といった重要な史料も含まれている。この
コレクションから、同志社の創設者である新島襄、その夫人の八重、八重の兄であり新
島の無二の協力者であった山本覚馬、さらにはその後の同志社にかかわった人々につい
ての史料を紹介する。

期　間：2023年11月17日(金)～2024年7月31日(水)
時　間：10：00～16：00
閉室日： 土・日・祝日および5月1日～2日 

（ただし、4月29日、7月15日は開室しております。）
場　所： 同志社女子大学史料センター 

（今出川キャンパス 
 ジェームズ館1階展示室）

主　催：同志社女子大学

お問い合わせ：�同志社女子大学史料センター�
〒602-0893　京都市上京区今出川通寺町西入�
TEL：075-251-4200　FAX：075-251-4201�
E-mail：shiryo-i@dwc.doshisha.ac.jp
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同志社校友会からのお知らせ同志社校友会からのお知らせ

同志社設立10年後の1885年に「アルムニ会」として発
足したのが、同志社校友会の始まりです。主な目的
は、卒業生の親睦と大学との連携を通じた学生の支援
です。現在、約36万人の会員となり、国内はもとよ
り、各国に支部があります。

　2020年春からコロナ禍で、経済的に困窮している学生支援のため、同志社大学と連携
して2020年5月から6月にかけて商店街やスーパーで利用できる食生活応援クーポンを配
布し一人暮らしの食生活サポートを行う事ができました。
　その後も、コロナ禍において「同志社校友会ランチプロジェクト」として学内の食堂
において、200円の補助をすることで、学生の経済的な負担を軽減し、2022年12月には
累積で約33万人の支援ができました。
　2023年度になり大学の授業等がコロナ前の状態に戻ることに対応し、学生への新たな
食支援を実施しております。栄養バランスの取れた食事を通じて学生が健全な生活がで
きるように支援をしています。
　今後も、様々な学生への支援を継続し、充実した学生生活を送ってもらえるよう対応
してまいります。

活動の概要
①卒業生と繋がる同志社校友会
　 2023年12月現在、国内に48の支部、海外に36の支部が存在し卒

業生に対して、現地の校友会がサポートをしています。
　 連絡先は、ＱＲコードまたは、■ 同志社校友会 ■ で検索してく

ださい。

②大学と繋がる同志社校友会
　 同志社大学が掲げるリーダー養成、グローバル化への支援、「同志社大学2025　

ALL DOSHISHA募金」の推進など大学と連携した活動を行っています。

③学生を支える同志社校友会
　 「同志社校友会奨学金」、「同志社スポーツ奨学金」、海外留学生支援として

「グローバル人材育成奨学金」など各種給付型の奨学金制度を通じて教育と学生
生活の充実がはかれるサポートを行っています。

同志社校友会本部事務局　　　　　　　
TEL　075-251-4393　　　　　　　　　
E-mail�info00@doshisha-alumni.org
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同志社同窓会の歩みと年間行事・事業同志社同窓会の歩みと年間行事・事業

同志社同窓会は1876年に同志社女学校が創立された17年後の
1893年、96名の母校愛にあふれた卒業生と有志らにより設立さ
れました。制定された規約の第1条には「会員たるものは相互の
交誼を密にし且同志社女学校の益を図るを目的とする」と記さ
れています。

女学校の創設期、アメリカン・ボード（支援はウーマンズ・
ボード）から派遣された女性宣教師らとともに過ごす寄宿舎で
の生活を通して女生徒たちはキリスト教の価値観、生活様式を

身につけ【自立した女性とは神の恵みに感謝し、他者に仕える喜びを見出す、すなわち
「地の塩・世の光」（マタイ5：13）となる女性】と教えられました。

深い慈愛をもって育まれた卒業生たちは卒業後も良き姉妹として年に1度「母校に帰
る日」を決めて集まり、礼拝をもって総会を持ち、年会（大同窓会）を開いたとの記録
が残っています。その会では、教職員と生徒らも共に集まり大親睦会として余興なども
行われたようです。また、現在の『同志社同窓会報』の前身である『同志社女学校期
報』は同窓会の創設事業として発行されました。その中で、母校の教育のレベルアップ
の為に必要不可欠な書籍や校舎維持費など、必要な資金を得るために同窓会挙げて募金
活動を大々的に行っていたことが記載されています。

同志社同窓会は同志社を愛し、女学校と女生徒また卒業生らをご自分の分身のように
愛し抜かれたM.F.デントン先生から多大な感化を受け、その教えを守って様々な活動
を続けています。母校への寄付金を集めるために、と教えてくださったバザーは同志社
同窓会の大切な行事の一つとなっています。

2023年に創設130年をむかえた同志社同窓会は、女子大学、大学院、女子高校及び中
学、旧制女専、高女の卒業生・修了生によって構成されており、62支部（国内59支部、
海外3支部）に95,000名を超える会員を有しています。また、本部は役員30名、常任幹
事20名、監事2名のほか、各学年代表の幹事からなり、組織として同志社同窓会の中に
同志社女子大学《Vineの会》と同志社女子中高同窓会「同志社ゆかり会」が置かれて
います。

 年間活動と行事・事業 
春（5月）と秋（9月）の幹事会 
7月　 同志社同窓会総会 

3年に1度は総会の前日に支部長会開催
10月 バザー開催 
11月  全同志社リユニオン（法人同志社、同志社大学、校友会と共催） 

同窓会ルームで催物
12月 ミス・デントン永眠記念墓前礼拝（相国寺 長得院の墓前での礼拝）
2月　新島襄生誕記念会（学校法人同志社、同志社校友会と共催） 
3月　女子高、女子大学卒業生対象入会式
その他、 奨学金贈呈や会報の発行、同窓会館の運営（紫苑会講習としてヨーガ、 

華道、茶道、料理教室を開講）、貸室、女子中高購買・食堂の運営

＊ホームページhttps://www.dojo-doso.org/ E-Maildojodoso@juno.ocn.ne.jp
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●同志社広報委員会小委員会委員
〇印委員長

○大学経済学部教授　宮澤　和俊
大学神学部教授　三宅　威仁

大学文学部准教授　杉浦　秀行
大学社会学部教授　鵜飼　孝造

大学法学部教授　長谷川一年
大学商学部教授　西村　幸子

大学政策学部教授　井口　　貢
大学文化情報学部助教　田中　　雄

大学理工学部教授　土屋　隆生
大学生命医科学部准教授　日和　　悟

大学スポーツ健康科学部教授　福岡　義之
大学心理学部教授　神山　貴弥

大学グローバル・コミュニケ―ション学部助教　諏訪　　暁
大学グローバル地域文化学部助教　渡辺　　文

女子大学学芸学部教授　影山　貴彦
女子大学現代社会学部准教授　鳥潟　優子

女子大学薬学部准教授　松元　加奈 
女子大学看護学部教授　三橋　美和 

女子大学表象文化学部准教授　辻　　英子
女子大学生活科学部准教授　藤本　純子 
中学校・高等学校　事務長　鎌田　伸一

香里中学校・高等学校　事務長　内山　一栄
女子中学校・高等学校　事務長　磯田　信行
国際中学校・高等学校　事務長　貴志　浩行

小学校事務長　川嶋　久佳
国際学院事務長　堀岡　英利

幼稚園教諭　遠藤　稚絵
法人事務部長　柳井　　望
大学広報部長　木下　裕之

法人事務部校友同窓課長　田中　裕一
大学広報部広報課長　中原　伸夫

女子大学広報部広報室広報課長　前野　　健
※職名は同志社広報委員会小委員会発足時のものです。

●編集協力　 アルカダッシュ

●同志社時報の申し込み
・送料（ゆうメール着払い：１冊241円）のみのご負担で

ご講読いただけます。
・お申し込みは、綴じ込みハガキをご利用ください。

・宛先　〒602-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入
同志社大学広報課
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